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第10回網走大会

敷物デザイン

題材設定の理由

・
急集誓』iSIF貸:ittilttE[i饉量きを][鵞月8更:看書を量月事を籠i:

:3'::[]:首
:阜言号]flilをit[[][i3[:]li[[:[iす ;量

目    標

|:1 言言言[:膚!igi]を]littz菫 [L事辱茅サ皇需あ絶謬ζЪについて理解さ
せる。

指 導 計 画

|:|;::][               :[嘗 与111[量 量]:i[[菫 :[]學

li[i][ii[[            |[言

lil鷺
「
作品の検討をし、共同製作

本時学習のね らい

(1)前時にデザインしたものを基にして着色にはいり色彩に対する感覚、共同製作
の意識

(日召禾日34年 )

2

憑彊薯
立要勇芝柔肇霧を三
年

4.

(2)

(3)

(4)

5. 」ロ

を
言阜彙ぅ[看ぅ言傍量点讐毒「2驚堂i]∫

臭ζ言』鷹軍i喜恙2課ゎ
,せ

る。
備
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製作用紙、l■l板、先住民族の資料、参考作品絵の具、そ
の他。

6. オロ導 過 程                                        
｀

第10回網走大会

過  程

未来の網走

5分

50う)

5分

学  習  活  動

0本時のめあてを決める各自

?管棘を偲
′
をふメ9± 35

とに話 し合 う
●製作の計画 を立てる、模様
の取 り入れ方 と色 との関係
について十分考えながら着

色にはいる
●製作結果の反省、計画通 り

に出来たか話 し合 う

題 材 設 定 の 理 由

当 市 に生 活 して い るりこ童 は 、子 供 ら しい感 党 で網 走 市 の 発 展 を mlっ て い る。 特 に 6年生 に も な る
と その 関 ′じヽが 一 層 具 体 的 に な る。 天 然 ガ ス、温 泉 の ボ ー リ ン グ、 テ レ ビ塔 、 水 族 館 、熱 帯 植 物 園 、
港 、 工 場 、 新 しい建 築 等 は 、 い つ も児 童 の 話 題 の 中心 で あ る。
この 期 に網 走 市 現 在 の 姿 を造 形 活 動 を通 して認 識 させ 未 来 を夢 み るツこ童 の 意 欲 の はけ ぐちと して、
製 作 活 動 に発 展 させ た い。 その過 程 で現 在 りこ童 に か け て い る立 体 構 成 工 作 的 デ ザ イ ンの経 験 を させ
創 造 白勺実践 的 なγ舌動 を させ た い。

日    標
(1)JL童 の夢 を実 現 させ た い (創 造 の喜 び を もつ )
(2)現 在 の網 走 市 を よ く秘[察 し理 解 させ 、未 来 の 市 の 設 計 に あ た る。
(3)長 期 間 (課 外 活 動 を含 め て )に わ た る製 作 活 動 を通 して 、 共 同 製 作 の 意 義 を見 出 させ 、 その 態
度 を養 い た い。
14)紙 彫 刻 の い ろ い ろ な表 現 技 法 や線 材 の 立 体 構 成 な ど総 合 的 な FL用 の理 解 を深 め る。
(5)デ ザ イ ン的 取 扱 い か ら、 ハ ー モ ニ ー 、 バ ラ ンス 、 コ ン トラ ス ト等 の 美 的 構 成 の 秩 序 を発 見 させ
た い 。

(6)今 まで学 習 した平 面構 成 の デザ イ ンか ら、立体構 成 の デザ イ ンヘ と発 展 させ た い。
指 導 計 画

(昭和34年 )

努麦雪
立
婆売省
学
肇屈2学年

指導者     武  田  俊  夫

着

●グループの話 し合いにより

本時の目的をはつ きりさせ

る

0作業分担の確認 を十分にす
る

●グループによる作品製作の

雰囲気になれさせる

(1)現 在 の網 /t市の パ ノ ラマ を作 ろ う 一―― (8時 )
○ 網 走 市 の樽:光 資源 の調査        2時 ―――
○
`も

かん EXlの 作 成            2時
○ パ ノ ラマ作 り            4時 ―― ―
(2)未 来 の網 走 市 の パ ノラマ を作 ろ う

一
  (13時 )

○ 未 来 の市 の想 像画 をか く       2時
○ 建築物 一 本 に しぼ って その立体構 成 に入 る (試作 )
○ 前学 イ を参 考 に して グルー プ毎 に製作

‖艮

○ 完 成 させ る

○ 作 品 を配 置 して デ ザ イ ン的 構 成 美 を作 り出 す    1時 ―― 一 本 時
○ 完 成 につ い て話 し合 う

本 時 学 習 の ね らい

○ 美 の構 成 要 素 に関 す る理 解 。
○ 協 同 製 作 に対 す る′じヽが ま え と効 果 を知 る。
○ 未 来 の網 走 市 に対 す るりこ童 の夢 を立 体 構 成 を通 して 実 現 させ る。
○ 建 築 デ ザ イ ンの ア ウ トラ イ ンにふ れ させ た い。
○ 完 成 の喜 び を味 わ う。

準   備
(りこ童 ) 製 作 中 の 作 品 、 接 着 ざい 、 ハ サ ミ。
(教 l・
l) 配 置 図 、 黒 布 、 参 考 作 品 、 ス ポ ン トラ イ ト。

指 導 過 程

点

-171-

備

●共 同製作 に対 す

るイロ1生 とJttuに と

の関係 の進 め方

に注 意 す る
0共同 の もの を大
切 に扱 う態 度 を
つ け る
●共 同作 業 に対 す

る参加 の しかた

に注 意 す る
●巡 視

考

過  程

5分

45う)

(課外 活動 グルー プ毎 に )

(課タト2時 間 )

）７

(1)本 時 の め あて につ いて
●イ1:J■ げの心構 え
0デザ イ ンにつ いて
0配置 につ いて

(2)製   イト
● グルー プ製作
●接 着 ざい と組 立 て

(3)完   成
0完成 作品 を持 ちよ りその 名称
を発 表

に)配 置機 能 (的美的 )
●組 合 せの工 夫 (機能 的 に )
●配 置 す る (美的 に )

(5)完 成 の話 し合 い
0自 分達 の工 夫 した こ と注 意 し
た こ とにつ いて話 し合 う
●協 力 しあって出来 た喜 び を話
し合 う
。未 来 の市 に対 す る夢 を話 し合
う (作品 を通 して )
●今後 の発展 につ いて

5時
―5時 ― ―

習 r舌

時

時
課

課

動 着

る
　
つ

せ

は

さ

を

れ

て

な

あ

に

め

を
ス

の

囲

時

雰

本

協 同 製 作 の 成 果 を知 らせ る

接 着 ざい を な るべ く使 用 しな い工 夫

美 しい形 で仕 上げ る よ うに注 意

lt

デザ イ ン的配 Ftを 考 える
(バ ラ ンス、 ハ ーモ ニ ー、 コ ン トラ
ス ト)
自分達 グルー プの考 え通 り進 行 した
か

今後 の製作 に意 欲的 にな るよ うに

占
¨

させ る

備   考
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飾るデザイン(構成)

第‖回滝川大会  (昭和35年 )

量言::i革をi急[Z[11嘗 :[堡彗
穆業芳晋懲ぎ?臀暑亀九:弩

=望

91:な芳:
:ま す。

2. ね らい
`ま

な に か

:ら2[〔嘗:i:を ii営l][[i[[:[‡ ili:[:[曹したぃ。

滝川市立江陵中学校 1年生
指導者  東 志   隆

3.学 習 の順序 は
●色 と形のはた らき

●飾 るデザ イ ン (レ リー ナ )

4 この時 間 の は こぴは

●地 肌 (テ ス クチ ヤー )の はた ら き

ね ら い

・彎言冒?と |
彩 、 形 の は

た ら き現Lttl
の Iま た ら き

等 考 えて構
成 して い こ

0統 一 と変 化
調 和 ・ 均 衛

リズ ム 、 方

向性 な ど考
えよ う。
●材 料 と加 工

構 成 にた え

ずら虫創性 を
もと う。
●飾 るデザ イ
ンと しての

目的 を失 わ
ぬ よ うに し

よ う。
●工夫 の 中 に

楽 しきの あ
ふ れ る活動
をす す め よ

●反 省 に よつ

て よ りよい

もの を生 み

出す よ うに

しよ う。

順序

導

入

１０

分

動士́
日

の徒生

●用具用材を全部そろえる。

●何を制作するのか目的を確する。

°
lτ青百2諄嵩栃:ξ百を絶寛
る。

展

デザイン(色と形 )

第‖回滝川大会

0制作にとりかかる。

●スケッチとあわせながらすすめ

るが不合理なところは改めなが

らいく。

●構成について絶えず考えながら

すすめる。

●独創性をはたらかせるようにす

すめる。

●制作品を互にみせあう。

開

2時間
2日寺間

1.な ぜ、 この主 題 を え らんだの か

新言Fを虜あ準[tF事袈花を装ふ与百夕を星亀じ:t:雪争]識
欲と活動をひめて、

号i孫『 }[P勇
婁荘望を重t等爵遥発曹宣垢青警ニギt、オ2香県撼裏9[習落2誉

ξ[11拳委
境濃蓮軍ごε育奔T管彎言剪管生畠香響曇稼5F城恐3菅管∴諄畠忙を

単「;吾[冨誇争[言i曇言「L撃 :詈量を3壕言曇」lilii島採努拿圏臭秀零
2. ね らいは何 か

:う幕轡貫曇:鷹暑昌遭澄J菫函暑T』F:勇鶏:髪能れ萱「
~色

)

●彩度 の美 しさをつ かむ (純色 と riや黒 をまぜ た色 )
●ちが った材 質の組 み あわせ の美 しさを発 見 させ る。
●装飾 文字 を考 え させ る。

で雹 オ 9暮 轟墓談 軍裏 息 雰皇 冥 f造

`:整

場会墨 房』 藻 羞燥 秀循 良方 象孝 F形
体 の 中

3.学 習 の順 序 は

:苧
35:l春′111:量』

考2単ゑ倉色アな形3巽寛t彦と言Tネクタイのデザ
・i:ri委雪職 生脅?整繹」

を組みあわせて夏休みの計画表のデザインをし
4.こ の時 間 の は こびは

40

指 導 の て だ て

●用具用材の足りないものはない

か確める。

●目的意識をはっきりと確める。

●制作にあたっての構成原理や造

型要素について再確認する。

分

(日召不日35年 )

ま
と
め

１０
分

●作品に
7い
ての反省ゃも
つ。

●自己反省録に記
'3ラ
美

0次時の見通しをもつ。

0詢l作について注意しあうことを

予め話す。

●机間を巡り制作のアドバイスを

する。、

0制作途次の作品の中から工夫さ

れたものや、アイデヤのすぐれ

たものをとりあげて賞揚し全体
の表現意欲をより高いものとす

る。

滝川市立滝川第 1小学校 6年生
指導者    青 山 清 輝

用具と材料

も

ご

り

ぎ

能

具

紙

布

ひ

ひ

の

く

玄

絵

創造の泉 lllllll ll Ⅲ ll‖

0自 己反省記録を書いてこの時間
のまとめとさせる。

ol、 3の よい作品を紹介する。

●次時の見通しを話す。

ね ら い

●デザインの

必要性につ
いての理解
を さ せ た

●形や色、材
料のもつ色
々をはだあ
いなどを自
由に構成す
ることでで
きる美しさ

をとらえさ
せたい。

順序

導

子 ど も の 活 動

●話 し合い。
1 夏休みの計画表のデザインに
ついて。
2.は りえについて。
3.は りえと計画表文字を台紙に
構成することについて。

入

展

●作業過程。
1 画用紙に色々な材料をきつた
りやぶいたりして、はりつけて
いく。
2.そ の形体より生まれる形を具
象物にはりあげていく。
3.台紙にするラシヤ紙をえらぶで

開

ま
　
と
　
め

指 導 の て だ て

●自由な気持ちで作業できる状態
にさせたい。
●用具の整理や使い方からくる危
険防止をさせる。

1.夏休みの計画表とはりえと装
飾文字をどう台紙の上にはりつ
けると美 しく見えるか色々配置
を考えて一番よいと思われる所
にのりではる。

◎〃L間巡視をしながら
●形や色の変化にきをつけてはる
ようにさせたい。
●画面構成、色の調和、形のリズ
ムについての助言をする。
●共象物が連想できない子はその
まま進める。

用具 と

材  料

は さみ

の  り
かたば

も の
さ  し
又  は

定 規

色 紙

布切 れ

ひ も

ヤ 紙
画用紙

夏休み

計画表

●子どもたちの気づかないような
配置のしかたを見せてどんな配
置をしてもよいことに気づかせ
る。
●次の時間に作品の話し合いをする。
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共同製作働く人iとり絵たI:壁画)1曇薯

立
纂
暴
詈
ょ

学

璽

2第12回名寄大会

二の題材を選んだ理由

芳菫[[曾 :i皐[][景がi言[皇]][を自亀京812食晉竃量曇::量倉:

[:[]:念[::[[首 :;摯菫會量]に:[言 :]当ゑ童曇:ξ[[li:警
ね らいはな に か

曇:|:言i][:I::[i][言言:iti菅
喜際菅題争言′
°

学習 の順序 は

(昭和37年 )

2

●

●

●

●

　

・

● 働 く人の美 しさな ど感 じた経験 を話 し合 い、
画の構想 をね る。

● 原画の一部 を分担 し下絵 をか く。
● いろいろな材料 を使 つて制作す る。
● 作品 を鑑賞 し、共同制製 について反省す る。

4.こ の時間の あゆみ

:「

ね ら い  : 倉箇男げワ±3晋型象言る系智「』皇hを作品になるよう工・       夫 す る 。

illl111:|!IIlllllll::l:!11

て

て

い

た
つ
を
に
画
品

計

作

の

た

し
き

お
で
な
し

手

作

ヽ

制

し

担

省
分

反

る

●

子 ど も の 活 動

町を作ろう(空箱を使った共同製作)

絵 を鑑 賞す る。 グループをつ くり原

1時間
1時間
3日寺間 (本時 3/3)
1日寺間

第12回名寄大会

●分担 した作品 を手をお しす る

:.こ の題材を選んだ理由

2. ね らいは な に か

・
創署 9菅 異鷹 ζ 8:よ

に よって、児童 が培 か って きた空 想 内容 を さ らに豊 か に し、

: 登尿F避娠暮E城 :きここfξ李費基芳皇闇感党を養う。
3.学 習 の順序 は
● いろいろを空箱 を使 って、 きれいな田丁を作 ることを言舌し合 いPI画 を立 てる。

. 葉り物↑豊某普ざ百雁オ霊兵を。できた田丁の模型を見て話し合う′
樽闇

1日寺間 (本日寺)
4.こ の時間のあゆみ

ね ら い  : 奨嵩墨竃虜空?宙念喜景倉疑専8:

‖‖Ⅲll Ⅲl‖ⅢⅢ‖Ⅲ‖ⅢⅢlllⅢⅢ‖‖Ⅲllllll‖ lll l‖ llⅢ 創造の泉 ⅢⅢlll llllⅢ lll

0つ な ぎ あ わ せ た 作 品 につ い て 話

・
i][:::〕 ]i言
うこ畠:

●分担 した作品 をつな ぎあわせ る

●作品 につ いて話 し合 う

・
晃7TJ撤署[Ettη董醤:3
.基豫昌膳呂とか調和を考えなが
・
5雅倉を重疑fttJL
せる

竃孟⑮
立妥尋薯1学麿

3重

用具 と材料

●は さみ

●の り

●色紙

0ひ も
0布

0毛 糸

oビニール

●テープ

●作品 をつなぎ全体 をまとめ させ

●らなぎあわせた作品について意

図 した効果がでたかなどについ

て話 し合わせ る

順  序

導  入

子 ど も の 活 動

●学習の材料や用具 をた しかめる
●前時の活動 をたしかめる
0本時の作業の順序 を知る

0羅
Tの
形を生かして乗りものを

:][′号:」杢真常「1:[」・
Zill慶拶↑:5言「ズ菫〒
●作品 を持 ちより大 きな町にする

展  開

まとめ

0で きた作品を見て話 し合 う

指 導 の で だ て

め
さ

す
解
す
理

を

を
業
的
作
目
き
容
づ
内
つ
の
き
動
ひ
活
に
の
時
上
る

前
る
せ

●

●表現内容に創造性をもたせる
0表現の方法に工夫をさせる°
香♀寝2晶轟李:5]危与:分
いを考えさせる。
Oグループで作業をすすめる上に
協調的な態度 を養 う

用具と材料

●話 し合いの要点
・ 楽 しく活動ができたか
・ 表現内容[創造的がみられるか
。表現の方法に工夫がみられるか
・ 共同製作によろこんで参加 した
か

●いろいろ
な空箱

●画用紙

●色紙

●セメダイ
ン

0は さみ

●ベニヤ板
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素描 (石膏 デッサン)
第i3回余市大会

A.絵画表現の基礎的能力を高める。
B.素描することの意味を理解させ、表現の態度、習慣を身につけさせる。
C.色々な材料や表現の異なった作品を鑑賞し、その特徴やよさを味わい表現意欲を
高める。

2.全体の指導計画  〔4時間〕

1.色々な描画材料や表現の違いを教科書の作品によって理解

標

年１
　

玲

校
　
垣

学
名
中

２４
板

旭
女

立町
名
者

市

２．
導

余

男
指

させ素描学習の意味 を知 らせる。

2.対象をよく観察 し形の要点 をつかみ感動 をすなおに表現 さ
せ る。

3.明暗 を大 きなマ ンスでとらえ、美 しいと感 じたことを、の

びのびと表現 し、作ξl[を鑑賞する。

3.本時の指導の重点

しっかりつかみとる力を養う。

とらえた形を大づかみに表現させるようにする。

4.本時の展開

7

0本時のめあてを決める。

・ 全体的なつ り合 を見ながら製作時

間の計画 をたてる。

・ 画面にどのように入れるか考える。

・① 中心線 を入れる。

・ 大まかに描 き顔の方向、目鼻日、

髪の生 えぎわの位置の見当をつけ

る。

・①線を入れる。
0明 ||と をつける。

・①鉛筆の使い方を考える。

・計画通りに出来たかどうか話し合

つ。
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習 ′舌

第i3回余市大会

トーテムポール

動

1日寺間

2時間 (本 H寺%)

1日寺問

1. 目

指 導 上 の 留 意 点

● 木材を用いてトーテムポールを作ることにより、感情、感覚を意識的に造形して、
凹凸のもつ力強さ、動きなどの表現力を養う。
● 彫刻刀、のこなどを使って木材を切ったり彫ったりする作業になれさせると共に、
共同作業の態度を身にちけさせる。

2.全体の指導計画  〔4時 Fl扱 い〕

・ 本時のめあてをはっきらさせ、特

に大づかみに物 をとらえさせる。

・ かたくならぬよう安心感 をもたせ

る。

・ 観察 し、かたまりとして石膏 をと

らえさせる。

・ 中心線 を決定 したい。

・ 作品 を見て話 し合いをさせる。

・ C合筆の使い方、消し方に留意する。

・ 巡視。

・ 自分の作品と友達の作品をよく鑑

賞 し話 し合わせ、次時の予告 をさ

せる。

埓ヽ 司〒IBII五渠曇ノ‖/Jヽミ言ォ交
95194乙   プで224Z
指導 者   吉  田  敏

●

●

●

●

3.指導の要点

トーテムポールを作る計画をたてる
材料集め

準  備

A.

トーテムポールの本体 を作る

ね らい●トーテムポールに効果的な着色 をさせて、力強 さ、動 きの表現 を高める。
●グループでょく相談 しながら作業を進め、協力、完成の喜びを味 わう。
●他の グループ、自分達のグループの作 :i」 ]に ついて話 し合い、民芸品など
の鑑賞の初歩 を身につける。

準 備 ●材料、 トーテムポール、 くぎ、接着剤、ポスターヵラー (教師 )
用 具 ●彫刻力、紙ゃすり、金づち、本ずち、ェ作台 (教 F.ll)
本時の展開

・ 画用紙

・ 金合筆

・ 画板

・ 画鋲
01ヒ例 を

はかる

ひも

・ 画架

・ その他 、

布、紙 、

(消 す も

の )

B.

5年

之

C.

学 習 内 容 と 児 童 の 活 動

話 し合い

・ 前時 との関連
今日の作業につぃて
材 料
用 り:
作業上の注意

造形作業
・ 着色する (彫る)
・ つなぐ

反省する
・ 自分達の作品
・ 他の グループの作品
・ 他の民芸品

1時間
・時間外

2時間
1時間 (本時 )

次時予告

占
¨

立忌助
］

の導ヒ日

・
『象:留ビE愛各家〔:よ

により効果が
・
言鶏管省首彫
つたりする方法もあること

・ じうぶにつなぐための工夫 をさせる

・ 材料用具の使い方が適切であるかどうか
・ 着色が逆効果 とならぬように配慮する
0ま っす ぐに、 じょうぶにつながせる

・
長宙角雇]を
述べさせ、作謂|の美しさを
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自と黒による平面の分割(デザイン)

第14回札幌大会  (昭和39年 )

題 材 観°
i[i      tti:][]i[[::言][['[:il:::]]:::3嘗1

本醐 市立 日章 中学 本交  2年
男 26名   女 23名
指導 者   佐  野  千  尋

2.指 導のね らい
。 平面を白と黒の面で分害Jする作業の中でな「 男嵩息味暑機畠再褒籠9をばで主Ё2撃魯れらに関連 しながら視覚的 なバ ランス、動
させ、 さらにそれ らに対す る感覚 と空間 を美 しく構成す る能力 を養 う。

指 導 計 画  〔題 材 の 位 置 づ け 〕

・ 構成美の研究 (変化 と統二、バ ランス、

―

　

ま

・

・ 身 の ま わ りの デ ザ イ ン (へ や を か ぎ る、

・ 本 時 の 展 開

:(卜Jと 黒による平面の

'ヽ
)

・ F■ 面ヽ と黒 い面 とが与 える軽重感。面積感

などについて掲示物 を中心に して話 しあい

なが らそれ らを理解 し感 じとる。
。白 と黒の色面でその軽重感、面積感 を考 え

なが ら四辺形 を垂直 に、水平 に、斜めに分

割 し、ノ` ラ ンス、動 き、方向感 などについ

て工夫する。

:簡型醤層お萬
=重

あ西昌象品生彩:身 l」す
る。

学

街で見てきたところ

第14回札幌大会

H ′舌

・ 本 時 の 平 価
・ 異 る色 面 に よ る軽 重 感 、 面 積 感 の ち が い を理 解 し感 じ と っ た か。

。 そ れ ら に感 連 しな が ら視 党 的 な バ ラ ン ス 、 動 感 、 方 向 感 が 有 機 的 に変 化 して
い く

1  題  ホォ 観

・  空間の ,認識 力、表現能 力は主題性 と構 想性 、構成 力 を高め ることによって深 め る

イ固ただF里勇あ樟象を贔客Fだな引忌ミ竜。
主題を選択させることによって意欲的、

°
の借羅ワ程隼7青男労じ集縫こ管後た鳥慧告TF専湾哀膚

=管

菅:ヒ
さ4た椰ι察画)

・
[[]:i孝[]:『I[甘』ililIIF曇番提[「量こlitti菫 [せさ言
3 す旨導 のね らい
。主題性 の深 ま りと構 想 力 をよ リー 層仲 ばす こ と。
・ 視点 の定 着化 され た空 間認識 性 の高 ま りとともに。
・ 動 勢 を中心 と した構 成能 力 を高 めてゆ きた ぃ と思 う。

3 指 導 計 画

(1)現 場 での スケ ッチ …… 放 :果後街へ 出 て 自由 に。
(2)合
二各43歩
から画用紙へ。……(2時間)主題構想を下描きし構成するための話

(3)ィ

壁彪羅香誘萬垂19百?おれ悪iょ」:蹴
問し才留ちt≧習■ここ、きr■lliを票

14)ハ羞彰聯 ?∫ 7.管賀お緯蕎)｀轟荏通程寒Я肇寒諏T坦 7具護卜る。
(5)互 いの r4r計:を み なが 引感想 を発 表 した り#ヒi平 し合 う。・……・ (1日寺間 )
4  本日寺の手旨導
。ね らい ll題 イメー ジの 構 想 と構 成 の 力 (色彩構 成 も含 め て )
0準  備  Ln」用紙 (白 ボ ー ル下 が きを した もの )水 絵 具 、 パ レ ント、水入 れ、 わ りば

し、ペ ン筆 、 タンポ、布 、等
。本 |1寺の展 開

動

整 理 の くふ う )

を理解 し感 じとったかo
・平面構成の作業 を通 じて空間 を美 し

(日召禾日39年 )
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指 導 の 要 点

札 lp■市立 北 九 条小 学 校
男 26名  女 21名
指導 者    佐  藤

6日寺間
1時 間
6時 間

バ ラ ンス 、 変 化 、 統 一 な ど につ い て 工 夫 さ

せ な が ら平 面 構 成 の 作 業 を進 め させ る。

創造の泉 ‖‖ll lⅢ‖Ⅲ‖ⅢI

く構成 していく能力が高め られたか。

―-179-―

年
　
圭

６

二子

主題構想 ――構成についての話合い。
画面での主題の位置、空間構成比より

内容、物 と物の組合わせ、対象の補足、
移動、省略 について、登場するものの性
格づけ。

色調について一― 主題性から構想。
主調色  ・ 最 も強調 したい部分はどこ、

主体 と従属。
明暗の組合せ 。アクセント・リズム感
相対的なものの総合 された調和、変化
と統一。

習 ′舌 動 し
日

・ 主題表現のために効果的な方法が工夫 さ
れたのは、自然性に即 した変化、統一。
画面に形態や空間の相殺関係はないか。
・ 基底線、上下左右の空間構成比。
・ 視点の定着度の深度差によって主題の強
調の度合が変ってくることに気づかせた

・ 主題 と色彩 との関連 について。
自分の気持、感 じ方心意によるロマ ン性
と場面のもつ リアリティとの調和。

導 の 要 占
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第:5回稚内大会  (昭和40年 )

じょうぶな組み立て

1.題 材 観

1つの単位形を考え、その特性を利用して数多く組み合わせることにより、新しい

構造の形が生まれることに気づかせ、ビルや橋りよう、道路などの建設にも使用され

ていることを理解させる。

単位形をもとにしてできる構造をくふうさせユニツト構成による構造のおもしろさ

に気づかせる。

このような構成練胃は材料的発想にまつところが大きいので、材料の性『 tや可能性

について考えさせ、組み立てをくふうさせたい。

2.指導のねらい

・ 単位形の組み合わせによる構造をくふうさせる。

・ 突っぱる力と弓|つぱる力を利用し、 じょうぶな構造をくふうさせる。
・ この構造を応用して立体的作品を作らせ、構成力を養う。

3.指 導 計画

・ 教科書の例の単位形を作ってみて、材料の可能性を考える。新 し

年
　
雄

６

常

交学
　
井

イ南
名
藤

内

２．

稚
女
立市
名
者

内

２４
導

稚
男
指

い単位形の制作。

・ 前時の継続作業。
・  単位形の組み立てによって、立体的作品の制作。
・  前時の継続作業と整理・反省。

4.本時の指導

ねらい ・ 突っぱる力とワ|っ ぱる力を利用 して、
準 備  ・ 竹ひご、輪ゴム、画用紙、糸、ヒー ト

み、接着剤、ナイフ

5.本時の展開

要項

第15回稚内大会  (昭和40年 )

導入

展開

整理

野外彫刻

写

・ 本時の学習内容 を把握する。

・ 新 しい単位形の組み立ての予想につ

いて話 し合いをする。

・ 制作する。

引っぱりの効果 を考えながら組み立

てる。
・ 計画 どうりに進んでいるか話 し合い

をする。

1.題 材 観

2. 指導 のね らい

三妻書ξ斃[]嫁ヨ輔曇91ξ誓讐[讐鸞::]「墨雄魯[8:
3.指 導 計 画

習 内

じょうぶな構造 をくふ うさせる。

ン、セロハ ン、ベニヤ板、角材はさ

容

時間

時間

時間 (本時 )

時間

彗究層
立
要空雪中学校 3年

―

木 立 博 康

指 導 上 の 留 意 点

・ 作品は30 cm以 内。

・『 [問回答
は机間巡視で行をう。

・ 組み立てにあたり、となりどうし手

助けさせるようにする。

・ おもに引っぱる力・突っぱる力 (じ

ょうぶ さ・補強等)について話 し合
いさせる。

創造の泉 IⅢ‖Ⅲ‖‖‖‖ⅢⅢ

・ずT生紙でいろいろな型のプロックのはめ型をつくる。
はめ型 にモ ル タル を流 しこむ。
・
ド 争 ll争 奪型 の プ ロ ックを重 ね表現 活動 をす る。
・ 仕上 げ をす る。反省。

4.本 時 の指導
ね らい  ・ いろいろの型 の プロ ックの組合せ を工夫 させ る。

・ 共同 して作業 をす るよろこびゃ協 力性 を養 わせ る。
準  備  ・ 生 徒   ぃろいろな型の プロ ック。板。

・ 教  師   セ メン ト、砂、パ ッキ ング、左官 コテ、 プロ ック、は りがね、
その他。

5。 本時 の展 開

要項

導入

展開

学

・杏時の学習とねらいについて話し合
,。

・ いろいろな型のプロックをどのよう
につみ重ねていくか、 グループごと
に表現の方法 を考え話 し合 う。
・ 考えが一致 したグループから、用意
してあるモルタルでそれぞれのプロ
ックをつみ重ねてくぃ。
・ あとしまつ をする。

習

整理

内

2日寺間
2時間
2時間 (本時%)
2日寺間

容 指 導 上 の 留 意 点

0事前にセメントモルタルを作 らせる。
・ グループごとに表現について指導 し
ていく。(量感、質感、空間など)
・ 左官 コテの使い方 をくふ うさせる。
0つみ重ねのさい、危険のないように
注意する。
・ 環境の美 ということからもあとしま
つをしっかりさせる。
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室蘭市立北辰中学校第 2学年43名
ポスターをデザイ ン しよ う 指導者  青 野 昌 勝

第 16回室蘭大会  (昭和41年 )

1.題 材 につ いて

を高 め るもの と して 、 多 くを押ゴキで きる と考 える。

2.指 導 計 画

b.

d.

ポ ス ターの機 育レ 諸゙ 条 件 を考 え、

資料 を蒐集 し、 ア イデ ア をね る。

アイデアスケ ッチ を完成 し、制作計画 を検討 す る。

3. 本国寺の 目標

アイデアがデザ イ ンを支 える重要 な要素 であること

試作の中で、制作上の具体的 な問題 を検討 させ るとと

4 授業 の構造

アイデアスケ ノチ に基づ き、制作 をす る。

作品[に つ いて話 し合 い、ポス ターにつ いての関心 を高
め る。…・

冒

授 業の

過  程

導  入

解 決 す べ き問題

テーマ を選定す る。

ア
手
事

・
な
仕

マ
ん
け

ｏ

一
ど
づ
か

テ
を
置
る

。
ア
位
め

料
デ
で
進

資
イ
順
を

展  開

港で見てきたところ(共同製作 )室
蘭市立常盤小学校第3学年38名
指導者  片 平 浩 史

・ キャッチフレーズ

と図柄の調和、色
数と表現材料との

かかわりをどうす
べきか。

生 徒 の 活 動

第16回室蘭大会 (昭和41年 )

・ 今までの学習をか

えりみ、制作計画
を石雀言忍する。

・ 資料に基づきアイ
デアスケ ノチをす
る。

・ 簡単に着色し、ス

ケッチを完成する

中で、材料・配色

計画・表現技法等
を検討する。

・ 友人の作品も含め
てスケッチについ

て話し合い、制作
への参考とする。

整  理

を知 らせ、アイデアスケ ツチの

もに、倉」造 力 を高 める。

1日寺間

1時間
1日寺間 (本日寺)

1.題材について

T[:「
『?「属基晶:なI倉 ?輩繁多よ『韓言TS彩曇峯£言管房し冒舌ほ曹勇:

[:::i:::[専 ]i[[il:[]il:lfi[::::|::][:::

II信][::1点 liらii:堡見募』ネ][菫:[[育 i「讐房亀絶た11季十
2.指 導 計 画

2.5H寺 間
0.5日寺間

アイデアスケッチ

としての限度をど
の程度におさえる
のが適当か。

教  師  の  指  導

・ 新鮮なアイデアを定着さ

せるための指導。
・資料の活用について。
・ラフスケッチからアイ
デアスケッチヘと発展
させる工夫。
。図柄の単純化、配色計

画、文字・図柄のレイア

ウトのための条件づけ。

・ 材料・用具等の合理的な

利用法・表現技法を工夫
させるための指導。
・参考作品による技法の

研究。
・目的に合った材料・用

具の選択。
・ 次時の計画・準備につい

て知らせる。

造形操作

・ アイデ
アの深

化 。

・ 主従の

把握。

0目白勺白勺
配置。

創造の泉 ‖‖ll lⅢ lll‖Ⅲ‖|

a.港の見学と共同製作の計画
b.構成の グループ討議 と下絵 かき
c.色調の検討 と彩色
d.製作後の感想・作品の全体鑑賞
本時の目標

・  画面全体に目を配って美 しい配色と、
授業の構造4

の

程

業授

過

。主題の

再確認

準 人

展 ・開

解 決 す べ き 問 題

どんな配色 をした
らよいだろうか。

整  理

よい配色に関心 をもたせる。

児 童 の 活 動

よし酒己色について
気づいただろうか。
うまくできたとこ
ろはどこだろうか。

・ グループごとに色
調 を話 し合 う。
・ 彩色 にかかる。
・ おおまかに色面 を
わけて、画面全体
にわたり、まず主 要
な色面を配置する。
・ 各色面の部分につ
いて、細かく色 を
ぬる。
●グループの作品を
見て感想 を話す。
・ 後片づけをする。

2時間
2時間
2時間 (本時%)
1時間

教 由i の 指 導

・ 港の感 じを出すた
めの設問。

・ グループ内で協力
的に彩色するため
の分Jlを きめる設
問。

・ 面画全体 に目を配
って彩色するよう
な設間。

造形操作

―-182 -

・ 明暗 な

どのバ

ランス



指
導
の
構
築
を

具
体
化
す
る

主
催
　
北
海
道
造
形
教
育
連
盟

札

慢
市
立
東
小
学

校

後
援

札

慢
市
教

育
委

員
会

札
慢
市
教
育
研
究
協
議
会

日
時
　
昭
和
４２
年
５
月
６
日
（土
）

授

業

案

題
材

（構
想
画
）

月
に
む
か
っ
て
と
ぶ
鳥
の
群
れ

対
　
象
　
札
帳
市
立
東
小
学
校

四
年

一
組
四
〇
名

指
導
者

金
　
井
　
秀
　
男

○
ど
ん
な
考
え
で
、
こ
の
題
材
を
つ
く
り
出
し
た
か
。

十
数
年
間
、
私
は
子
ど
も
の
絵
に
と
り
く
ん
で

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
私
は
、
子
ど
も
か
ら
数
多

く
の
も
の
を
学
び
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
ｏ
過

去
の
私
は
、
明
暗
が
正
し
く
描
か
れ
て
い
た
絵
や

お
も
し
ろ
い
技
術
が
使
わ
れ
て
い
る
絵
を
よ
し
と

し
、
指
導
の
課
題
の
中
心
に
す
え
て
お
い
た
こ
と

授
業
解
説

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
の
私
は

″子
ど
も

の
生
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
″
を
願
う
事
を
課
題
の
中
心

に
も
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
当
然
題
材

も
、
そ
の
願
い
の
反
映
と
し
て
形
づ
く
ら
れ
て
い
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
こ
の
題
材
を

つ
く
り
だ
す
に
あ
た
つ
て
は

①

習
′し、
い
出
し
て
描
き
ま
し
ょ
う
」
式
で
は
、
生
き

生
き
と
し
た
心
象
表
現
が
で
き
な
い
こ
と
を
、
い

や
と
言
う
ほ
ど
に
経
験
し
て
き
ま
し
た
か
ら
、
そ

れ
を
避
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

②
子
ど
も
の
記
憶
は
部
分
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
イ

メ
ー
ジ
化
す
る
に
は
相
当
以
上
の
困
難
さ
が
あ
り

自
由
に
か
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
型
で
は
自
由
に
時

間
を
使
い
う
る
個
人
的
な
学
習
形
態
の
中
で
あ
る

な
ら
ば
表
現
さ
れ
よ
う
が
、
学
級
集
団
と
い
う
形

態
の
中
で
は
と
う
て
い
学
習
の
は
な
り
得
な
い
と

判
断
し
て
、
自
由
な
選
題
を
避
け
ま
し
た
。

③
子
ど
も
の
記
憶

（認
識
し
た
こ
と
）
と
、
創
造
す

る

（新
し
い
組
立
て
を
す
る
）
こ
と
の
関
係
を
方

法
論
的
に
解
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
だ
ろ

う
か
、
子
ど
も
が

「か
き
た
い
」
と
い
う
心
情
を

も
つ
こ
と
を

「自
然
発
生
的
」
と
考
え
る
な
ら
ば

「な
に
を
」
と
い
つ
た
教
師
の
意
図
し
た
リ
ー
ド

的
役
割
が
必
要
と
な
り
、
私
は
そ
れ
を

「題
材
を

与
え
る
」
と
い
う
形
で
解
明
し
て
み
よ
う
と
考
え

ま

し
た
。

④
子
ど
も
達
に
何
を
獲
得
さ
せ
る
か
、
（子
ど
も
の
心

の
底
に
永
久
に
残
る
も
の
）と
い
う
こ
と
か
ら
も
、

固
定
的
で
、
ま
た
か
と
い
う
感
じ
を
い
だ
か
せ
る

も
の
を
極
力
と
り
除
く
仕
事
こ
そ
、
現
在
の
私
の

仕
事
だ
と
自
党
化
し
て
き
た
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
要
因
に
た
っ
て
子
ど
も
の
心
を
開
拓
し

ぅ
る
も
の
と
し
て
、
こ
の
題
材
を
つ
く
り
出
し
た
訳

で
す
。
尚
、
こ
の
題
材
は

「指
導
の
構
築
」
の
方
向

に
即
し
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ひ
と
り
ひ

と
り
が
自
然
、
社
会
、
物
語
の
選
択
の
中
で
自
由
に

画
面
を
構
成
し
絵
を
ま
と
め
て
い
く
力
を
望
み
、
そ

れ
迄
の
過
程
の
一
つ
と
し
て
の
試
み
で
も
あ
り
ま
す
。

○
題
材
の
解
釈

「あ
る
月
夜
に
私
は
、
沢
山
の
鳥
の
群
れ
と

一
緒
に

月
に
む
か
っ
て
飛
び
ま
し
た
。
月
は
満
月
で
し
た
。

野
を
越
え
海
を
越
え
、
私
は
い
ま
ま
で
感
じ
た
こ

と
の
な
い
大
き
く
広
い
自
然
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。」

こ
れ
が
題
材
の
物
語
の
内
容
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
短
い
話
は

″鳥
の
群
れ
″　
″月
〃　
″海
″
と
い

っ
た
造
形
的
道
具
だ
て
を
用
意
し
た
も
の
で
、
そ

れ
を
画
面
構
成
の
ボ
イ
ン
ト
と
し
ま
し
た
。
絵
と

い
う
も
の
は
描
き
楽
し
む
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

ず
い
分
考
え
な
く
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

い
も
の
だ
と
い
う
所
ま
で
引
き
上
げ
て
や
り
た
い

し
そ
れ
を
願
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
の
題
材
は

そ
の
願
い
の
反
映
で
あ
り
ま
す
。

あ
か
る
い
月
の
夜
ふ
し
ぎ
な
色
の
中
に
と
け
こ

ん
で
い
っ
た
私
と
鳥
、
と
い
っ
た
背
景
の
色
や
フ

ン
イ
キ
を
織
り
重
ね
す
る
こ
と
が
で
き
る
ば
か
り

で
な
く
、
ど
ん
な
、
山
野
、
海
、
家
、
船
と
い
っ

た
種
々
な
イ
メ
ー
ジ
が
、
充
分
視
党
化
で
き
拡
大

で
き
る
と
考
え
ま
す
。

○
目
標
①
と
も
す
れ
ば
メ
カ
ニ
カ
ル
な
目
の
前
の
生
活
環

境
か
ら
の
が
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
子
ど
も
た

ち
に
、
造
形
的
に
語
る
力
を
与
え
巾
の
広
い
空

想
と
イ
メ
ー
ジ
を
も
た
せ
て
ゃ
り
た
い
。

②
造
形
的
な
道
具
だ
て
の
条
件
の
中
で
、
画
面
を

構
成
す
る
力
を
養
い
新
し
い
発
見
や
発
想
を
図

２
つ
。

③
構
図
の
工
夫
に
あ
わ
せ
て
、
色
彩
が
互
い
に
助

け
あ
う
よ
う
に
工
夫
さ
せ
る
。

○
計
画

（五
時
間
）

第
一
次
　
お
話
を
き
き
条
件
を
駆
使
し
て
簡
単
な

下
絵
を
か
く
。
■
時
間
）

第
二
次
　
下
絵
を
再
構
成
し
な
が
ら
、
イ
メ
ー
ジ

を
一
層
は
っ
き
り
定
着
さ
せ
る
下
描
き

T~~

も
っ
と
楽
し

第
二
次
　
色
の
調
子

（濃
淡
、
調
和
、
ア
ク
セ
ン

ト
）
を
考
え
て
色
彩
す
る
。
奮
一時
間
）

第
四
次
　
作
品
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
自
分
自
分

の
作
品
を
補
う
。
■

時
間
）

○
展
開
の
角
度

①

幻
想
的
要
素
を
も

つ
こ
の
物
語
に
は
、
そ
れ
を

さ
さ
え
る
に
適
し
た
画
用
紙

（チ
ッ
プ
ボ
ー
ル
）

を
使
用
す
る
こ
と
に
す
る
。

こ
れ
は
今
迄
使
用

し
て
き
た

マ
ニ
ラ
ボ
ー
ル
の
技
法
の
マ
ン
ネ
リ

か
ら
の
脱
皮
の
た
め
に
も
効
果
的
で
あ
る
と
考

え

る

。

②
鳥

に
つ
い
て
は
、
鳩

の
観
察
、
ス
ラ
イ
ド
、
図

鑑
な
ど
で
形
体
把
握
を
深
め
さ
せ
て
や
ろ
う
。

そ
し
て
動
く
も
の
へ
の
観
察
と
表
現

へ
意
欲
づ

け
て
い
っ
て
み
よ
う
。

③
高
さ
、
広
さ
を
表
現
す
る
た
め
に
、
重
面
構
成

が
生
ま
れ
て
く
る
よ
う

に
し
む
け
て
い
こ
う
。

④
下
絵
は
詩
が
か
き
こ
め
る
よ
う
に
、
詩
の
自
ノ

ー
ト
に
か
か
せ
よ
う
。

⑤
下
絵
が
で
き
た
ら
、
そ
れ
を
更

に
下
描
き
で
再

構
成
し
て
い
っ
て
み
よ
う
。
そ
の
時
は
で
き
る

だ
け
下
絵
か
ら
は
な
れ
る
気
持
で
か
か
せ
よ
う
。

⑥

説
明
的
に
お
ち

い
り
や
す

い
ワ
リ
ベ
ン
の
線
か

ら
、
も
う

一
度
え
ん
ぴ

つ
に
も
ど

っ
て
下
描
き

さ
せ
よ
う
。

⑦
色
を
制
限
し
て
表
現
さ
せ
て
い
っ
て
み
よ
う
。

し
か
し
必
要
な
所
に
は
充
分
色
を
ほ
ど
こ
さ
せ

て
い
こ
う
。
そ
ぅ
し
て
一
層
色
の
美
し
さ
を
た

ず
ね
さ
せ
よ
う
。

③
よ
く
ね
り
ま
ぜ
る
こ
と
、
し
っ
か
り
と
し
た
筆

洗
い
と
い
っ
た
造
形
の
基
本
的
な
態
度
や
能
力

は
き
ち
ん
と
さ
せ
よ
う
。

⑨
作
品
を
互
い
に
討
論
さ
せ
、
そ
の
中
で
考
え
る

こ
と
が
あ
っ
た
ら
す
ぐ
に
補
足
さ
せ
る
よ
う
に

つ
と
め
よ
う
。

⑩
こ
れ
か
ら
の
方
向
点
は
、
お
話
の
自
由
な
選
択

と
主
観
と
内
容
と
を
結
び
つ
け
る
構
成
力
を
育

て
る
に
あ
る
こ
と
を
よ
く
お
さ
ぇ
よ
う
。

○
準
備
児
童
　
描
画
用
具

一
揃
、
ノ
ー
ト
、
新
聞
紙

教
師
　
画
用
紙

（チ
ッ
プ
ボ
ー
ル
）
筆
洗
具
、
ス

ラ
イ
ド
、
児
童
参
考
作
品
、
白
え
の
ぐ
若

Ｆ



お話の中味と色彩

との結びつ きを考

えさせる

色の調子、濃淡、

調和を一層深かめ

させる為に色を制

限させる

いくことは

・きょっは

白+黒 +(自 分の
好 きな色 3色 )を
おもに使つて下さ

ぃ。でき上った所

で必要な所に色を

出 して下さい。

・さあ、では始めても

らいます

(:I::i曹 i

1固号」キ旨壼掌

個 lV■的表現の助長

対話による発想指

導

構成から完成迄の

予想と話し合ぃ

はつきりさせる
。その気持ちになつ

てかく、等答える

であろう。

・ほかの色は使えな

いのですか
。どうしてもですか
。同 じような色の仲

間でなくてよいの

か

・立ってかいてもよ

いですか

・水かえは

製

作

展

開

意図した、

なるまで、

をねる

lD・話の主人公、鳥
からぬっていきま

しょう

自分の心にきいて

気持ちに合う色や

かき方をするので

すよ

色を作りだしてい

るか、どうかを個

個の子どもにふれ

る

大事な所がはっき

りわかるように描
いていこう

・三色十白十黒でも

沢山の色ができる

ことに気付 くであ

ろうから、それを

視党化できるよう

にしていく

・色の予想を考えさ

せるようにしむける
。筆洗いの場所、布の

おき方、筆洗いの方

法、姿勢等について

の注意をしておく

に

ぐ

感

の

色

え

・色の予想と出来上

った作品から、反

省をしてみること

ができるようにさ

せる

。話し合ぃの中から
これからの方向を

みつけだしたり、

補足する所がわか

るようにする

・次時の予告
・あとしまつ

ま

どの色とどの色を

まぜるかな

思つた色がでない

なあ

どの色とどの色を

並べるとにあって

気持ちにあうか

足 りない色を補 う

自由な姿勢で描 く

鳥の彩色

月の彩色 '

夜空の感 じなどに

工夫をこらす

35 分

周囲に気をとられ

ておじけないよう

に自信をつけてや

る

友だち同志のコミ
ニケーションをは

からせる
パレノトの使用に

気をくばる

制限色の中で、色

を作ることの意味

や、その効果への

言吾りかけをしなく

てはならない

定着をはかるため

に各自の作品につ

いて話 し合ぃをし

てみる

自分の作品で考え

ていなかつたこと

や、色の美 しさに

気付かせるように

する

次の時間にはどん

なことに力を向け

ますか
め

自分の作品の発表

をする

予想していた考え

が途中から変化し

た子の発表、それ

を通 しての話し合

いろんな面で質問

をしたり、自分の

経験を話し合った

りする

話し合いの中から

自分のたりない面

を見いだし、次時

の仕事の見透をた

てる。

困つたことがあつ

たら何でも聞いて

みよう

問題を焦点づけ、

個々のもつ問題の

解決点に役立てる

ようにまとめる

次の時間の見通 し

をつけさせ

15 分

目標  ○心構やイメージを、はつきり表現していこうとする彩色態度を養う。
○色のひびきあい、用紙を考え、よくパレットでねって色を作る力を定着させる

段  階 教師の意図

画用紙についての

性質の理解を図る

画用紙の特質にあ
った彩色にふれる

本 時

時  間

導

の

教師のlSlき かけ

展

色はつ くることが

で きることを理解

させる

色の作り方の基本

的操作を深める

この紙はマニラボ

ールと、どう違 う
かな

開

予想される児童の活動

入

色がきれいにでる

のですから、白っ

ぽい色はどうかな

白つぽい色はチュ

ープの中にあるか

な
どうやって作った

のか

白と純色のまぜ具

合いは

黒っぽい色はどう

かな

黒っぽい色も絵を

かく時に必要かな

白つぽい黒っぽい

だけでなく色をぬ

るH寺 に気を付けて

・すぐに乾 く。水を

吸 う紙だ 。白がき

れいにでる
・筆の運びが悪い
。上塗りができる

と言つた答をする

だろう。
・おなじにきれいに

でる
・でも水をいれすぎ

るとボケてしまう
。いやない。

作ったものだ

・純色に白をまぜて
・よくねり合せて
,ほ んの少 し

,そ れもきれいだ
.いや汚い

一意見がわれる

色はとなり同志で

よくなつたり悪く

なったりする
一色彩の対応に気
づ く

感 じを出す
,自 分の好 きな色

f可 がかいてあるか

(60分 )

留 意 点

失敗 してもすぐに

重色できることで

安心感を与えたか

純色十白と純色十

黒との基本的な混

色の作用を充分に

気付かせねばなら

ない

何の為の形色かを
はつきりさせなく
てはならない



第 !7回函館大会

太陽と人と樹

題材 について

中学生になると物の見方、考え方が知的になり、美を対象から求めるようになる
ため、構想による表現活動に自由さが少なくなる。この点を考え、生徒の自由な想
像力を伸ばし、表現意欲を高め、合わせて創造力を一層育ててみたい。そして、題
材に使われる太陽とか樹といつた素材は1人間と自然の結びつきから考え、明るく
清潔なイメージを発想させるにふさわしいものと思われるし、生徒が興味をもって
取り組めるものであると考え、この題材を設定した。

日   標
(1)主題によって′じヽに描いたイメージを絵に表現する力を養う。
(2)イ メージに合った構成・色彩・描法を考えさせ創造的に表現させる。

計    画

(昭和42年 )

2.

函館市立的場中学校第 2学年 41名
指導者  長 政   裕

〇人物 クロ ッキ

○太陽と樹の構成

〇太陽 と人と樹の構想画
〇太陽 と人と樹の構想 lll

O太陽と人と樹の構想画
4.本 時 の指 導
(1)目   標 〇構成内容 と配色 についてイメージとの関連 を考え技法をくふ うし独

倉J性 を生かす。

〇最初のイメージを生かしながら全体の配色計画にそって着色 し効果
的に作品を完成 させる。

〇完成 した作品の特徴 について鑑賞 させ、個性的表現 について考えた
り味わう態度 を養 う。

(2)準  備  4ツ 切 り画用紙・水彩 えのぐ・サインペ ン・パス類・画板など。
(3》旨導過程

|!|

,|
||

(ア イデアを練 る)

(下絵をかく)

(着色 をする)

―

―

指 導 の ね ら い

○諸準備の確認をさせ

る。

○完成段階の配色計画

を確かめさせる。

○最初のイメージを生

かしながら全体の色

調、主題の強調性を

考え着色する。

第17回函館大会

デスクアクセサリー

1.題材について

る[(接 :ジ撃警『堪曇あ旨畠こ采百菅:沢 :轟曹Υ乳畠3:属E奪 9ヽ牒 |]ξ t、考:鼎:短T

:i::::][i:i:3;;:i::3〕 ::「
i::::3:][[:i:

2.目   標
(1)紙の特質を生かした、単純で、美 しぃ立体を構成させる。
(2)基礎練習と飾るデザインの関連をはかる。
(3)自 分の製作 した作品を身近かに飾る喜びを味わわせる。
3.計    画  (8時 間 )

学  習  活  動

3時間 (最終 1時間

○きょうの仕事を確かめる。
●準備・用具・配色計画
●着色の順序

○全体の色調を考え者色作業

を効果的に行い作品を完成

する。

○ どん な点 がイ固性 的 に

表現 されて い るか鑑

賞 させ る。

1日寺間

2日寺間

1時間
1日寺間

本時 )

(日召禾日42身1)

函館市立大川中学校第 1学年 40名
指導者  越 田 喜 忠

指 導 の 要 点

○準 備 、仕 事 の手順 を確 実 に させ

る。

○ 自分 の主題 感 をは っ き りさせ 、

意 欲的 に表現 で きるよ うにす る。

○ 表現内容 とイ メー ジの関連 を考

え、着色 技法 を くふ う し効 果 的

に表現 させ る。

○筆 の タ ッチや諸技法 を イメー ジ

との関連 で 十分 生 か した表現 を

させ る。

○健 康 的 な美 しさを表現 させ るよ

うftt Bll旨導す る。

○個 々の作 品 を鑑 賞 させ 、 アイデ

ア、構 成 、主題性 、配色 、技法

等 か ら自由 に発 表 させ る。長短

の発 見 を今 後 の表現 活動 の進展

に役 立 たせ る。

○自分の作品や友だちの作品

を鑑賞 し、それぞれの良さ

や特徴を味わつてみる。

4_ 本 時 の指 導
(1)目   標 〇立体の作 り出す空間の美 しさを理解 させる。

〇主材料 と補助材料の違いを考え、用具や技法 を考慮 し適切に表現 さ
せる。

(2)準  備  所冒露 LiFJ鷲豪 I勺 牙号貨薫3雷「 皇iEEEら 寝曇:(用具)定規、ナ

(3汁旨導過程   
イフ｀コンパス、接着斉J、 セロテープ、糸、等。 (そ の他)参考資料
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導  入

指 導 の ね ら い

○ 本時 の内 容 、手順 を

確 かめ させ る。

展  開 ○前時に引き続き順序
よく製作 させる。

○製作状況を確かめさ

せる。

学   習  活  動

○全体計画と前時の仕事を比

較検討 し本時の内容、手順

をおさえる。

○本時取扱い材料について話

し合 う。 (紙以外の補助材

料について)

○製作にとりかかる。
●紙で立体を構成する。
●補助材料で保護 し飾る。
●必要に応 じスタンドを考
える。

○作品を大切に保管 し、後始

末をする。

整  理

指 導 の 要 点

○ ア イデ アスケ ッチ を含 めて検 討

させ る。

○作 品 を きれ い に仕 上 げ るため の

方法 につ いて考 え させ る。

(補助 材料 の切 り方 、折 り方 、

接 着 方法 等 )

○ 立体 の取扱 い に留 意 させ る。

○ 安定 感 の あ る もの を工 夫 させ る。

○保 管上 の注意 を し、次時 に必要

な もの をま とめ させ る。

―-188-―
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題材について
低学年の平面デザインではリズムー本にしぼって指導 しても、先ず間違 いはない

と思つているが、単に同 じ形を自由にならべる学習ばかりでなく、大小、集まり拡

がり、方向のリズムなどを、低学年向 きにかみ くだいて、題材を設定 してやること

が、 リズム感党 を発展的に養っていくことになると考えている。
この意味で遠足の時 にならんで楽 しく歩いた経験 による連想をもとに、子どもが

強い愛着 と興味 をもつている虫をユニットにして、方向をもつ配列指導のために、

この題材を設定 した。

学習のねらい

○ 虫の形や色 に関心 をもたせながら、楽 しくはらせる。
○  ならべてはることによつて、方向をもつ リズムや くり返 しの美 しさなど、造形
秩序 に対する感党を育てる。

〇 紙のちぎり方、のりのつけ方 などの基本的技術 を身につ けさせる。

計   画

2.

苫 小 牧 市 立 苫 小 牧 東 小 学 校
第 2学 年   42名
指 導 者   船  着  昭  弘

3.

1.花をみてか く

3 虫の えんそ く
4.本時の指導

2 花ばたけ (共同 )

イ.目   標 大小や方向を工夫 して、 くり返 しはらせる。

ロ
　
ハ

方向のリズムゃ、 くり返 しの美 しさに関心 をもたせる。

準  備 色画用紙、色紙、のり、クレヨン、パス類、のり下紙、手ふ きなど
指導過程

導入

展開

整理

指 導 の ね

くわがたのすもう(版画)

第i8回苫小牧大会 (昭和47年 )

ねらいの定着化。

大小や方向を工夫

させる。

リズムに関心をも

たせる。

題材設定の理由
対象を単純化 して面で表現 し、切つたり、重ねたりして、分解、組み立てをして
版を作 るという紙版画の特色 を、 くわがたのからだの構成を意識 させ、遊 ぎ的な製
作をとおしてっかませたい。版画の学習体系の中で最も重要 な分野の一つである紙
版画の基礎学習として、 しかも構成がはっきりするような題材を取 り上げたのであ
る。

学習のね らい

① くわがたを造形的に表現させる。
② 紙を切つたり、ちぎったり、重ねたり、並べたり、はりつけたりすることによ
つて、画面の組み卒てを工夫させる。

③ 版を写して (刷って)絵にすることに興味をもたせる。
計   画

う

1時 間

2時間

2日寺間 (本日寺%)

学   習  活   動

●前時学習の話し合い。

●計画通りどんどんはる。
●細かなところはクレヨン

類でかく。
●作品について話し合う。

2.

苫小牧市立若草小学校第 1学年40名
指導者  内 潟 光 尚

3.

指 導 の 要 点

●ねらいを確認する。

●親子による大小や行先

による方向に留意させ

る。
●くり返 しによる大小や方

方向のあるものの美しさ

さ。

しごとのたしかめ。

● かた押 しあそび
● 積み重ねあそび
● 動 く人形
● 紙 版 画

4.本 時 の指 導
イ. 目  標
口 準  備
ハ 指導過程
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(2時間 )

(デ ) (2日寺間 )

(工 )(3時 間 )
本時 (%)

くわがたを造形的に表現 させ、画面の組み立てを工夫 させる。

画用紙、ナイフ、のり、の り下紙、手ふ きなど。

導入

展開

学  習  活  動

題材について話し合う。
作り方を聞く。

版を作る。
●切る。ちぎる。
●並べる。重ねる。
0の りづけをする。

整理

指 導 上 の 留 意 点

●題材は事前に予告 しておく。
●相撲の経験を話 し合う。
●どんなふうにしているところを表わしたらよ
いかはつきりさせる。

●画用紙から、カッターナイフや指先を使って
形を作る。 (鉛筆などで下がきしない。)
●大きな部分の形を作り、それに小さな部分を
重ねていくよぅにする。
●切り取った形は台紙の上に重ねたり、並べた
りして組み立てさせる。
●組み立てた形をのりで固定する。
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ⅢⅢⅢⅢⅢllllⅢ  小 2・ 絵

__第 19回本L幌大会 (昭和44年 )
おう徳野

の計1:Ettκ華家層薔璽晶是担
アを碁豪請雲翼巽f嵩ゑヒを三二

=3り、主題 を意識 させて知的 に表現 させ

ることで ある。

ヒ::書を][警景セi景ヨ[尋首を
ので ある。従 つて ここで はその本格的

:警[ζ[li]i::書 il言墨:
もの として考 えたので ある。

うにとらえさせ、独創的 な表現 力を
の

ばす ことにめあて をお く。

た 本Lに
喜著

美香
経

月ヽ

譲

校
久

8負

llll1lllll111111!|:Illllll:1:11111111111111!lllll:l!ll

・ 関連 既 習題 材    ・ 発展 す る題 材

饉 吉:il毒 野;:'7 1i 菖ス(11]ぅ

」楚IIi:き
まし
 デ
 i:ぅ
ける

ェ  おめん
4 
高 壁男ち岳 設定 によつて思 考 の焦 点

簿集T:Lだ季3T2霜覆哲喜比班λゞ

?主題条件を感動的にとらえさせるた
め に、どのように話 し合 うべ きなのか。

:量自讐墓膏lζ毒翼3属議貨λ詈皇
°

りを。

・ ベ ー ス ライ ンと情 景 の関係 に気
づ か

せ る。

本 時 の 展 開
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整
　

理

主題条件の設定

主題条件の分析

空間構成

表現

発表

彩色

作品の紹介
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EI万あTえ
第19回札幌大会 (昭和44年 )

指 導 の 留 意 点

主題を感動的にし、表現意欲を換

暑li菖言繰花t雷タラ菅じ曹鼻
明にする。

食笛9曇筆墾雷霜膿に高まりをも
たせる。
ベースライン構構成の要因につい

そ][と書景讐
(1攣
学で視理澤稽

尊
異凛の持続・発想への激励・条

表隻2'顧桂:鼈陸させ、独創性

銀 畠:競 、混色 (純色と白)

主暑亀案あ喜書を高める。

! 題材 のもつ意義
直方体 と子 どもとの出会 ぃは空箱 には

じまる。
空箱 の工作 は、すで に立体で あるもの

を用 い るので 、 <立たせ る><か こむ>
といった、平面材 から立体へ の組 み立て

に関す ることは含 まれていない。

接着 の面で も、最 も安定 した面接着 の

連続で、 自然発生的 な技法で 十分で あつ

た。
<か みのい え>は 、そのあとを うけて、
直方体 その もの を、平面材で組 み立て る

ことの学習で ある。

そこで は、指導す る面 と、 くふ うさせ
る面が比較的 はつ きりしていて、く自然

発生的 >な 技法だ けで はす まされな くな
ってい る。
この学習の前後の関係 は、つ ぎのよ う

で ある。(必ず しも直接的で ないつ なが り

も含む。 )

責繰今寓急智3ちて発想し主題に向う。

条件を確かめる話し合い。

主題に向つて想をねる。

描
皇提曇λ柱書う1淡協iちす。夕ゃけ
と小鳥等々。

描材を決めて、彩色を考えながら描く。

札幌市立羊丘′lヽ学校 40名
指導者 伊 藤

児 童 の 活 動

粘土ヘー……●空箱でつ くる●一―

(彫塑 )・ 空額 を自由 につんで、いろ

いろのもの をつ くる。
・立体材 (塊材)に よる立体の
構成
・面接着 ―ゴム系接着斉」使用

紙 はん >―・・・● は りえ●
(絵画 )
・ は さみだ けで 、 自由 に形

が 切 りとれ る。

話し合いで、作品を確め、不足のものを加
入2いろの表現のあることに気づく色のね

書蓼あた1暑賃警号IFヒれからのことを
考える。

・平 面材 によ る平 面 の構 成

・ 面接 着

5 本 時 の 展 開

工作一般ヘー・・・…● かみのい え●――

(工作 )           一―
・平面材 による立体構成
・線接着 ―ゴム系接着斉」使用

蕩塁竺曇ヘー…::=なλ:3お
お
8二

/工   作ヽ
デヽザインノ
2_題材のめあて
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恵

流    れ       発 間 や 作 業 の 要 点     備    考

口雨両
=正
三二三}IIふ 1禁危察Elき鳥堡言1賃あ:れ阜雀F[βTtti=「リワ雪;尋こ」クr雫豪撃

¬・糸会をか く

・直方体 のつ くり方 につ いて、初歩的

な経験 をさせ る
・画用紙 を自由 に切 つた りつ けた りし

て、 目的 にあつた作 りかたの くふ う

を させ る。
3 指導計画
・接着 の練習 <ゴム系 による>＼
・ 紙輸つ く リー‐家 のかべ        本時
。子 どもの くふ う     /
4 本時の力点
・教 える面一 壁つ くりと接着 の し方 を

お しえる。
・子 どもの くふ うの面一 どの よ うに考

えさせ るか。

聞紙 など、く教師 >B4画

区二亜≡Ξ互王亜董菫卜J I:iliil]を l;:[li:[:iを

くふ
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第19回札幌大会 (昭和44年 )

二里
1 材料 のもつ意義
最近 のテ レビと映画の普及はめ ざま

しい。特 にテ レビの家庭への進出はめ

ざま しいものがある。 そ して そこで は

ァニメー ションが全面的 に利用 されて

い るといつて もよい。 そこで その原理

を石牙究 させたい と考 えた。映画のいろ

いろな技法 の中で も、 アニメー ション

は幅広 い可能性 をもつているので はな

かろ うか。 テ レビの普及 によつて非常

に身近 なもの となつた、 アニメー ショ

ンを見 なおす ことは、新 しい美術 ・デ

ザ イン教育 によつて意義 ある事だ と思

う。 また中学生の新 しい教材 と して充

分生徒 の興 p_tと 楽 しさをひ くもの と考

える。 そ して映画芸術 の可能性 を理解

させ、創造的 な表現 をさせたい と思 う。

2 題材 のめあて
動画 の原理 を理解 させ、一連 の動 き

や変化 が感 じられるよ うに、何 コマか

の連続 した画面 を構成 させ る。 テーマ

を与 えそれにむ きわ しい表現方法 を工

夫 させ る。制作 や鑑 賞 をとお して、動

画への関心 を深 め る。科学技術 と芸術

との総合 による新 しい造形 の可能 陛を

理解 させ る。

5_本 の 展 開

話の表現
札幌市立平岸中学校 44名
指導者  菅 原 稜 三

3.指 導の計画 (5時 間 )
事前 にい くつ かの資料 をととの えてぉ く。

(1)題 材の説明、アニメー ションにつ い

:渾夕挙手賃下す隼「身をFT毒冨

lllllll11lll!Ill!lllllll1111111111111!!l

(4)発表 、鑑 賞

事後 はパネルで廊下 に掲示 し、鑑 賞する。

4 本時の力点
テ レビコマー シヤル、漫 画映画 など

生徒 が日常′慣れ親 しんで い るもの を中

心に動画の原理 をわかりやす く説明す る。

動画で は単 なる事象の再現で は な く、

もとの形 との近似
′性をもたせ なが ら、

タト形 の誇張や単糸屯化、 漫 画化 に主体 を
おいた表現 に したい。
コマ数 は多 くて も10コ マ を限度 と し

単純 な幾 1可形や具象形の構成 に し、 ア

イデ アスケ ツチで構 想 をた しかなもの

に してか ら制作 に入 るよ うにしたい。

今回は、画用紙 に詢l作す るが、表現

材料 として硬 質 ビニール板 やガラス等

を用 いて スライ ドを作 り映写 す る方法

等 もある事 を指導 したい。

生徒 の発想がスムーズに作品 に具体

化 させたい。

導

　

入
　
　
一　
　
　
　
展

指 導 の ね ら い

1 題 材 につ いて の学 習計画 を知
らせ る。
2 諸準備 の確 認 を させ る。
3.テ レビ コマ ー シヤル、漫 画映
画 な ど、生徒 の 日常親 しんで い

るもの を中心 と して、動画 を話

し合 い発 表 させ る。
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1時間

いれもののデザイン
第19回札幌大会 (昭和44年 )

1 題材のもつ意義
生活のあらゆる面で、商品のタト装や

商品の宣伝 として、すぐれたデザイン

のものがあらわれ、今やパ ッケージデ

ザインの全盛時代 を迎えている。

生徒 にパ ッケージデザインの意義や

価値をきいてみると日常生活のあらゆ

る面に利用 されているため、空気 と同

じようにみられ、意外に関心の薄いこ

とが知 らされた。そこで生徒の日常生

活と密接 な関係 にあるパ ンケ~ジ を新
鮮 なアイデアでデザインをさせること

により合理的な構造、視覚的な効果、

宣伝性や展示効果などを学習させ、造

形的思考や技術 を育てたい。

2 題材のめあて
限られた条件のなかで、使いやす き、

美 しさを追求 させ立体のもつ多面的な

美を見つ けさせる。 <ア イデア開発 と

5 本 時 の 展 開

学   習   活   動

開

諸 準 備 の確 認 をす る。

動 画 の 原 理 や 制 作 の要 領

参 考 作 品 を鑑 賞 しそ れ ら

ら につ い て 話 し合 う。

感 想 を発 表 す る。

整

　

　

理

6に姿言量宴歪らマ:軍言晟筆撃
る。

指 導 の 留 意 点

4人 ぐらいの グルー プ学 習
の形式 を とる。

意 欲 を もった態 度 を身 につ

ける。

制 作 の手順 をは っ きりす る。

ス トー リー を考 え合 ぃ メ

モす る。

分 担 を きめ る。

札幌中学校 41名
指導者  加 藤 五十和

中 2。 デ (立)‖ⅢⅢ‖ⅢIⅢⅢI

本時 に学 習 した事 を話 し

合 う。
後仕 末 をす る。

創造の意欲>
・ 機能的で しかも親 しみのもてるいれ

もののデザイン。

・ 既成のものにとらわれない新鮮 なア

イデア

・ 材料の可能性の追求

3 指導の計画 (6時間 )
・ 事前 いれもののデザインの収集
・ いれもののデザインのだいじなこと

のおさえ

グルー プの生徒 が全員話 し

合 ぃ に参 加 し、 みん なが理

解 す るよ う指 導 す る

動 画 の条件 を満 た して い る

か 。

10コ マぐらいでおさえたいo
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導 入

指 導 。ね ら い

1 時 間 の ま とめ
2.ぃ れ ものの デザ イ
ンのだ い じな ことの

お さえ

展 開

<主題の意識化 >
・ アイデアスケッチ (立体 )

<固定化のた しかめ>-1時 間本時
・ 制  作

3. アイデ アスケッチ
(立体 )に よ リアイ
デ アをふ くらませ る。

<固定・狭義の定着 >
・ 鑑賞・相互の話 しあい

<深化・狭義の変容 >一一-1時 間
4 本時の力点
・ アイデアスケッチ (立体)に より構
造する力を豊富にさせたい。

学 習 活 動

いれもののデザ イ ン

は、 どん な共通性 が

あるか確認 す る。

4.ア イデ アスケ ッチ
(立体 )を くり返 し
て 、 テ ーマ にせ ま る

1時間

機能 的で親 しみ の も

て るいれ ものの デザ

イ ンをす る。
<条件 >1枚 の紙
の りづ けの箇所 が

少 な くですむ形 を

考 える。
アイデ アスケ ッチ

(立体 )の くり返 し
・同 じテ ーマ、同 じ

材料で異 つた構 成 表

現技法で くり返 し、
アイデ ア スケ ッチ

(立体 )す る。

整 理 5. よい アイデ ア につ
いて考 える。

3時間

指 導 の 留 意 点

本時 の学習のめあてをつ
かみ準備態勢 をととの え
させ る。

・構造 に重点 をおいて扱 う
よ うにさせたい。

いろいろな傾向の作 品
を提示 し話 しあ う。

ち ょつ と した着想 で も、

すば ら しいアイデ アにつ

なが る ことを気づ かせ た

い。

―-194-―

・友だ ちのアイデアのよ さ
を見いだ させたい。



ⅢⅢⅢ‖Ⅲ ll ⅢⅢ 中 2・ 版 ⅢⅢⅢ‖Ⅲ川ⅢⅢⅢⅢⅢ‖

l 題材 について
今 まで に数 多 くの版画 を作 り、作品

を観て それぞれの特性等 も幾分 か理解

されて来 た。多色刷 り版画は技術的 に

も高度で あるが生徒 には興味深 い もの

で ある。身近 なものの中か ら今 まで と

は違 つた版 と、黒 い紙 との対話 により、

その興味 を幾分満足 させ なが ら長時 間

の造形過程 を意欲的 に取 り組 ませ版画

の興 D_tを 一層深 めたい と思 う。線脚

と言 う最 も基礎的 な彫 りと輪 か く線 に

よる色 の配置・ スケ ツチ を基 に構想 を

練 る等の基礎的能 力を着実 に身 に付 け

させ、意図 が的確 に表現出来 るよ うに

なる事 によつて、生徒 の造形能 力は高

め られてゆ くと考 えてい る。

2 題材 のめあて
・版画 の表現形式 と技法や効果 を理解

させ、版画の興味 を深め させ る。

・技術的 に抵抗 の少 ない簡易多色版画

を経験 させ、生徒 の興味 を発 させ、

意欲 をもり上 げ計画的 に仕事 をす る

態度 を養 う。
・描画 と異 つた美 しさを発見 させ、表

現 を工夫 して創造的で い きい きした

作 品 をつ くらせ る。

3指 導 計 画

5 本時の ながれ

表 示練 習・静物 ・ 風景
。

人物 版画 の特性 ・技法 説

明
スケ ッチ を基 に

構想 を練 り下絵
2日寺間 を版木 に描 く

下絵の イメー ジ

を大切 に適確 な
2日寺間 線彫 りをす る

版 に絵具 を塗
りわけて着色

3.8時間 し、多色刷 り
をす る

02日寺問墓詈撃2「
品を

・本時の内容・手順を確認する

(展 開)

効果的な層1り をさせる

部分的に不適当なところを発見させ

修正させる

― 第20回旭川本会 (昭和45年 )

ふしぎな花

4.本 時のお さえ
・黒 い紙 を生 か した多色刷 り版画の美

しさを知 り、効果的 な表現 を工夫 し

ぃ きぃ きした作品 をつ くらせたい。

・最初 の イメージを持続 させ、 HI画 性

を持 つて作業 を進 め る態度 を身 につ

け させたい。

1 題材 について
子 どもは 1年生 のデザ イ ン学 習 によ
つて、描 く模様、はる模様等、多 くの
色 を使 って 自由 に模様作 りをす ること
がで きるよ うになって きて ぃる。 2年
生 としての教師の 目ざす方向や願ぃは、
子 どもが生活体験 の中 か ら得 た ヒン ト
や新発見 によって、 それを使 い、表現
す る楽 しさや喜 び を感 じさせ、 <並ベ
方 を くふ うした り形の変化 を考 えた り、
与 えられた条件 に適 したァイデアが う
かぶ よ うになつた り、描 く。塗 る・切
る等 を適 切 に美 しく表現で きる子 ども
になるよ う。 >こ どもの素直 な日常の
造形活動 を通 して感党的 に表現す る能
力を身 につ け させ るよ う目ざしたい。
模様作 りは、いっぱい描 泳せ れば模様
になる要素 は多分 にあ るが、同一のパ
ター ンをいっぱぃ並べ る模様 において
描 く模様 はかなりの根 気 を必要 と した。
ここでは <花 ><魚 ><虫 >等同一 の
テーマで あれば どれで もよいが、子 ど
もの希望 か ら、身近 かにある花のテー
マ をとりあげた。同一 テーマの中で 1
つずつパ ター ンを違 えて表現 させ るこ
とによって <こ ん な花 があった らいい
なあ><ど この野山や畑 にも咲 いて な

5.本 時の ながれ

・
ダ
一　
ン

タ

レ

ス

カ
ポ

・
・
紙
状
装
賀
包
年

・

前時の学習の結果について話

し合 う

。本時の内容、手順を確認する

前時に引き続いて着色 し刷る

作品を検討 し修正する点を発

見する

・修正する

できた作品を台紙にはり展示

する

作品を鑑賞する

。工夫したところ等を発表し、

ねらいが生かされたかを話し

合う

・前時の反省点を気付かせる

絵の具のつけ方

パ レンのこすり方

イメージに合った色調を考えさせる

地色、重色、配色の効果、線の構成

全体と部分の調和を更に検討 させる

台紙のはり方を知 らせる。

・イメージが表わされたかを鑑賞させ

る

・重色や地色 を生かす効果に気付かせ

る

。生活への応用に気付かせる。

計画的に作業が進められたか反省 さ

せる。

旭川市立啓明小学校43名
指導者 朝 倉 るみ子
くて、お花屋 さん にも売 ってぃないふ
しぎな花やめず らしい花 を作 るんだ >
とい う表 わす ことへ の願いや期待 にあ
ふれた子 どもたち、発展 として、 ここ
での指導は各 自倉」作 した花 を持 ちよっ
てみん なで 力を合 わせ <ぃ っぱぃ並ベ
る>と い う共同作業 を通 して 目ざす も
のに近づ かせたぃ。
2 題材 のめあて
(1)い ろいろな素本オを作にって JIL倉」的 な花
を創′卜させ る。

(2)イオタレーープて,1傷ラリしてヽ いらヽ どうジヒ酉己タリに
画面構成 させ る。
3 指導計画
せんのもよう→ぃろのなかま→ 地
→木がいっぱい        J
→ ふしぎな花・めずらしい花がならんだ 裂
→匝コ蔓憂亘彊憂コ

~~~霊
→ふしぎな花。めずらしい花力ヽヽっぱい本時けぶ
4_本時のおさえ
独創的 な花 (ふ しぎな花やめず らし
い花)を グループで決 めた配列で共同
で台紙 には り画面構 成 させ る。

小 2・ デ Ⅲ‖‖lll llllⅢ‖
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分 節 与 え る も の

準
備
　
条
件
提
示
　
　
　
　
　
　
　
構
想
　
　
表
現
　
　
　
　
　
　
　
　
鑑
賞

・準備用具の確認

創作 した花を協力

して台紙に並べは

ることを失口らせる

・パネルに掲示 して

ある台紙をグルー

プに配布。

・グループごとに相

談 させる。

・花を台紙にはらせ

る。

・完成 した らパネル

に掲示 させる。

学 習 活 動 の 経 路

5

35

見
見

品

さ

作

よ

ｏ

の
の
る

ち
そ

せ

だ

ヽ
さ

友

て
出

ひ きた す も の

グループで選んだ
形の台紙にいっぱ
形の台紙にいっぱ

いの花を並べるこ

とを意識する。

花と花との重なり

ぐあいをくふうし

てはる。

,も な教師の発言・助言

使 うものがそろっ

ていますか。創作

した花 糊・新聞

紙 手ヽふ き・ クレ

ヨン・カラーペ ン

・色紙 画用紙・

はさみなど。

条 件

囲
平 らに描いた花は

先に、 とび出 した
花は後に糊づ けし

ましょう。
・どう思いますか。

―-196-
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第22回帯広大会  (昭和47年 )

森 の 詩

21庭

首li[署嗜inFE矩 繁ゝ雀「務慮λ患易
`尊

驚」でf撃占講[裏量:?云マ3こ祭ゑ事管秀
る

し た、版 の表現効 果 の特性 と作者 の個性 や表現
の狙 い を うま く合 致 させ な けれ ば質の高 い作 品 はで

き

色Hち らヽの こ とを体験 的 に学 ばせ なが ら、生徒 の倉」造 性 をひ きだ しな
が ら、豊 か に構 想 させて い き

た ヽヽ 。

帯広柏葉高等学校 18名
指導者 中 谷 有 逸

指 導 計 画

1版画
につ いて |       (1時

間 )

版種 とその表現 効果

1囮             (2時
間 )

テーマの解釈・ アイデ アスケ ッチ、資料 の収 集

|ピ≒福駐曇響財費

'颯

刷りの1換
時間

1構想を深
めデッサンする |  (3時 間)

版種 や 版 材 の 表 現 効 果 を考 慮 し構 想 を ま とめ る 。́

1版下を
つくる |       (1時 間)

ヽレーシングペーパーにデッサンを転写する。

厘

:吾 ≡雲 l定 _加 工 法 に 夫 諺 lT『 [り ¬ た は ぎせ 頃 ―
。 使 用 な a

¬

―

・＝

・
　

・

1   

昴J                 り
     |

試 し刷 り、 1争正 、 本 吊Jり

(1時 間 )
1鑑  賞 |         (16時

間)計

本 時の お さえ

・刷 りの要領 を体得 す る。

りや 、版材 の表現効 果 を理 解 す る。・ イ ンクのふ きと

生 か して 自分 の構 想 を深 めて い く。・版 の表現効 果 を

本時の流 れ

第22回帯広大会

笛 をふ く人

1.題材 について
・ もの を見てか くとい うことは、写 しとることを身 につ けるので は な く、児童 それぞ
れの とらえ方 によって文寸象 を見 なければ価値 が な く、見 ることによって今 までの概 念
をこわ し、新 しい認識 を深 めてい くところに、 もの を見 て か く意義 があると思 う。
・ここで は人物 をか くことによ り、主体自勺なA物の とらえ方、A物

`D認
識の深 まりを

期待 したい。

2.題材のめあて

(2時 間 )

本時の学習内容と仕事の手順の確認
ェスキースを刷らせ、インクのふきとり

珊携望顎置慶凛弘嗜省協議
深めさせる。
次時予告

指 導 の ね ら 0｀

人物 の特徴 を身体 の姿勢 から、服装 か ら、lER境 か らとらえるよ うにさせ る。

その人の感 じがで るよ うに、考 えなが ら絵 をまとめ るよ うにさせ る。

最後 まで誠実 にか き続 ける態度 を育て させ る。

指 導 計 画3.

ｏ
り
の
　
し

る
刷
果
　
か

ｏ

す

。効

。
生
る

解
る
現
る
を
す

理
刷
表
す
果
ン

を
枚
の
解
効
サ

義
３
版
理
現

ツ

意
て
の
を
表
デ

じ
こ
果
の

ヽ

順
夫

効ヽ
版
せ

手
工
て
の

ヽ
さ

に
見
法
じ
め

容
方
を
技
確
深

内
き
品

認ヽ
を

習
ふ
作
材
再
想

学
の
た
版
を
構

の
ク

つ
や

マ
ら

時

ン
が
徴

¨
が

本
イ
あ
特
テ
を

稲田小学校 4
指導者 高

学   習   舌  動

小 4・ 絵  ‖‖Ц‖‖!‖‖‖‖‖‖‖

勢彎言写な量隼号をぶ慮訴夕3撃言毒言チ
て

一スケッチに従って下絵 をかかせる。

裏管ξκ罹員』員をょさを認めあう。          |
本時のお さえ
かいた人の特徴 を うま くとらえて、絵 にまとめ させ る。
筆 の使 い方、色 の出 し方 に注意 させ る。

チ

名４３

ミ
ヽ

年
橋

―-199-―

1,閲 観察表現力をつ ちかう。

2時間 色の組み合わせ

4時間 色光の美 しさ。

5時間

指導 上の留意洋

3枚刷 るときには、インク
のふ き方に変化をつけさせ

この版種での表現の可能性

を更に追求する態度も忘れ

ずに。

5.本時のながれ

時
間

5

準
　
　
備

・ 画 板 、水 彩 えの ぐ、筆 、竹 ペ ン、墨 汁
・筆 の使 い方 や 、色 の 出 し方 が工 夫

されているかを確めながら仕上げ
の彩色をすることを知らせる。

あ た え る も の

10

条

件

構

想

混色 や、色 の調和 を考 えなが ら、
笛 をふ く人 をひ きたて る色 を見 つ

け させ る。

25

表

現

活
動

パレットや筆がきれいであるか確
かめる。
彩色に必要な色を豊富にだしておく。

10

鑑
　
　
賞

……・1時間

……・1時間

……・3時間
(本時)=

グループで よぃ絵 を選 びみん な に
見 せ る。

・ 前 時 に か い た絵 につ い て 話 し合

表  現  ,舌  動

・仕 上 げの彩 色 をす る工 夫 。
・ 色 で は表 現 され ない こ まかい と
ころ を線 で表現 す る工夫 。

・ 自分 の構 想 に従 って仕 上 げの彩
色 をす る。
・ こ まかい ところ を線 で あ らわす

自分 の考 えが あ らわれ て い るか

確 め る。

ひきだすもの

絵 全体 の色 の調和
を考 え させ る。

-198-―

細 かい ところ まで

表現 す ることがで
きる効果 的 な線 を

考 え させ る。

表

る

が

め

じ

確

感

か

の

た

人

れ

の

さ

そ

現

・友だちのよさを認
めあう。



ⅢⅢ‖Ⅲ‖ⅢⅢ‖l 学習指導案

室蘭市立大沢小学校 第 4学年36名
指導者 佐 藤 光 雄

1教 材 観
わがクラスに例を見るように、 4年

生 というのは、徐々に、物事を客観的

に見ようとする時期である。春の写生

会では、対象に迫 つて客観的に見つめ

て表現 しようとはしているが、表現力

が弱し〕ため、自分の見方、考 え方 に自

信をなくした、投げや りな作品が少 な

くなかつた。

このような児童には、まず、文寸象か

らの自分の感 じ方 と、対象への自分の

考 えを深めさせると同時 に、自信を持

たせることが大事である。

そこで、自分が感 じ、考 えたことに

自信 を持 ち、安心 して表現で きる活動

に慣 らしてやりたいと考 え、お話の絵

を取 り上げた。そして、お話から得た

感動 と、自己の生活経験 をかかわらせ

ながら、主題をイメージ化 して自己表

現することにより、一人ひとりが、力

いっぱい表現 したんだという自信をつ

けさせてやりたい。 このことが、より

深い虐情や心情 をはぐくむことにつな

がるであろう。

お話には、現在、大気汚染 になやん

でいる児童自身が主人公になるように

仕組んだ。また、本題材で、効果的な

画面構成 と、色の概念性 にこだわらな

い造形美を、児童に発見 させたい。

また、ひっかき絵は、今まで経験 し

たことのない学習で、このひっかくと

いう活動が、手や腕 に̀l・●い手 ごたえと

なって、造形表現をいっそう刺激 し、

意欲的な取 り組みがで きるだろうと考

えた。

2 日  標 ´

(1)お話の主題に迫 りながら、受 けた

感動を場面として想像することがで

きる。

(2)想像 した場面を、描 くことによつ

て確かめ、内面感情 を高めることが

で きる。

(3)ひ つかき絵 を通 して、効果的な画

面構成 と色の発見がで きる。

3 指導計画
(1)ス クラッチペーパー作 り… 1時間
ア 八つ切の自ボール紙に、明るい
色のクレヨンを任意にぬる。ぬり

方は強 くていねいに。

イ 夜を感 じさせる色 (黒・群青・
焦げ茶・紫等)を 1色選んで、ア。

の紙の上 にぬる。下地の色が見え

なくなるように、強 くていねいに

(2)構 想 と表現・………2時間 体 時%)
ア テープを聞いて、お話の場面の
確認 とふ くらましをする。

イ 描 く場面を決定 し、画面の組み
立てを知る。

ウ 効果的 なひっかきを知 り、 くぎ
や ドライバーでスクラッチベーパ

ーに表現する。

第23回室蘭大会

『月の夜』

(3)表現 と鑑賞
ア 作品を完成 させ る。
イ 友だちの作品を見て、よく表現
で きているところをほめ、ひっか

き絵で、楽 しかつたこと、よく表

現で きたところ、むずかしかつた

ところなどの感想を話 し合 う。

4 本時の指導
(1)目  標
ア お話 を聞いて、感動 した場面を
想像することがで きる。

イ 想像 した場面を、効果的な画面
構成 として決定 し、表現すること

がで きる。

(2)準  備
スクラッチペーパー・ くぎ・ ドラ

イバー (そ れに代 わるものとして、

スプーンや彫刻刀)新聞紙・布切れ
・ クレヨン

ぼ くの家は、空気の澄み切った小高い丘の上にある。

父 さんが、森林 を管理する仕事 をしている都合で、 2年
前にこの村の出張所 に引越 して きたのだ。

前に住んでいた、ごみごみ した町の様子 に比べ ると、
ここは、まるで別世界のようなんだ。

学校への道は遠 いけれど、それは平気 さ。なぜって、
途中、緑のおい茂った森の中で、美 しい声で鳴 く小鳥た

ちや、道 にそって、色 とりどりに咲 き乱れる花々が、ぼ

くの友だちなんだから。

今夜も明るい月夜だ。ぼ くは家の外に出て空をながめ

がめている。あたりは、すっかりやみにつつまれ、昼の

あいだ、あんなに楽 しかった森の中も、ひっそりと寝静
まっている。ぼ くの背たけの十倍 もあるかと思われる高
い木が、何本 も何本 も空いっぱぃに枝 をのば しているん

だ。そして、その森の上 に、大 きな満 月が、ポッカリ顔

を出 している。星 もいくつか、チカチカ輝 いている。月
の光で、町へ通 じている一本道が、白 く明るく照 らされ

ている。はるか遠 くに、町のあかりが、いくつも見 える

んだ。

。ぼ くが今立ってぃる大木のこず えで、ふ くろうだけが、

「ホー、ホー」と鳴いている。けさ、日丁へ出かけた父 さん
の帰 りを、知 らせて くれているのかな。約束 したおみや

げを、父 さん 1事忘れていないだろうか。

ふ くろうよ、おまえのその大 きな目で、父 さんの姿が

見えないだろうか。

小学校 4年 お話の絵 資料 l l ll llⅢ :ⅢⅢ‖|

1日寺間
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第23回室蘭大会

タンポポになって

1題題材について

公害のはげしい室蘭市の中で も、も

っともその影響 を強 くうけている本校

工場群のす ぐ近 く一輪西町)校下では、
子供達 と自然 との結びつ きは他地域 と

比較 して、より弱いものと思われる。

家庭や学校の花壇等を別 とすれば、

子供達の周囲には立木のほとんどない、

草花もあまり咲かない殺風景 な丘陵が

続いている。その中でわずかに初夏に

そこここに黄色い色紙をちらばせた様

に咲 くタンポポがわずかに殺風景 な空

気をやわらげ、我々の目をたの しませ

て くれている。

しかし、その小 さな、生命力のある

タンポポもあまり子供達の注 目を引い

ている様子はないが教材 としてとりあ

げ、日常生活の中で見過 している事 に

気づかせ、真剣に見つめさせる機会 を

与 える事により、その美 しさ、生命力

の強 さに新鮮 な感動を呼びおこし、自

然 に対する新鮮な愛情を抱 くものと思

われます。

一方アニメーションは中学一年生 と

いう発達段階の中で子供達の多様 なイ

メージをふ くらませ、映像化 し、時間

や空間を多面的に表現で きるという点

で、子供達 にとってより取 り組みやす

い教材 と思われます。

またデザイン学習の中の 1つ 1つ の

教材を単独のものとして考えず、有機

物、発展的なつながりを持たせ、この

アニメーションの学習の中で 1年生の

デザイン学習の総まとめとしたいと考

えています。

室蘭市立鶴 ヶ崎中学校

指導者  本

(2)自 由なイメージをふ くらませる中

で楽 しさを味わう。

(3)イ メージを映像化する能力を身に

つける。

ア 拡 大  イ 縮 少
ウ 単純化  工 構 成

3 指導計画
(1)構想 と表現…… 2時間 (本時 %)
(2)表現…………… 3時間
(3)観賞…………… 1時間
(1)は アイイデアスケッチの前 にグルー

プでの話 し合いをし、イメージをたし

かめあう。

(3)の観賞は合評会形式をとりお互に

批評をしあい、評定の素材 にもつかう。

4 本時の指導
(1)    標
これまでのデザイン学習で学んだ

事 を生かしアニメーションのイメー

ジをふ くらませ、画面構成をどうし

たらようかを考 え、イメージの映像

化 をはかる。

(2)準   備
スケ ッチブック・ベ ン・墨汁・教

科書副言売本・ ワクI区 りしたケン ト糸氏
・参考作品。

※ 本教材 までのデザイン学習の流れ

第 1学年40名

多

一

正  機

(3)展

学習の

道すじ

イメー

ジの形

成

学習内容

2  日   標
(1)自 然に対 して新鮮 な目を向け、自

然の大切 さと自然への愛情を深める。

主題の確

認

時間

(分 )
学習活動

15 ・ お話の

絵をかく

事を知る
0テープ

を聞く

・場面の

確認とふ

くらまし

主 な発 間 と助 言

造形の

思考

・ これから、「月の夜Jと いう

題のお話の絵をかきます。

しつかり聞いてください。

小学校 4年 絵画 llll ttlll llⅢ ‖

色の感 じ ―一一――

0
配色練習 一一一―

0
タンポポの観察 ―

0
自然物からの構成

課題の追

求

お話の様子と、出てきたも

のについて話し合ってみよ

,0

学習の内容

1言多属霊
素

|[8'2稀
映像化

1最][[暑

15 0何 をど

う描くか、

画面の組

み立てを

知る

児童の反応と方向づけ

0どんな内容のお話かな。

・静かに聞く。

・楽しい昼の森のようすを発表

・寝静まった森のようすを発表

ぼく。小鳥。花。大きな満月

星。ふくろう。大木。一本道

町のあかり。

。お話に出てきたものをどの

ように描くか話し合ってみ

よう。
。森や山の表現は。

・一本道は。
。大木の感じを出すには。
。ふくろうはどこにかく。

。日ざくJは どうする。
0大 きな満月と星は。

・もうJ度お話を聞かせますか

ら、森の様子を想像して、かき

たい場面を決めるように。

1蔭含
皐雰繕各笹fT

口
国

日

□

表 現

・描きた

い場面を

決定する

15

0木 をたくさん。曲がった木ま

っすぐな木。細い木。太い木〈
0と んがり山。おもしろい形の山。

・ まっすぐ。まげて。長く。
。太く。高く。
。大木の上。少しむずかしいけ

ど。
0入れない。入れる。立っている(
0かんたんだ。画面の上に。

・前より楽な気持ちで聞いて想

像し、描きたい場面を決める(

・効果的

なひっか

きを考え

て表現す

る

整 理

。どんな種類の線でひっかい

ていくか考えよう。

・線のほかには。
。いろいろな線や面でひっか

いていくと、楽しいだろう

な。
0ぐいぐい進めてください。
0“固別指導)

つまづき

の発見

・学習の

結果につ

いて話し

合う

・ うまくできたところはどこ
。むずかしいところは。
0友だちの作品も見てみよう
。次の時間も続けます。

。太い線。細い線。強い線。弱
い線。直線。曲線。

・面でけずる。点もいい。

・楽しみだなあ。早くかきたい。

0意欲的に進める。

。月。星。……・…。
0ふ くろう。木。ぼく。…・・・。

・作品を見せ合う。



ⅢⅢⅢⅢⅢ‖Ⅲ‖ 学習指導案

第24回美幌大会

題材について

これまでの学習では、日常のくらしの中から

題材を求めて、主として、経験した事や見た事

を説明的に表現する事が多かったが、圧倒的な

大きさや重量感、スピード感などから受ける感

情的な高まりを表現する場面は、ほとんど無か

ったといえる。

それに類することとしては、遠足の折に公園

に展示されていた蒸汽機関車を意図的に強調し

て見学させてみたが、帰校後の作品では遠足の

情景描写に終始してしまい目的に触れる事はで

きなかった。

今回も再び展示してある蒸汽機関車を取り上

げてはどうかと考えたが、既に動くことを忘れ

てしまった『置き物Jの蒸汽機関車では目的と

する感情の高まりは望めないと考え、自らが動

く意志を持ち、かつ重量感の溢れている牛を駆

り上げてみよ,多考えた。

美幌町立東陽小学校
第 1学年 2組374Z
指導者 山 宮  喬  也

しかし、農村に囲まれたこの地域の子ども達

ではあるが、校区が市街地という事もあり、更

に、近隣の農家にあっても、牛を飼育する農家

が少ないことなどから、子ども達が牛に接触す

る機会は非常に少なく、教室にあって、経験を

もとに表現するという事は不可能に近いことを

考え、全員を農場へ連れて行き、実際に牛を見

るという経験の中で目的を達 したとい考えた。

2 学習の目標
牛の持つ大 きさや重量感を感じIIXり ながら表

現させる。

3 指導の計画
牛を観察 しながら、感じたことも加えて表現

する。    2時 間
かき足りない部分を補って仕上げる。友だち

の作品を見る   本時
4準  備
絵具 《国人用・共同用)筆 、クレヨン、フエ

ルトベン、筆洗い、新聞紙、その他

5 本時のながれ

導

な が れ

学習内容の確認

入

展

展

か きカロえて完成

させ る

学習の

道すじ

学

開

・ 詢時学習の想起

・本時学習内容の確

認

・ 注意事項の確認

開

習

容

学

内

習

一
形
メ
の
イ
ジ

成

時間

(分 )

作品 につ いて話

し合 う

主題の

確認

か き足 りない音「

分 を補 う

まとめ

学習活動

本時 につ なが るよ うに想起 させ る。

本時 の作業 をはっ きりさせ る。

留

造形の

思考

メ
ン
を
を
る

ニ
ヨ
絵
事
す

ア
シ
下
る
認

ｏ
一
の
作
確

意

の題

求

課

追

友 だ ちの作 品 を

見 る

主 な 発 間 と 助 言

71く 、パ レッ ト、筆 の汚れ に気 をつ けさ

せ る。絵具の量 や表現 の工夫 などを、

机 問巡視 の中で個別指 導す る。

事

・今日は前時にかいたアイディ
アスケッチを整理して、下絵

をかく作業をします。

・道具を忘れた人はいませんか?

中学校 2年 デザイン llllⅢ IⅢ‖ll l‖

を
　
ｏ

面

る

場

ぼ

項

次時の予告とあと始木

表 現

自分 の絵 や考 えた ことと、友だ ちの作

品 を くらべ るよ うにす る。

沢山アイディアスケッチをし

ていると思いますがその中か

ら、四つの場面をえらんで作
品にしたいと思いますので、
まず最初と、最後の場面を決
め、あとの二つはもっとも自

分の表現したいと思う場面を
えらんでみよう。

生徒の反応と方向づけ

20

-205-

。道具を確認する。

・スケッチ・ブックを開いて、
アイディアスケッチを見る。

0ア イデ

イアスケ

ッチを検

討する。

0みんな四つの場面はきまった

ねでは次にその四つの場面を
もう少し検討してみよう。な
おしたい所はどんどんなおし

て行こう。

・前にタンポポで平面構成をし
た時の事なども思い出してみ

よう。

たとえだ…………

・ タンポポが育って行く時の考
をもう一度考えてみよう。色
々な事があるだろうね。
たとえば・・・………

0ケ ント紙を出してみる。

・アイディアスケッチの中から

四つの場面をえらぶ。

・机間巡視をし、個々に指導。

・ケント

紙に下絵

をかく。

スケッチブックにワク取りを
してスケッスをねりなおす。

・机間巡視

整 理

0だいたいまとまったね。では
1番目の場面からかいてみよ

う。
0鉛筆は使わずにペンですぐに

書こう。やりなおしは出来な
いぞ/
・今日はそれぞれ出来る所まで

やってみよう。

・着色することも十分考えなが

ら取り組もう。

前のタンポポの構成やスケ
チを開いてみる。

つまづ

きの発

見

タンポポのまわりの、天候な
どの自然現象 。人・動物等に
ついて考える。

結

い
す

習

つ
省

学

に
反

ｏ

・
果

て

る

・机間巡視。

・鉛筆での下描きができないの

で抵抗が多い。慎重になる。

。予想したものはうまく、おさ

まっただろうか、続きは2学

期にやります。

―-204-―



校学中

開

剛
　
展
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学習の

道す じ

1年 工芸

習

容

学

内

イメー

ジの形

成

時 間

(分 )

主題の

確認

学習活動

造形思

考

学習内容

の確認

課題の

追求

主 な発間と助言

。目をつぶってごらん、

何の音だろう。

粘土を、かため、焼く

と音がする。素ぼくな音

です。

素焼と土のすず

10

表  現

製作の手

順を知る

指導上の留意点

0 どうすると良い音がで
るか

・ 作業の手順 良い音
・ よい心   良い音
・ アンコ作り (中抜)

今日は何を製作するの

かと期待をもたせ学習の

概略を把握し、みとうし

をつくる。

30 製作活動

i:l,:!|!|!llll:l,lll!l!Ill!:,lll,|:|!!1111111:|:|!,lllI:1:,l:|!|!llll,:lll!lll:l

芯の玉を包む紙の厚さ

が空洞の大きさをつくる

図表により製作順序を

明示する。

整 理

土のすず
第24回美幌大会

・ 肉の厚さが過ぎると軽
い音が出ない。

・ 外形の成形は手早く指
先で粘上のかわかないう

ちにイ子なう

・ わり回の大きさが音の
反響に意味がある。

つまづ

きの発

見

1教 材 観
人間が土 との素ぼ くなふれあい、そ

れから生まれた数々の作品、土器 。は

にわ以来 日本人の生活 と焼 き物は切 り

離せない。工夫 された日常の什器類ヘ

の生活の知恵 と、それを作った工人の

美意識、それは郷土の生活に密着 しな

がら長い歳月に磨かれて造形的 にも美

しいものとなり今 日にも生 き続 けてい

る。それは私達の祖先のあるいてきた

歴史である。そしてそれを今、生徒 に

土 と火 と手という素ぼ くで原始的創造

活動をさせることは、科学文明の渦の

中に生 きる生徒たちに人間 らしさを取

りもどさせる手口になるのではないか。

粘土は最も造形の容易な材料であり、

火をくぐること、素ぼくで美 しいもの

にかわることを理解 させ、一塊の粘土

から自由な発想 と作 る喜びを、使 う楽

しさを与 えたい。

・ 粘土の厚さが一定であ
ること、外形が球形に近

いこと

・ 机間巡視
0 アイデアスケッチ
・ 紙がぬれているので粘
土のかわきがおくれる

・ 生徒の家の廻りの土が
入っている。私の上であ

ることを確認する。

製作終了

作品の完

成への期

待

作業手順、作品を大事

にあつかい良い音がでる

事を期待する。次回の音

くらべ大会の開催

教室用具の始末

小清水中学校
指導者  横

2 日  標
(1)粘土 → 焼 きものに興味 をもたせ
理解 させる。

(2)手作 りの楽 しさを知 らせる。
(3)土 と生活のむすびつ きと先人の生
活から生みだされたことを知 らせる。

(4)製作の完成や使用の喜びを味わせ
る。

(5)粘土の性質を知 らせる。

3 指導計画
(1)い ろいろの陶磁器を見て陶磁器の
正 しい概念を理解 させる。 1時 間
(2)焼 きもののつ くり方を理解する。
手びねりを技法の中心に  5時 間
手びねりは広い意味で型やロクロを

使わず手で作 る方法 をいうが、ここで

は、せまい意味で、ひもも板 も作 らず、
まるめた粘土から成形することをいう。

本時%時間

4 本時の目標
(1)粘土 → 焼 き物 に興味をもたせ理
解 させる。

(2)粘土 を焼 いて素焼のふる音のねに
素ぼ くなよろこびをしらせる。

(3)手作 りの楽 しさをしらせる。

5 準  備
参考作品、粘土、芯玉 (素焼 )、 新聞

紙、粘土ベラ、チ リ紙、スケッチブッ
ク

学習指導案 ⅢlllⅢ‖ll lⅢ‖

第

田
学年45名

勇 吉
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5。 本時の展開

過

　

　

程

学習内容

時

　

　

間

1 前時の

学習内容の

確認、用具

の点検

2 今日の

作業の手順

とめあて

導

動十́日の師教

主な発問・演示・指導の助言

1 今日の学習に必要な用具はそろ

っていますか。

2 前の時間はどこまで仕事が進み

ましたか。

3 今日はどういう仕事になるのか

な。

１０

分

板書・資料

入

普通の顔から、表情のはげしい

顔に変えると、どんなあ、うにどこ

が変ったろうか。

児 童 の 活 動

3 強調し
たいところ

をきめる

期待する思考々発見等

5 鏡をのぞいて、自分の考えた表

情をしてみよう。

6 表情をよくわかるようにするた

め、特に強調したい所はどこだろ

うか。

1 学習に必要を用具、
みじたくの点検

2 前時の学習内容をふ

りかえる。

3 本時の課題を発見す
る。

・細かな所に気をつけ

て

。表情がわかるように

4 発表
。まゆげが上がる、下

がる、ホッペタがも

り上る………・

顔の表情が

よくわかる

ように工夫

してつくろ

,

日・口・ホ

ッペタ :あ

ご・まゆ毛

強調したい

ところ

展

4 肉づけ
をして表情

を出す

ⅢⅢ‖ⅢⅢ‖ⅢⅢ‖‖Ⅲ‖Ⅲ‖ⅢⅢⅢ‖Ⅲ‖‖ⅢI‖Ⅲ‖ⅢⅢⅢIⅢ‖ⅢⅢⅢⅢ‖ⅢⅢⅢ‖ⅢⅢⅢ‖‖‖Ⅲ‖ⅢⅢ叩Ⅲ‖‖ll 学習指導案 ‖‖‖‖Ⅲ‖Ⅲ lll‖

7 どんな表情かわかるように肉を
つけたり、とつたりしていこう。

粘土ベラのつかい方も工夫しょ

り。

8 机間巡視
・作品を横からも見るよう指示

・ シワ等のこまかな所も気を配ら

せる。

・全体のつりあいを見させる。

開

第25回江別大会

おもしろい魚の
絵はがきをつ くろう

1.題 材 観
児童 をとりま くり計寛のほ とん どは、

商業主義 にのった既成の色 や形 による

の もで、特 にここ大麻地 区は札 幌のベ

ッ ドタウン、典型的 な団地で あ り画一

白勺な生活環境 が特徴 のてかと
`,と
なって

いる。

しか し、児童 は珍 しいもの、変 わっ

たものへの興味、あるいは色 や形へ の

興味・関心 がます ます深 くなって きつ

つ ある日寺期 にある。

そこで、前の学習では リンゴ、 ミカ

ン、 タマネギなどの 自然 の形 か ら、新

しい形 をつ くり変 える作業  (イ更化 )を
通 して、豊 かな発想 を育てよ うと試 み

え二。

今回は一歩進 めて、新 しい形 を自分

な りの発想でつ くり出 させ よ うと考 え

ている。

ちょうど、三年生の国語教材 「深海

にすむ魚 Jの学習 において、初 めて知
る魚 の種類、あるいは生態 に対 す る関

心 は一段 と高 ま り、図鑑 などの利用度

も多 くなって きた。 ここにヒン トを得

て、 まだ見ぬ「空想の魚 J、 「気持 ちよ

く泳 ぎまわる魚」 を絵 はが きに、 自由

にのびのび とデザ イ ンさせ親 しい友、

あるいは父母へ季節 の便 りとしてお く

る楽 しみを通 し、 よ り豊 かな発想 と想

像 力を高め自ら倉Jり 出 そ うとす る力 を

つ けさせ よ うと考 え、 この地財オを とり
あ |ザた。

整 5 本時の
反省

理

６

告

次時予

本時の作業のポイン

トをつかむ

粘土ベラの

つかいかた(

9 自分の作品についての感想を発
表してみよう。(満足、努力、苦心

等)

10 次の時間は、みんなで作品を鑑

賞しあいましよう。

５

分

江別市立大麻小学校第 4学年42名
指導者  綱 渕 敏 幸

意欲をもつ

2. オ旨導 目標
1)自 由な発想で、単純化 した魚 の形
や もよ うを想像豊 かに創 らせ る。

2)魚 の配色 か ら台紙  (絵はが き)の
色 を選 び、 かつ レイアウ トす ること

によ り、基磯的 な構 成 につ いての理

解 や色彩感崇 配置 の能 力を高め さ

せ る。

3)色 や形 を使 った学 習 を通 して、 自
ら生 み出す ことへ の興味 や よろこび

を持 たせ、 さらに季節 の便 りとして

親 しい友 や父母へ お くることにより、

使 つて楽 しむ態度 を育て る。

3.指 導計画         (5時 間 )

1)絵 はが きにす るまでの手り1頂の理解
といろいろな形 を した魚 のアイデア

をまとめ る………………・・・・・・・・・ (2)

2)/1ヽ 画面 にデザ イ ン した魚 をか き、

サ インペ ン・絵 の ぐで線や もよ うを

入 れ る… …・・・… …・・・…・・・・・・…・・・ (1)

3)魚 に合 う台 紙 を選 び配置 を決 めて
はる……………………………… 替
4)絵 はが きつ くりと鑑賞………・ (1)

4.本 時の 目標
1)魚 の配色 との関係 か ら、 それに合
った台紙 の色 を決定 す ることがで き

る。

2)台 紙 の中で魚 が最 もひ きたつ配置
を考 え、置 くことがで きる。

3)配 置決定 の後 、台紙 と魚 の関係 か
らカロえることがあれば線描で入れ る

ことがで きる。

表情がわかるよう工

夫する。粘土ベラのつ

かめ方を工夫する い
・鏡を見てたしかめる

。友人にも見てもらう

感想発表

次時への意欲をもつ

用具等 あとしまつ

。い ろ い ろ な形 や |。 自由 で お も しろ い

色 の魚 の鑑 賞  1 形 の 魚 と も よ う

。色 数 の制 限  (4 1 ・ 三走 しい酉己色
～ 5色 )    |・ 魚 を生 か した画 面
。絵 は が きの形 式 | の使 い方 と位 置
と台 紙     |・ 台 紙 の色

・ サ イ ンペ ン  |・ 形 をひ きたたせ る
・ えの ぐ    | ための線 や色 の使

| い方
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5.本時の展開

過
　
　
程

学習内容

時
　
　
間

導

学習のめ

あてをつ

かむ

物の見方

教 師 の 活 動

主な発間・演示・指導助言

１０
　
　
分

0先週の練習をふり返って、もう

一度、学習のめあてを確認しよ

う。

・ モデルに似た感じはするけれど

正確でない例と、正確な例を比

0較 しながら、 これから勉強りにる
のはどちらだろうか。

・ 正確に見て表現するためのもの

の見方はどうするのか

・半身像の中で占める、頭の大き

さうでの太さ、手の大きさはど

の程度だろうか。

0参考作品を示し、手が効果的に

使われた美しいポーズだろうか(

美しい

ポーズ

資料機器

生 徒 の 活 動

ll:l!llll:l!lll!:!|:!:lll

期待する思考・発見等

参考作品

鑑賞作品

入

効果的な

構図

●マンガ的な表現は形が

誇張されている。

・ 正確な表現は全体と部

分の大きさの関係が自

然である

・部分にとらわれず、全

体と部分の大きさを比

較しながら物を見るこ

とができる。

・ 大まかに形をとらえる

方法を知る。

・ 両手が見えていない。

・ 不自然である。

・手にも表情・感情があ

る。

・ 全体に形が小さすぎる(

0版方へよりすぎている(

。今日のポーズと画面構

成を考える。

・ 画面構成について、これらの表

現はどうだろうか。

・ 次の方法もとり入れよう

画面の外へ出てもよい可能な

範囲
●デッサンのための手順の確認

展 人物デッ

サン

開

両手の見えるポーズ

第25回江別大会
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分

1.題 材 観
中学 1年の描画は理性的、客観的表現
へと移行 しつつある年代で、自分で表現

しようとするものが、ある程度表現で き

なけれだ、描画に対 しての意欲が失 なわ

れて しまう年代である。人物表現を通 し

て、客観的表現の最も初歩的なねらいと

しての、物の見方 と画面構成を理解 させ、

表現力の基礎をつけさせたい。また人物

表現は、構想表現、彫塑、デザインの関

係も密接で、表現が深 まることは、すべ

ての領域のレベルをたかめることに通 じ

るので重視 したい。

表現にあたっては、全体の中での部分

と大 きさ形を、1ヒ較 しながら観察するた

め、両手がかならず画面の中に入 る上半

身である条件を設定 し、人物が美 しく見

えるポーズを、いろいろ工夫 させながら、

上半身の うち、頭の大 きさと手の大 きさ、

うでの太 さ等、全体の大 きさと、各部分

の大 きさを、絶 えず比較 しながら見 る、

見方を学習させる。

画面構成も、造形要素をふまえて、画

面に対 して表現する人物の大 きさの関係

や、画面外へはみ出す部分の関係 も考慮

させたい。 さらに、おたがいが、モデル

になりあう学習態度を身につけさせ、日

常生活の中での観察、表現 されたものヘ

の関心を深め、鑑賞へ と発展 させたい。

三年間の人物表現の、たてのつながり

を次のようにおさえる。

1年  「両手の見 えるポーズ」  (半 身 )
2年  働 きのあるポーズ」  (全 身 )
三年 「自画像」

整
　
　
理

0ポーズをきめさせる

・大まかに全体をつかませる

５
　
　

分

・画面にうまくおさまったかどう

か

・ 次時予告

(昭和50年 )
江別市立第二中学校 第 1学年38名

指導者  手 島 圭二郎

0美 しいポーズをきめる(
o全体と部分の大きさを

考えながら大まかに形

を描く

学習指導案 ‖‖‖‖Ⅲ‖ll l‖‖‖‖

（発

想

）

与 えるもの

0部分を誇張した表現と
。正確な表現のちがい。

・消 して、やりなおしの

必要がないか考える。

―-211-

（構
成

）

0画面と表現するものの

大きさの関係
0良いポーズ

ひき出すもの

〈技
法
）

・観察のしかた

・表現のねらい

・表現のための手順

2.指導の目標
1.両手の見えるポーズを表現するこ
とによって、部分にとらわれず、全

体の中での部分として比較 しながら

物を見る力をつけ、表現力をたかめ

る。

2.画面と表現するものの大きさ位置
等の、画面構成への配慮をたかめる。

3.人体の持つ美 しさと人物画への関
心をたかめさせる。

3.指導計画        (6時 間)
1.表現のねらいの理解と練習  2
2.デッサン     (%本 時)2
3. ヌ多  (3                       2

4.本時の目標
1. 全体 と部分の大きさの比較をしな
がら、人物の形を画面におさめるこ

とがで きる。

2.両手の位置が適当で、美 しいポー
ズをきめることができる。

・全体と部分の比較

・手の位置と形

・全体の把握
。モデルの観察
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中

紙 で つ く る

「動くしくみを利用した案内,吠」

授業者 光陵中学校

加  藤    勉

授業へのねがい

どのような教材であつてもその内容 に生徒

の興味、関心をひきつけるものがなければ生

きた授業に結びついていかない。子 どもたち

にとって遊びは能力のいかんを問わず、我 を

忘れるほどの魅力をもっているものである。

この点から考えれば、教材の内容 に遊びの要

素をくみあわせることは、いきぃ きとした授

業をくみたてるための重要 なポイントとなる

はずである。

そこで案内状の制作の中に遊びの要素として

て「楽 しく動 くしくみ」をとりいれた。

紙を中心とした素材だけで動 くしくみを工

夫 し、案内状にくみあわせること自体、生徒 に

とって困難を伴 う面も多々あるがこれを克服

することもまたあらたな発想の出発点ともな

り、造形の喜びにもつ ながるものと考える。

こげら   ・すらす

¬

●構想をねる

0案内状 の種類

● 形

●動 くしくみ を利用する場所

llⅢ ll ⅢⅢlⅢ IⅢ I‖Ⅲl ll ll lllШ lllllⅢ‖ⅢIШ :Ⅲ llⅢⅢIⅢ‖Ш:‖Ⅲ第26回 岩見沢大会 ―昭和5!年一 Ⅲll川ⅢⅢⅢ‖‖

●試作する

。試作…

●試作…

ながれ  -1011寺 間

●オリエ ンテーション

紙の用途、性質 etc

マ ジックカー

4ヽ

1.構想をもとに全体の形をつ く

2.本時 (6/10)

●基本的な動 くしくみを知る

「パタパタパタ

連続変化で何がでてくるかな」

授業者 岩見沢小学校

正 岡 辰 郎

●f百∫の案内状 か

授業へのねがい

「自分の手で作 り出す喜びを忘れたというよ

りは、既製のがん具やセ ットエ作 によって作

り出されたものを遊びだと信 じて疑わない現

代っ子は、 はたして ｀`遊び′′に満足 してヽヽる

ので しょうか
゛

その疑問から、忘れかけた伝統的な遊びに

ふれさせ、そのしくみや変化を求める中で、

そのよさを伝 えようと心がけています。

子どもは、初めてその不思議 さに興味を示

しながら、自らの手で作 り出す楽 しさ、おも

しろさを味わいながら、目をかがやかすので

す。

マジックカー ドはその一環 としておさえ、

連続変化の楽 しさを現代的な感覚で発想の意

外性を求めています。

さてほんとうに意外性がどうとび出すかは

見 て か らの お た の しみ イ′

●動 くしくみをどこ

に利用 しているか

●こまっていること

ド

授業の中から

1.マジックヵ_ド の不思議でおもしろいしく

みがわかったかな。

1.さ あ、 しくみを作 り、出来上がりを予想 し

連続的で変化のある楽 しいマジックカー ド

になるように絵 もていねいに書こう。

3.出 来上がったマジックカァ ドを互いに見せ

合い、連続的 な変化のおもしろさを味わおう。

◎材料 用具

●のり 0は さみ ●黄ボール紙 (9 cm角 5

枚 ) ●白テープ (1lcm12本 )
0絵の具  ●フエル トベン ●ものさし

●制作する

まはないか (グ )

2

-213-

〇

◎作 り方

“クル 、クル、アニメーション .′

絵のかきかた、まちがってないかな"

―-212-―



第30回全国大会・第27回札幌大会 (昭和52年 )

うごくおもちゃヽをつくる

:. め あ て

(1)ゴムの弾力を利用し、同じ条件で動くもの

を作らせ、手作りのおもちゃを動かす喜びを

味わわせる。

(2)ゴムと糸の作用を理解し、動きに合った形

をくふうさせる。

(3)よ く動くように、

部分をくふうさせ、

2 指導にあたって

札幌市立伏見小学校 3

指導者   長 津

おもちゃは子どもの友だちである。それが動

くものであったり、動かすことのできるもので

あれば、興味はなおさら倍加する。まして自分

で作ったものが動くとなれば、驚きと同時に作

ることへの自信を深める好材料になる。

機構的な工作といっても、この学年ではそれ

ほど複雑な仕組みは要求しないが、その基礎を

5指 導 過 程

固定する部分とゆるめる

たしかめながら作らせる。

学びとらせるためにこの題材をとりあげた。簡

単ではあるが、動きを図示したり、何度も動き

のたしかめをして作る態度を育てたい。

3.指 導 計 画

第 1次 動くしかけを知り作成の計画… 2時間

第 2次 機構の部分を作る…・……………2時間

第 3次 外形をととのえる…… (本時)1時間

第 4次 作品であそぶ…………………… 1時間

4準  備

教師 糸、カラーフォーム、厚紙、カンタ~、

はとめ、基本模型、計画用紙、千枚通し、

名

代

４年
喜

次 授 業 目標 の 要 素

糸
・
を引 くと ゴ ム ば

ね が伸 び て動 く し

かけを理 解 させ る。

た

たヽ
備

れ
え
い
準

人
考
か
を

り
を
に
具

と
や
図
用

ｏ

を
ち
な
料
ろ

件
も
単
材
せ

条
お
簡
り
さ

学 習 活 動

色ソフトベン。

児童 わゴム、筒、箱、かまぼこ板、

糸、厚紙、カッター、接着斉J、

プ、色

○基 本 型 で あそぶ

○動 く しか けの条
件 を知 る。

○ お もちゃ作 りを
計画 す る。

○ 材料 用具 を準備
す る。

夫丈を

ｏ

け
る
か

せ

く
作
動
に

第30回全国大会 。第27回札幌大会

2

!.め  あ て

●各自又はグループでっ くったものを使用

して、表現活動 (劇 あそび)す ることによ

つて、つ くったものが多くの人に役泣 っ

たり、劇中の効果をあげたりすることを

知らせる。

●つ くることを主体としたグループ活動の

楽 しさを味あわせる。

2 指道にあたって

を形

ｏ

た
る
つ
せ

合

さ
に
う
き
ふ

動
く

○ 基本 型

○ 計画 図 は
●固別資料 の資料 とす る。(問 題 点チ ェ ノク )
●上図 をll回 用 紙 にかいて与 える。
●しっか りつ け る所 と動 きやす くす る所 の しる し。
●f可 を して い るか解 るよ うな形 にす る 。
●必署 な材料用 具 もか く。

指 導 上 の 留 意 点

4

め

し
し
ら
ろ

た
が
作

の
な
を

き
し
け

動
を
か

○

自分 で作 った もの
の良 さを評価 させ

る。

〇外形を作る。

わりばし、

セロテー

○ よ く動 くには
●ゴムや糸 のむす び方 を きちん と し、更 に接 着剤 など
で固定 す る。
●糸 の通 りをゆ るや か にす るた め に、穴 の大 きさや方
向 を くふ うす る。

動

ｏ

で

ぶ

を

そ

ん

あ

み

て

○

このクラスは 1年 ないし2年 間幼稚園生

活を経験 している子 どもたちで、個人的に

つ くつたり、それを持ちよって合作 にした

り、先生の手を借 りながら共同製作をして、

部屋を飾ったり、劇あそびの時のお面をつ

くるなどして、自分た ち力も くったものを

使っであそぶ喜びを少 し知っている子ども

たちである。

今年に入ってから、かいたり、つ くった

りそれが個人の作品だったり、グループで

つ くつたりしてきたが、そのまとめとして、

一つの劇あそびを取 り上げ、全ての面で表

現することの楽 しさを味 あわせたぃと思 う。

4 本日の指導

(昭和52年 )

○ 外形 は
●目的 の あ る動 きが見 えるデザ イ ンにす る。
●た の しくなる形 にす る。

私立 な かの しま幼 稚 園 64名

○あそびで
●友だちの作品をこわさないようにして動かす
●おもしろいおもちゃをほめてあげる。
●自分はくふ うしたか、文夫だったか反省する

授業者 芝 木 捷 子他 2名

3.指 導 計 画

① 絵本を見る。
｀
スイミ
″ レオニレオニ

訳 谷川 俊太郎
ス トーリーを把握できるように、ペー

ジの順を追って話合 う。

② 絵本 に出て くる魚 になって身体表現あ
そびをする。

③  ス トー リーを追いながら劇あそびをす
る。

④  出て くる魚のことを話合い、つ くる時
の材料大 きさ、形、色 を決定する。

⑤  魚をグループでっ くる。

⑥  つくった魚 をつかって劇あそびをする。
⑦  劇あそびをする上で効果をあげる小道
具 について話合 う。

③ 小道具づ くり 〈本時〉
この指導の中で子ども達を水族館に連

れていって、生 きて動いている魚を見せ、

その感動が形 に表われていくょぅにと考

えている。

か

る
　
　
　
　
け
　
　
　
の

　

い

要

え

　

　

　

づ

　

る

も

　

た

必

考

ろ

　

　

片

　

す

た

　

げ

が

を

め

る

　

に
　

を

つ
　

あ

其

法

決

す

　

所

　

び

く

　

り

ぅ

道

方

を

択

　

場

　

そ

つ
　

く

崎

掛

¨

¨

型

“

わ

　

鵬

と

　

を っ

一

一

一

一

の‐こ ょ っ て 材 料

一

¨

　

¨

一

・

一

¨

い

し
合

一
も

を

た

　

つ
で

果

自

う

の

を

話

ル

る

割

つ
　

く

代

効

た

い

魚

劇

を

グ

く

役

使

ろ

つ
交

の

ま

と

〇

〇

　

〇

つ
〇

〇

　

〇

〇

　

〇

て

体

た

　

つ

こ

　

ら

え

　

れ

る

く

‐こ出

凛

肪

　

幌

』

　

一

教

　

一

川

わ

ろ

中

か

意

　

ヽ
さ

　

聞

を

　

で

心

ち

せ

ぶ

の

る

ら

　

き

ず

　

を

力

　

け

う

た

ら

そ

鮮

雌

も ヵ、
　

“

哺

　

細

ヽ
助

　

片 っ
薇

崎

『

ら

ヽ
で

ど

　

つ
か

　

ヽ
言

　

ら

き

ヽ
さ

が

に

あ

子

　

作

問

　

ら

助

　

か

で

し

し

を

¨

一

¨

一

¨

「

一

¨

一

　

グ′レ ・ プ

一

一

］

¨

た

ど

式

よ

グ

合

う

ま

を

　

た

次

剌

使

き

い

に

形

る

の

話

よ

を

に

　

つ
で

め

を

と

¨

¨

¨

¨

０ ６． ８ 名

く る の ヵ、
一

一

一

ろ

一

¨

¨

一

一

口”
ル

作

一
紙

紙

　

其

　

　

　

プ

プ

た

ボ

遺

洋

紙

の

ン

　

　

一

一
ス

じ

段

棋

面

折

絵

ヨ
　

　

・Ｉ

ア
キ

作

　

　

　

彩

レ
　

リ

ム

ロ

チ

製

紙

　

　

　

水

夕

　

の

ガ

セ

ホ



_第 30回全国大会

回転して動く

: め あ て

(1)回転する形から、おもしろい動きをするも

のをくふうさせる。

(2)針金の曲げ、接合の技法や材料経験を通し

て、クランク機構づくりさせる。

(3)回転体の動きをクランクのしくみによって

伝動して、2つ 以上の動きをくふうさせ、身

近にある材料を利用して楽しいものを作らせる。

2 指導にあたって

11)回転から生じる錯視現象を利用するもので

「どうして、ふしぎだなあJと 子どもたちに

強い興味や好奇心をいだかせ、とりわけ「ゆれ

る、回る、くりかえす」動きの追求は、この時

期の子どもにとって最適である。

(2)ク ラウン機構の工作は、しくみを作る段階で

失敗が多く、アイデア通りの仕事が困難であ

るが、条件を明示し、材料機能、技術抵抗を取り

5 指導のながれ

第27回全道大会 (昭和52年 )一―

札幌市立元町北小学校 5年37名
指導者    山 本 金次郎

除きつつ、これをのりこえる技法をひきたし、発

想を定着化させ完成の満足感にひた,らせたい。

3 指 導 計 画

第 1次 。予告と準備、教室にクランク機構の模

型を公開し、自由に試行させる。

第 2次・回転する基本形を作らせる。

第 3次・ クランク機構の動きをわからせ、回転、
ヽ

ゆれを利用してさらに二つ以上の動き

を構想させる。

第 4次・ アイデアスケッチをさせ、材料を整えさせる。

◎第 5次・計画にしたがって、製作に入る。(本時 )

第 6次・動かしながら悪いところを改善させる。

4準  備

用 具 。はさみ、カッター、ペンチ、コンパス

材 料 。ボール紙、色画用紙、色紙、ストロー

プーリー、ゴム系接着斉」、その他の雑

材料 (自 由素材)

過 程

導
人

一
発
想
製
作

一
構
　
想

時 間

20分

学

◎ lu」転す るものを作った経験 を話 し

合 う。  ・ 風車・ プンプンゴマ
Olu」転す ると渦巻 き模様、湛色する

○参考作品例 からlu」 転の動 き、見え

方 を考 える。回転軸の中心のズレ

と動 きの連 さに関係。

◎大小 2つ の円 をコンパスでかきU」
り取り、試勤しながら動きの確かめ。

○基本形 に見合 う 2つ以 上の動 き。
◎ クランクの しくみがわかり、その

応用をアイデアスケッチする。

習

150分

5Kl分

活

かえるのうた
詩「春の歌」を鑑賞して

第30回全国大会・第27回札幌大会 (昭和52年 )

製 15吟

動

1教 材 観

ながい辛い冬のFHI、 地中にひそんで来た「か

えるJが初めて地上に顔を出しだ喜びの「春の

歌J(草野心平)を テーマに して、その時のかえ

る、その後のかえるの主人公に自分を置きかえ

ることによって、かえるの目ゃ心をとおして兄

た自然の世界を表現しようとするものである。

かえるに感情を移入しての表現であるだけにと

かく硬直し、llB念化の傾向にある子どもたちに

とつては、好転させるテーマと思われる。

2指 導 目標

主 題 地中の暗い世界から地上の明るい世界
へ跳び出した「かえる」の目をとおし

てふれる自然の事物、経験する事柄を

豊かに空想させる。

構 成 大人の国に行ったと感じられる子ども
の、「かえる」が見た世界のようすをう

5 指 導過程

作

◎必要な材料を整えて、計画にした
がって製作に入る。

○動きぐあいを実験して確かめ手直
しをして仕上げる。

伝

　

法

100う,

30う )

◎各種 の動力で「n」 転 させて遊ぶもの見せて美 し

く楽 しかった思 い出 を想起 させる。

○回転す ると模様 の形や色 はどうなるか。

○回転体 を提示 して動 か して見せ、動 きをとら

えさせ る。 なぜ このよ うに見えるのか。

◎大小 2つ の円盤 の組み合わせ。「J転軸の中心
のズレによる不等速回転 に気づ かせ る。

◎ クランク機構 の しくみと動 き方の関係 を模型

図示で明 らかにする。 2つ以 Lの動 き。
○運動す る部分の L下 の落差、凹凸の深 さに関
係す ることに着目させ る。

○左右 上下 に動 くものをスケ ンチ させる。

教 師 の 指 示 助 言

◎外品の外観 を美 しく飾 って仕 上げ

る。

◎友だちの作品のよさに気付 く。

◎材料を考えて効果的に使用させる。
◎各部分の長さを正しく計らせ、針金の曲|ギ方
連接棒のすべり止めを入念に作らせる。
○試行活動をすすめ、作りながら考えさせる。

しらかば台/」 学ヽ校
指導者  日 高

◎心象的 イメー ジと動 きがよ く表現 されて い る

か。個別 に賞揚 す る。

◎友 だ ちのアイデ アの よ ちを認 め合 わせ る。

備

まく画面に構成する。

彩 色  「かえる」になった「自分」というこ

とから、幻想的な零囲気が表現できる

ように、くふうさせる。

3 指 導 計 画

第 1次  「春の歌Jの「かえる」の喜びについ

て、理解を深める。一 国語の時間

第 2次  「かえる」の見た物や、これから出会

うであろう事がらについても空想する。

→ 課外時間

第 3次 構想によって、画用紙全体 (あ るいは

部分的に)に 、にじみ―ばかしによる

背景ぬりをする。

第 4次 構想によって、絵を描く。
第 5次 おたがぃの作品を鑑賞する。
4準  備

水彩絵共 画用紙。

●コンバスの

使い方 (コ
ンパスで え

がけなP」 の

かき方 )

●針金の曲げ

方ペ ンチで

しっかりは

さんで親指

で強 く曲げ

る。

考
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4年 37名
晴 美

● lu」転でアー
ムの軌跡 が

2倍以 Lに
なる。

●技術抵抗の

チエ ンク

●ロ ンドのと

共マlιあた

過 程

導
　
　
　
人

一
構
　
　
想

一
下
　
絵

一
彩
色

一ま
と
め

時 間

10分

15う,

25う)

学 習 活 動

○「春の歌Jに つ いてI里 解
のた しかめをする。
○ 自分が 「かえるJ になっ
て見た物 、・Pj会 った事 に
つ いて、想像する。

○自分の想 をどのよ うにiЦ
面 にかくか構想 を練 る。
○構想 しながら にしみ・
Iごかしによる背景ねりを
する。
○構想 に従 って ド絵 をか く

○ ド絵 に従 って彩色する。

○おたがいの作品 を鑑賞す
る。

跨
　
　
助

学習の流 れ

1巻あ歌あiL
I解     |

評

一日

の
き

一の

こ
驚

一る
た

の

一え
兄
界

一か

で
世

指 導 の 指 示

f山 劣色βゼ方ぇ万,準 iこ員?甚分李″膚

`:iEItlttEI:∬

ril蒐
ぶrか
。

背景のにじみ、ぼか しと合わせて、彩亡

liJF[構 茂め |
決定    |

|・ ド承会場ど力iK‐ |

|で停を
でl・

l

l14・高を鑑資
|

|す る   |

助  言 備 考
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第30回全国大会・第27回ホL幌大会 (昭和52年 )

過程

材

一不

題

提

指 導 事 項

前時の学習と本時

のねらいの確認

5分

高 め た い カ

主題をとらえる力

・意欲的にとりくもう

とする態度

発想 体
　
る

立
　
・え

して顔 を考

教 師 の 働 き か け

③  対象 を量 として と

らえる力

・ 形の基本的 なしく

みを見出す

15分

構 想 ・素材からのイメー

ジづくり

④
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

材料の特質 を理解

する力

・ 材料の形や特性 を

生かそ うとす る

20分

制作

と 生 徒 の 活 動

・顔の表現に関する今までの学習及び前時の説明をふり

返ってみる。

。本時の学瀾内容を理解する。

。これからの手順を自分なりに考えてみる。

・ スケッチが終った

者から彫り始める

。本時のまとめ

。次時予告10分

⑥  計画的に制作す

る力

・ イメージを大切

にした表現 をす

る

〇

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

上

用具、資料設備

次時は全員が彫りはじめることを確認し、用具等の

連絡をする。

学 習 の 評 価

。本時の内容を理解

すること力お きる。

○

素材形とはうまくかみ合わないが、自分

。参考作品

・ 資料 OHP

のイメージははっきりしてきている。

〇
―
―
―
Ｉ
Ｊ
．

・ 顔の立体把握がで

きる。

・立体としての基本

的なもの力理解で

きる。

・感情が表情の中に

どのようにあらわ

れるかを考えるこ

とができる。

。参考例

スライド

―
―
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
―
―
―
―
廿
．

△

・ 準備する用具や制作 日程 を理解す る。

。自彫石

。参考作品

スライ ド

・ クロッキープ

ツク

①立体としての基本

的なものをおさえ

ながら自分のイメ

ージを明確にでき

る。

①自分のイメージと

素材の形との関係

を理解できる。

◎基本的な顔の立体

把握ができる。

・素材へのスケッチ

によつて制作の見

通しが明確になる

―
―
―
　
○

・ クレヨン

・ 色エ ンピッを

ど

。のみ、たがね

。木づ ち、布

。新聞紙

。制作の手順がたて

られる。



領  城

第30回全国大会 。第27回札幌大会

7ず崚用)

過程

学年

指 導 事 項

材

示

題

提

2年

① 題材のねらいの
提示

5分

教宣

発想

高 め た い カ

②

解

102

機能 と構造の理

)主題をとらえる力

題材

教

る

力

を

さ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

を

力

が

条

る

　

　

一

耐』〕臨　　　　　　　　　　　獅””“中　　一

き

想

即

り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

美

あ

デ

え

さ

　

　

一

た②

土 笛 を つ く る

ヨ
1駈 な笛 を例 に題材 を理解する。|

師 の 働

22分

き

構想 ③ 形の構想をたて
させる

か

211分

③  条件 をふまえて
構成する力

鎖
獅
④ 本時のまとめと
次時の予告

。経験 をもとに題材が理解で きる。
。さまざまな種類の笛 を思 い浮 か

べ ながら,笛への興味
を深めていく。材料 から竹,木,金属 ,プラスチ ック
製のものや粘土で作った鳩笛やオカリナなど。

・ 土笛制作 とデザインのかかわ りを知 る。

・ 吹回の構造 による音を出す仕組みの違 いをみつ ける。

(尺八型 , リコーダー型 , リー ド型 , ラッパ型 )
。空洞の形や容槙 による音の大小 ,高低の関係 を知 る。
・ 音域 や音階 と指穴の数や大 きさとの関係 をみつ ける。

吹口 息 を吹 き込む   |
空洞 音をひびかせる  }笛の役割―構造条件
指穴 音域や音程をつくる

'

生

④ アイディアを生
み出すカ

3分

徒

笛の形や構造 を決めてい く手 がかりや条件 につ

いて考 えさせ る。

比

　

構

い

て
　
　
や

て

し

　

現

れ

即

力

表

わ

に

る

が

ら

い

す

い

あ

ｏ

ら

断

ら

に

か

ね

判

ね

成

る

⑬
』
Ｆ
ド
ー
ー
ー

の

求める形を考えさせる。

活 動

学 習 形 態

学習内容を振り返らせ,次時の学習への見通し
をもたせる。

個  グ 全
用具 資料。設備

。笛の見本

学 習 の F価

。笛の見本

。学習への興味をも
つことができる。

。笛の構造図解

・OHP

。漸新で独創的 な形 を追求 していく。

・ アイディアを生む手がかりとして,自 然物や人工物 ,

抽象形 などから発展 させてい く。

・構造の特徴や違し

がわかる。

・ 1本時の学習を振 り返 り,次時へのめあてをみつけ |

1出す。                   |

。制作工程 をおおまかに知る。

○発展的に考えられ
る。

①違いや良さがわか

る。

①制作意欲がもてる

。機能と形の美しさ

とのかかわりがわ

かる。

ノ
↑
ヽ

。参考作品

。粘土

・ スケ ッチブ ッ

ク

・ 参考作品

。用と美のかかわり

を理解して形を考
えていける。

・ ホ1作工程表 。学習の見通 しがつ

き,意欲を持つ こ
とがで きる。
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第28回函館大会 (昭和53年 )

I 題   材 「りゅうの話」をかこう

H 題材について

「りゅうのお話」は、中国民話の一つである。その民話の中で登場する「りゅうJに、自分を託すことによって、

子どもたちの創造的な表現力を刺激し、豊かな想像をふくらませてやりたい。

子どもたちは、まだ概念的な色のとらえ方もしているので、今回は特に色の指導をとおして表わしたい感じを色

で表現することや変化のある色をくふうすることによって子どもの色感を高めさせてやりたい。

お話のイメージを効果的に表わすためにスタンピングの技法を駆り入れ、子どもたちの遺形的体験をさらに深め

させてやりたい。

函館市立湯川小学校

指導者 石 垣

目  標

1 お話から情感や印象を適確につかみ、自分なりの考えもって表現させる。

2.周囲の情景と関連づけながら、場面の中心となるものをはっきりかかせる。

3.お話の感じをだすように色で明暗や濃淡やかき方 (技法)を くふうさせる。

Ⅳ 指 導計画 (3時間扱い)

発 想  1.お 話を聞いて受けた感じや気持をもとにかきたい場面について話し合わせる。…

由美子

構 想  2.表 わしたい感じをしっかりつかませ、下絵をかかせる。…・

匿三:コ∃ 3.場面の感じがでるように色をくふうしてかかせる。

鑑 賞  5.で きた作品について話し合わせる。

V本 時 案

1 題   材 強いりゅうをかこう。

2 目   標 0カ強いりゅうをスタンピングの技法をいかしながら色で表現させる。

3 本時の指導にあたって

3年生としては、このスタンピングの技法は主にデザインの中で経験しているが物語の絵の中で使うのははじ

めてである。

またこの技法を学習に取りいれることは、筆では得られない強い効果がでるので子どもひとりひとりのイメー

ジを広げさせて生き生きとした表現につながることと思われる。

一-223-―

4 さらに強める色やつ けたす色 を考 えさせて仕 上げさせ る。

ロボットを作ろう

第30回全国大会・第27回全道大会 (昭和52年 )

1 め あ て

(1)紙類や身近にある材料を使って、簡単な動

きをするロボットを作る。

(2)集めた材料の特質を生かし、それを効果的

に表すことができるようにくふうする。

2 指導にあたって

○学級の子どもたちは虫や動物やロボットなど

が好きであり、中でも動くロボットやロケ ン

トなどには特に興味や関心をもっている。

身近にある材料を使って簡単な動きをするロ

ボットをくふうして作ることは、子どもの生

活感情と結びついたものであり、又集めた材

料の特質を生かし自分たちの作ったもので遊

ぶことは、子どもたちの創像意欲を高めるこ

とができると考える。

5.指 導過 程

札幌市立東光小学校 2年 37名
指導者   芝 木 秀 昭

1

2

い疇
)

1.5

0.5

○しかし、子どもたちの表現能力から、高度な

機構を使った動きをする作品を作ることは無

理なので「ひもを引くと動く」ことを条件に

して、目や口などが単純に動き、楽しく遊べ

るものを作らせたい。又、できあがった作品

よりも喜々としてとりくむ姿の中でなされた

努力やくふうも大切にしたい。

3.指 導 計 画 -5時 間扱い一一

〇第 1次 構想を練に材料を集める…  1時間

○第 2次 製作         … 3.5時間

○第 3次 作品を使って遊ぶ   … 0.5R寺間

4.準  備

○用具・・・カッターナイフ、はさみ、ものさし

○材料…接着剤、身辺材料、空箱、色画用紙

学 習 活 動

1.作lalを もとにひ
もを引くと動くし

くみを考える。

2 作りたいロボッ
トを絵にかきどこ

を動かすか考える。

3.計画をたて材料
を集める。

4 材料をくみあわ
せ、順序を考えて

作る。

5 動きぐあいを確
かめて手直しをす

る。

6 できあがった作
品を動かして遊ぶ。

○作lalを 見せ、作るもの、条件につ

いて指示する。

○条件をもとに楽しい発想をいろい

ろラフスケッチさせ、構想をまと

めさせる。

○どんな形、色、材料で作るか、又、

どんな1順序で製作するか計画をた

てさせる。

○製作 Lの留意点について注意し、

製作させる。

○動きぐあいや丈夫さなどについて

不じゅうぶんな点を指摘し、アド
バイスを与える。

○できた作品を動かして友だちと楽

しく遊ばせる。

指 導 内 容

○発想を幅を広げるため動かすしかけだけを見せる。

○おもしろい、作りたいという意欲をもりしげる。

○自由なアイデアスケッチをさせ、その中からどんな

ものを作るかを決めさせる。

○個別指導をし、しくみや作り方などの不明確な点を

指摘し、ヒントを与える。

○用具、材料、作品など製作しやすいように夕Lしにき

ちんとおかせる。

○接着ゃ補強のくふう、ひものつけ方など、適宣、指

導する。

○動かす部分の取り付けを正確にさせる。

○実際に手で動かして動きぐあいや丈夫さ、外観など

を確かめさせ、不じゅうぶんな点を見つけて手直し

させる。

○自他の作品を動かして、良いところを見つけさせる。

留 意 点

―-222-―



I 題   材 物語の絵「つる」

肛 題材について

この題材はFI」語の教科として学習したものであり、感動性の深い物語であるから、子どもたちは、それなりに主

題をとらえている。しかし、文やことばからくるイメージだけでは、想像豊かな形や色彩にならず単調 (概念的)

な絵になってしまうと思われるので、ここでは、内面からくる子どもの感情をいかに自分の色として変化のある表

現をさせるかということをねらいとしたい。

子どもたちは、今まで色数の少ない概念的な色で簡単にまとめてしまうことが多く、自分の色を作る喜びや自信

を持っていなかったので、混色することによつて、自分の感じたことを自分の色にしていくという自信を持たせ、

制作させたい。そして、絵を構成していくための技法によってもいろいろを表現ができることを知り、表現効果を

高め、子どもたちに成功感を持たせてやりたい。

(日召禾日53■1)

函館市立曇EEI中学構   |
指導者 角 谷 聖

日

　

・
　

・
‐
　

・

椰                              ,

物語から感じたことをはっきりさせ、そ11を手ががりとして豊かを発想をさせう。

主甲に型して12と 全●9叩係をとらえ広
がりのある画面構成をくふうさせる。

自分の秦諄レ4い■持ちを阜や色彩の方法をくふうして章形表現できるよ,に させる。

指 導 計 画

発 想

構 想

お話を読み絵にしてみようという感欲を持たせる。

描きたい場面にっいて話し合わせ、決定させる。

回
□

一羽のつるの視点からあたりのようすを構成さする。

つ るやたかめ戦っそぃる場面 をズフスケ ッチさせ糖お k一般的形態の観察 )

学習

V本 時 秦

うるの動きや群がら方で広がりのある権歯″κふうさせ、下絵をかかせる。

的錫いにとをもとl_tの基イとを奢/形色させ:。 …̈……………̈=…
できた作品を見て感じの出ている所、くムうされている所など、話し合わせる。、……

1.題   材 はげbく 戦JIてい0喝面の空  11.''lr,ナ '   ,             ||
2. 0自 分の色や彩色方法齢ぐぶうし,て変化のある空を表現させるb

3.本 IIIの指導11をた,て  ヽ,I
つ 6と たか力iよげしく戦っている空を洋色や電色によつて自分なりの色を作り、1単 に等でⅢ ′というだけで

なく、色で描くという意識を持たせ、紙質の効果も考えて、変化のある表現をさせ、次時には筆をふったり、

タンホンでちらしたり、等の性法も用いさらにlL2げじさを出lt効果をねらい、感情を色で表現させるH標に

迫らせたい。
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手旨靭 禾呈

学 習 内 容

発

　
　
　

想

本時のねらいの諜認

。自分のめあてをとらえる

力

強いりゅうをかく手だて

学 ′胃 ` 流 れ

強い感じのだし方がわか

る力

本時の学習について話

繊
¨
　

　

想

スタンピングによる製作

スタンビングの技法を生

かす力   |

強いりゅうの感じをだ

す方法を考える。

05

0.5

2

4

1

。下絵をもとにおそろしい感じや不安t味な

感じを話し合わせる。

・ ひとりひとりが自分のりゅうをどんな色

でかくのか考えさせる。

。まわりの色を考えながら、りゅうの強さ

をどのように表わすか話し合わせる。

・色の感じや表現の違う二つの作品を提示

して比較思考させる。

(資 料1.23 スタンピング)

・ スタンピングめ技法でうろこの力強い感

じをだすくふうをさせる。

・話し合いが宅かされているかどうかっ

。お話から受けた感じはでただろうか、確

かめさせる。

・ スタンピングの技法をうまく生かしてい

るか。

・机間巡視をしながらくふうしているもの

は取りあげて広めてやる。

・他の子どもの作品の中から自分にない良

さをみつけさせたい。

留 意 事 項

スタンピングの技法で

りゅうのうろこをかく。

表

　

　

　

現

表現意図のたしかめ

。他の子どものもっている

良さに気づき自分の中に

:取 り入れる力

・ スタシビングの技法でカ

強いりゅうの感じが表わ

せたかわかるカ

あらわれている

製作途中の作品を鑑賞

する。

鑑
　
　

　

賞

次時予告とあとしまつ

。あとしまつのf上方

くふうされて
いるか

りゅうの力強い感じがさらにでるよ

くふうきせる。

。画面から目を離して細お

`み

、l●、色の
調子をとらえていかせる。

。次時予告

。あとしまつをきちんとさせる。

―-224-―



米づ く りの道 具

(愛宕をひらいた人々)小 6・ 鑑

第29回旭り|1大会 (昭和54年 )

: 題材について
表現と鑑賞は、表裏一体のものであるといわれるが、現実には描き、つくり、節るといった表現活動に比

べ、
｀`
みつめ
″`
みきわめ
″
といった具体的な手だてをllつ鑑賞活動の実『支例は少ない。

かって5年生の子どもたちに、 うわぐつを描かせた実践で、ある子が
い
きれいではないが美しい

″
という感想

を詩に書き織つたのを思い出す。うわぐつの持つふくらみやよごれ、質感といった造形的なものの表現を通し
つ

かみとりながら、同時に対象の持つすばらしさや価値に気づいたわけで、この心情的な対象とのかかわりの部分

はすでに鑑賞の眼であつたと今思うのである。
¨
みつめ
′′ ¨
みきわめ
″ ｀
みとった
″
ものを造形的に表現する一一つまり表I見。 

｀
みつめ
′′ い
みきわめ
′′ ｀
感

じとった
″
対象を、内面的な高まりとして価値づけていく一一つまり鑑賞。

こうした身のまわりにある対象と、かかわりながら、それらの持つすばらしさや価値に気づき、言えること、

それら力壻空実に
｀
ゴッホの絵はすばらしい

″ い
ロダンの彫刻が美しい

″
と言える鑑賞の素地となり、それらを鋭

く見ぬく眼をきたえることを考える。

もともと屯田兵によってtlJり 拓かれた美田が広がっていた愛宥は今、新典lI宅街である。日乍年まで水田だった

土地が次次と宅地となり、きらびやかな家が新築されていく。こうした中で離農していく農家からオキちこまれた

農具類が教材室に数多く収納されている。

昨年子どもたちは、愛宕活動で米づくりに取組み、一粒のもみから稲刈り、もちつきによる収穫祭まで、ひと

とおりの苦労に汗を流している。

こうしたf皮等に、農其の中から米づくりにかかわる道具をみせ
｀
みつめ
″ ｀
みきわめ
″ ｀
みとって
″
描くこと

を通し、これらの道具を使って生産に励んだ人々の知恵やエネルギーを感得させるのは、ともすれば、道具にl■

われている人 (自 分も含めて)や 、人と道具とのかかわりを考えさせ、自分のくらしを見つめ直させるきっかけ

にもなるσではないかと考えた。

更に、こうした、米づくりの道其を見とらせ、感得させる発展として、愛宕をひらいた人々の姿を構想によっ

て描く、あるいは版によって表すことも考えている。

1旨導  原

児童  愛宕小学校

〓
一　
名

良

４

2. 目

(1)

(2)

(3)

欄   |        |||  ■ '

米づくりの道具を見させ
い
見とって描く

″
活動とかかわらせながら、道共の持つよ,|を 1膵 14ら せ

″
ぅ。

学 習 内 容

り
　
ｈ
″

使

わ

を

か

具

か

遭

の

の

具

ら

道

れ

と

こ

人

発

　

　

　

想

3.

(1)

場面の想起

。はげしく戦っている場面

の空を描くことの確認

¨  :
・自分の気|キちを変イヒのあ

る空に表現していくこと

●がわかる。      `

変化のある空への手だて

かせ話 し合 う

(2)米 づ くり道具

作カー ドに書か

(3)そ れぞれに見

に、必要 に応 じ

米づ くりの道具 を見せ、

Ｉ

・

章̈
輔

学 暫 の 流 れ

をくおじk愧:Lちそ表1さを1絡ぎ感1とったものを制
1塙蜂′生:lρ感IFア 1114制 tカ

ードに書

せ る

分

・

とったもの、感じとったこと

ては実物も見させ話し合う

・の

構

　
　
　
想

本時の学習について話

しあう

。どんな色 をもとにして変

化をつ けていくか考 える

学習のあて,を 知る。

。図 Iノ ー ト、下絵 をもとに場面のようす

を想起 させ、テープをF41く ことによつて

さらにはっきりさせる。

・ 自分が一羽のつ るとしてどんな気持 ちか

話 し合わせ る。

。自分の表現 したい気持 ちをはっきりさせ

る。

・ 色 カー ド (5(逢 )を 見ながら出 したい色

を考 えさせる。

。つ るやたかをとりまく空

山の陰 になる遠 くの空

手南|に 広がる空

左右 に広がる空

。色 と水の量 (色 の濃薄、にじみ)混色電

色 、筆致等の表現技法 に気づかせる。

・ 自分の使 いたい色や方法 を紙 に試 しなが

ら描 き進め させ る。

。自分の色 に自信 をキ|っ て着彩 させる。

・ 考 える手がかりを理解 しているか。

,表現方法のよかったところはどこか。  |

を、絵 制作カー

留  意  事  項

資料を見て変化のつけ方

や表現方法がわかる。

どんな空の色にするか

考える。
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表

　

　

　

現

ドを手がかり

製作

。広がリカギLる よ うに変化

を考えて色 をつ ける。

51寺間

1日寺間

3日 +尉 J

l時間 (本日寺)

つ けるか考 える。

鑑

　

　

　

賞

表現意図の確 かめ

。自分の気持 ちを変化のあ

る空 に表現で きたか。

次時予告・ あとしまつ

り

た

が

出

友だちの作∴占を見て話

し合う̂

―-226-―



‖ⅢⅢ剛Ⅲ‖第29回旭川大会佃蘇

“

″■)

1.題材について              ,
中学生になると、自己中心的な小学校時代から脱皮し、自分を他とのかかわりの中でとらえようとす

る

社会的な目が育つ段階であり、それだけ知的、論理的な考え方を大切にする時期でもある。

現在の社会の中では、テレビ、映画、雑誌など、他から送りこまれてくる種々の情報を深く見つめるこ

となしに表面的にとらえ、美術作品などについても「誰々の作品である」というような知識だけを
つめこ

む生徒に終ってしまいがちである。

幸いにして旭川は、中原悌二郎ゆかりの地であることから、彼の生涯作品ll点のうち10点を有しており、

市民の大きな財産となっている。又、過去10年来中原悌二郎賞を設定し、全国より著名な作品を集収して

おり、日頃市民の目にふれる機会も多い。

しかし、生徒連は、それらの作品に思いをはせ、自分とのかかわりで深く見つめるといつた意識に欠け

るのが現状である。

そこで、こうした機会を通して、中原悌二郎をはじめ市内にあるこ、れら彫塑作品にじかにふれ、その美

しき、良さを味わせ彫塑に規しませたい。こうした学習を重ねることによって育てられた、見方、考え方

があらゆる表現活動の基にちるであろう。、

2.目 欄
中原悌二郎や他の彫塑作品の鑑賞を通して、彫塑の美しさを味わい、楽しむ態度を育てるとと

の需1作に対する意欲を高める。

3.指導計画

運動する友だち (彫 )⑩

全体の動き、つり合いを

考えて友だちをつくろう

※この子どもたちがたどった題材系統関連

・ 3年     o4年

１

　

　

●

■

〓

襲

，

Ｉ

Ｉ

電

ミ

ー

ヽ

Ｉ

●
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

〓

．１

“

―

，

，
―

サ

ー

蟻

Ｆ

一

１

oOす る友だ

4.
準 備
中原悌二郎彫塑作品、その他彫塑作品

鑑賞カー ド

◎愛宕活動から

05

表情、手の動きに注意して

友だちを描こう

4.本時の学習
(1)日 標
① それぞれが描いた作品l表現の過程で利用した制作カードを手がかりにしながら、米づくりの道
具が持つ特質や、そのはたらきをよみとり、人々の知恵のすばらしさを感じとらせる。
② 自分のくらしの中にある、さまざまな道具とのかかわり方についての考えを持たせる。
(2)準 備

① 教師―――o米づくりの道具類
② 児童――一〇作品、制作カード

(3)流  れ

〇 も`み、をみて

oVTR(NHK教 育テレビ 録音テープ)

O学校のまわり

―-229-―

喜びや力強さ、たくま

を表わそう

○米づくりの道
具

○田植え、稲刈
り(本版 )

○本時の学習の進め方について話す。
。なかま相互の作品と詩を手がか

りに、視点をきめて。

①描きとったもの、感じとったも
のを、まずグループで話し合い。

②グループ全体の意見として描き

とったもの、感じとったものを
全体で話し合うこと。

○描きとったもの、感じとったもの

をまとめる。

○こうした米づくりの道具を倉1り 出
し、使うことで生産に取組んだ人
々の知恵やエネルギーについてイ
メージを浮ばせ話し合わせる。

○くらしの中での自分と道具とのか

かわりについて考えさせる。

教 師 の 働 き か け

○愛宕をひらい
た人々(本版 )

○自分の作品、詩から、描きとったもの

感じとったものをはっきりさせ、グル

ープのなかまに提起し、意見交換する。

○グループごとに描きとったもの、感 じ

とったことを発表し、意見交換する。

○制作カー ドにまとめる。

○まとめと、米づくりの体験などから道
具を創り出した人々の気持ちや知恵や
工夫などを考える。

○これらの道具を使って生産に取組んだ

人たちの気持ちやエネルギーを考える。

○日頃の自分たちと道具のかかわりにつ

いて考える。

童  の 動 留  意  点
○必要に応じて米づく

りの道具を見させる。

O制作カー ドを不可用さ
せる。

―-228-―

○道具への価値づけ

〇制作カードにまとめ

させる。
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汁
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論
文
ダ
イ
ジ

ェ
ス
ト

ひ
と
頃
、
児
童
画
ブ
ー
ム
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ

る
ほ
ど
児
童
画
が
社
会
の
関
心
を
集
め
ま
し
た
。
ブ

ー
ム
と
は
蜂
な
ど
が
群
れ
て
い
る
羽
音
が
そ
の
語
源

だ
そ
う
で
す
が
、
子
ど
も
の
絵
が
な
ぜ
こ
ん
な
に
騒

が
れ
た
の
か
考
え
て
み
ま
す
と
、
ま
ず
子
ど
も
に
は

子
ど
も
の
世
界
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
戦
後
の

新
し
い
教
育
観
か
ら
、
戦
前
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た

よ
う
な
自
由
奔
放
な
子
ど
も
の
絵
が
出
現
し
そ
こ
に

焦
点
が
向
け
ら
れ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
伴
っ

て
児
童
心
理
や
児
童
画
教
育
の
研
究
が
盛
ん
に
な
り

画
塾
の
流
行
、
児
童
画
展
や
コ
ン
ク
ー
ル
の
流
行
、

外
国
児
童
画
の
紹
介
、
映
画
や
ス
ラ
イ
ド
の
製
作
、

美
術
出
版
の
増
大
、
精
神
衛
生
面
か
ら
の
児
童
画
に

よ
る
診
断
な
ど
を
通
し
て
、
お
と
な
が
子
ど
も
の
絵

237236235233"l

5.流  れ

動士́
Ц

の徒生動士́ｕ
の師教

・旭′||にあ

出させる
0本時の鑑
。中原悌二

。中原悌二

単な説明

る彫塑作品について思い

賞学習について知らせる

郎のおいたちを知らせる

郎の作品をみせながら簡

をする

VTRを

新
妻
　
清

（二
代
委
員
長
）

一九六正準∝釧鉢神

子
ど
も
の
絵
を
め
ぐ

っ
て

解説者の:

文化会館 ;

る。オシノ

加 藤 5

舟 越 f

彫塑作品釜

われらのr

三せる

,え 等をまとめ確認する

[び週辺の作品を紹介す

プザッキン「人間の森」

: 清   「首J
t 武   「原の城」
[賞についての注意・連絡

:品を鑑賞させる

留意点。その他

の配布

布配

る

の

う

かから素直

せたい。

3量 [][振 li鑑
賞し、鑑賞力

|。 個別指導を

集合し注霜 連絡をする。

とどめる。

集合し、鑑賞カードの提出。

え る

―-230-―

交通に対する注意。



に
関
心
や
興
味
を
も
ち
、
そ
れ
が
時
代
の
波
に
乗
っ

た
と
い
う
こ
と
で
し
よ
う
。

（中
略
）

児
童
画
展
の
功
罪
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
論
議
が

ぁ
り
ま
す
が
、
応
募
数
が
多
く
な
る
ほ
ど
落
選
す
る

子
ど
も
が
多
く
な
っ
て
そ
れ
だ
け
子
ど
も
に
劣
感
を

持
え
せ
る
か
ら
い
け
な
い
と
か
、
或
は
入
選
し
た
絵

特
に
入
賞
画
だ
け
を
よ
い
絵
だ
と
信
じ
こ
ん
で
そ
れ

を
真
似
す
る
危
険
が
あ
る
と
い
う
反
対
論
も
あ
り
ま

す
が
、
し
か
し
、
展
覧
会
に
出
品
す
る
こ
と
に
よ
つ

て
自
信
も
つ
く
し
、
さ
ら
に
他
人
の
絵
を
見
て
自
分

自
身
の
経
験
の
幅
を
拡
げ
、
新
し
い
発
想
や
技
術
を

発
見
す
る
手
が
か
り
に
な
り
、
社
会
性
を
も
拡
大
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
賛
成
の
意
見
も
あ
り
、
と

に
か
く
、
こ
れ
ら
児
童
画
展
が
開
か
れ
る
こ
と
で
児

童
画
が
大
き
な
進
歩
を
し
た
こ
と
は
事
実
だ
と
思
い

ま
す
。
子
ど
も
の
絵
が
子
ど
も
の
絵
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
大
正
時
代
に
画
家
の
山
本
鼎
氏

が
自
由
画
運
動
を
提
唱
し
て
か
ら
で
す
が
、
そ
れ
以

前
の
明
治
時
代
は
図
画
手
本
を
臨
画
し
て
、
描
く
技

術
を
習
得
さ
せ
る
こ
と
に
主
眼
を
お
い
て
い
ま
し
た
ｏ

つ
ま
り
こ
の
時
代
の
教
育
思
潮
の
根
底
に
は
、
子
ど

も
は
ぉ
と
な
に
な
る
た
め
の
準
備
と
し
て
教
育
を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
、
経

済
政
策
と
し
て
も
早
く
欧
米
諸
国
に
追
い
つ
こ
う
と

い
う
国
情
に
も
起
因
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

山
本
鼎
氏
は
こ
の
よ
う
な
臨
画
教
育
に
飽
き
た
ら

ず
自
然
主
義
的
な
人
道
主
義
な
立
場
か
ら

「子
ど
も

に
は
子
ど
も
の
世
界
が
あ
る
。
子
ど
も
を
自
然
の
野

に
放
し
、
自
然
が
持
っ
て
い
る
美
の
秋
序
を
感
じ
と

ら
せ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
や
が
て
子
ど
も
は
自
我
や

個
性
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
」
と
信
じ
て

自
由
画
の
方
向
を
打
ち
出
し
た
わ
け
で
当
時
の
図
画

教
育
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
が
、
階
し
い

こ
と
に
は

一
般
の
教
師
が

「自
然
を
感
じ
る
教
育
」

へ
進
む
こ
と
が
な
さ
れ
ず
、
単
に

「自
然
を
写
し
と

る
教
育
」
つ
ま
り
写
生
偏
重
に
走
っ
て
し
ま
っ
た
た

め
に
、
山
本
氏
の
精
神
が
具
現
さ
れ
ず
、
図
画
手
本

を
臨
写
す
る
こ
と
か
ら
た
だ
自
然
を
写
す
こ
と
に
代

わ
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
ｏ
し
か
し
戦
後
の

現
在
で
は
児
童
心
理
の
研
究
や
児
童
画
研
究
教
師
の

努
力
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
が
自
分
で
感
じ
た
と
お
り

の
表
現
を
し
た
絵
、
創
造
性
に
富
ん
だ
子
ど
も
ら
し

い
純
真
を
絵
が
随
所
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

だ
が
全
部
の
児
童
画
が
こ
の
よ
う
に
子
ど
も
本
来

の
姿
に
な
っ
た
か
と
い
う
と
そ
う
で
も
な
く
ま
だ
お

と
な
が
考
え
て
い
る
風
景
画
、
静
物
画
、
人
物
画
と

ぃ
ぅ
よ
う
な
形
式
的
な
枠
に
囚
わ
れ
、
や
や
も
す
る

と
学
級
の
子
ど
も
全
部
に
類
型
的
な
絵
を
描
か
せ
る

指
導
が
日
本
の
教
師
の
中
に
残
存
し
て
お
り
ま
す
し

一
般
人
の
中
に
も
写
真
で
写
し
た
よ
う
に
形
も
大
小

も
遠
近
、
色
彩
な
ど
常
識
的
に
整
っ
て
い
な
け
れ
ば

満
足
で
き
な
い
と
い
う
考
え
方
が
残

っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

写
真
の
よ
う
に
、
き
ち
ん
と
説
明
的
に
整
っ
た
絵

を
描
く
こ
と
も
必
要
で
す
し
、
そ
れ
が
生
活
の
実
用

に
役
立
つ
場
合
も
あ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
が
絵
の

総
て
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
写
真
機
で
写
し
た
方

が
よ
り
優
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
で
し
よ
う
。（中
略
）

子
ど
も
は
、
見
え
る
通
り
に
描
く
の
で
は
な
く
、

知
っ
て
い
る
通
り
に
描
く
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

知
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
知
識
と
し
て
で

は
な
く
、
む
し
ろ
知
識
に
禍
い
さ
れ
な
い
体
験
の
内

で
培
わ
れ
た
も
の
、
そ
う
い
う
意
識
が
素
直
に
ひ
ら

め
き
、
そ
れ
が
絵
と
な
っ
て
表
現
さ
れ
て
来
る
と
思

う
の
で
す
。
つ
ま
り
感
性
と
い
う
こ
と
で
は
絵
も
詩

も
音
楽
も
同
じ
だ
と
言
わ
れ
ま
す
が

「
も
の
を
感
じ

と
る
心
」
を
私
た
ち
は
養
っ
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
感
じ
と
る
心
と
か
、
何
に
感
動

す
る
か
は
各
人
に
よ
つ
て
異
り
、
そ
の
人
の
知
識
や

体
験
や
感
覚
に
よ
っ
て
違
う
の
で
、
こ
の
こ
と
は
絵

を
描
く
こ
と
よ
り
、
む
し
ろ
そ
れ
以
前
の
、
そ
の
人

の
生
き
方
、
生
活
の
み
つ
め
方
の
問
題
で
、
こ
こ
に

児
童
画
指
導
の
要
点
が
ぁ
る
と
思
う
の
で
す
。
（中
略
）

絵
を
描
く
と
い
う
こ
と
は
自
己
の
内
に
あ
る
も
の

を
表
現
す
る
こ
と
で
す
か
ら
、
当
然
自
主
的
と
か
創

造
的
と
い
う
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
来
る
わ
け
で
す

が
、
し
か
し
複
雑
な
社
会
機
構
と
科
学
が
生
ん
だ
消

費
文
化
の
洪
水
に
私
た
ち
は
押
し
流
さ
れ
、
機
械
の

便
利
さ
と
非
情
に
人
間
性
を
失
い
、
い
つ
の
ま
に
か

出
来
合
い
の
も
の
で
間
に
合
わ
せ
る
受
動
的
な
生
活

に
馴
れ
っ
こ
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
ぅ

か
。
で
す
か
ら
空
は
青
、
本
は
緑
、
屋
根
は
赤
と
い

う
よ
う
に
固
定
化
し
た
無
性
格
な
概
念
画
に
終
っ
て

し
ま
い
、
（中
略
）
単
な
る
季
節
や
社
会
的
行
事
の
説

明
画
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
の
で
、
子
ど
も
が
子
ど

も
の
生
活
の
中
か
ら

「
お
ど
ろ
き
」
と
か

「
ひ
ら
め

き
」
を
発
見
で
き
る
よ
う
に
し
て
や
り
た
い
。
泥
を

こ
ね
て
遊
ぶ
手
、
鉛
筆
を
握
っ
て
勉
強
す
る
手
、
ぉ

手
伝
す
る
手
そ
の
ど
れ
も
が
同

一
の
子
ど
も
の
手
で

あ
り
、
そ
の
子
ど
も
の
生
活
の
体
験
の
根
に
つ
な
が

っ
て
い
る
手
な
の
で
、
朝
に
夕
に
生
活
し
て
い
る
内

に
お
の
ず
か
ら
積
み
重
な
っ
て
造
形
の
芽
が
生
ま
れ

て
来
る
も
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
（中
略
）

そ
ん
な
心
情
を
育
て
な
が
ら
家
中
の
者
が
子
ど
も

の
絵
を
見
て
は
げ
ま
し
話
合
っ
て
や
る
と
こ
ろ
に
、

子
ど
も
自
身
が
自
分
の
生
活
を
大
切
に
し
て
、
人
ま

ね
で
な
く
自
主
的
に
、
よ
り
美
し
い
も
の
、
よ
り
正

し
い
も
の
、
よ
り
清
ら
か
な
も
の
を
求
め
る
心
に
な

る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
ぅ
か
。
こ
れ
は
生
き
る
力

，

Ｉ

一，
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、
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ユ
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苺
憑
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ュ
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，
　
，

の
根
源
と
な
る
も
の
だ
と
思
う
の
で
す
。

こ
の
素
朴
な
子
ど
も
の
感
動
、
ひ
ら
め
き
は
、
矛

盾
を
は
ら
む
社
会
の
圧
迫
な
ど
の
た
め
に
、
ね
じ
曲

げ
ら
れ
た
く
な
い
も
の
だ
と
思
う
の
で
す
。
（後
略
）

画
用
紙
に
よ
る

立
体
設
計
を
提
案
す
る

立
体
設
計
は
俗
に
い
う
模
型
で
は
な
い
。
実
物
大

の
立
体
を
画
用
紙
な
ど
で
つ
く
っ
て
み
て
、
形
が
き

ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
型
紙
と
し
て
利
用
す
る
場
合
が

多
い
か
ら
、
む
し
ろ

「
か
た
紙
」
に
近
い
と
い
え
る
。

■
　
とス
楽
に
立
体
を
つ
く
る
こ
と
。

子
ど
も
が
絵
を
か
く
気
安
さ
で
、
立
体
を
つ
く
れ

た
ら
と
思
う
。

子
ど
も
は
、
ふ
だ
ん
の
生
活
の
中
で
、
い
や
と
い

う
ほ
ど
立
体
と
つ
き
合
っ
て
い
な
が
ら
、
表
現
の
面

に
な
る
と
、
た
と
え
ば
粘
土
で
つ
く
る
場
合
で
も
、

い
も
つ
平
面
化
の
傾
向
を
も
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
に
さ
か
ら
っ
て
、
自
由
な
立
体

構
成
に
ま
で
導
く
に
は
、
材
料
の
扱
い
方
に
つ
い
て

「
切
る
Ｌ
つ
け
る
」
を
主
な
指
導
内
容
と
す
る
従
来

の
方
式
で
は
不
完
全
で
あ
る
つ
ま
り
、「切
る
」と
「
つ

け
る
」
と
か
、「立
体
と
、
ど
う
結
び
つ
く
か
」
と
い

う
点
を
あ
き
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

ｌ
　
切
る
、
つ
け
る

こ
こ
で

「切
る
」
と
い
う
の
は
、
平
面
か
ら
形
を

切
り
と
る
こ
と
で
あ
る
。
形
を
き
り
と
る
だ
け
で
終

わ
る
と
き
は
、
ど
ん
な
切
り
方
で
も
か
ま
わ
な
い
が

切
り
と
っ
た
そ
の
へ
り
を
他
の
へ
り
に
つ
け
よ
う
と

す
る
場
合
は
、
接
着
面
又
は
切
着
線
が
で
き
る
だ
け

大
き
く
な
る
よ
う
な
切
り
方
の
工
夫
が
必
要
に
な
っ

っ
て
来
る
。

北
海
道
学
芸
大
学
付
属
学
校
共
同
研
究
会
編

「学
習
指
導
の
実
践
的
研
究
、
小
学
校
編
」

一
九
六
三

・
一
〇

・
九
、
六
〇
〇
字

Ｉ
　
新
造
語

「立
体
設
計
」

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
本
来
立
体
と
し
て
あ
る

イ
メ
ー
ジ
を
見
取
図
や
投
影
図
に
な
お
す
こ
と
は
、

か
な
り
の
難
題
で
ぁ
る
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
図
示
上

の
問
題
の
た
め
に
ゆ
が
め
ら
れ
て
、
実
際
の
工
作
に

う
ま
く
つ
な
が
ら
な
い
場
合
が
多
い
。

紙
に
よ
る
立
体
設
計
と
い
う
の
は
、
図
に
こ
だ
わ

ら
な
い
で
、
最
初
か
ら
立
体
の
形
式
に
よ
っ
て
設
計

す
る
か
ら
、
図
が
か
け
な
い
た
め
に
お
き
る
不
都
合

は
解
明
す
る
。

伊
藤
　
東



木
工
の
相
欠
き
、
３
枚
組
み
、
紙
工
、
金
工
の
の

り
し
ろ
等
は
、「接
着
力
が
接
着
面
積
に
比
例
す
る
」

と
い
う
法
則
を
み
た
す
た
め
の
手
段
で
あ
っ
た
が
、

紙
の
場
合
、
糊
代
な
し
で
組
み
立
て
る
と
き
は
、
切

り
回
の
ぎ
ぎ
ぎ
ざ
は
著
し
く
接
着
力
を
阻
害
す
る
。

な
め
ら
か
な
切
り
方
は
、
接
着
と
関
係
づ
け
た
切
り

方
だ
と
い
え
る
。

２
　
支
え
る
、
固
定
す
る
、安
定
す
る
、
補
強
す
る

一
体
平
面
が
立
つ
た
め
に
は
、
互
に
支
え
合
う
２

面
と
、
そ
の
２
面
の
支
え
合
う
関
係
を
固
定
す
る
働

き
を
も
つ
も
う

一
つ
の
面
が
必
要
で
あ
る
。

あ
る
角
度
を
も
つ
２
面
は
、
屏
風
の
よ
う
に
立
つ

こ
と
も
で
き
る
し
、
屋
根
の
よ
う
に
立
つ
こ
と
も
で

き
る
が
、
そ
の
目
に
見
え
る
２
面
の
他
に
、
机
や
、

地
面
の
よ
う
な
第
３
の
面
が
、
前
の
２
面
の
あ
る
角

度
を

一
定
に
保
っ
て
い
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

固
定
さ
れ
た
立
体
は
、
た
お
さ
れ
て
も
、
お
互
い

の
関
係
を
変
え
る
こ
と
は
な
く
な
る
が
、
す
こ
し
ば

か
り
の
力
で
倒
れ
な
い
た
め
に
、
台
を
広
げ
た
り
、

重
心
を
さ
げ
た
り
し
て
、
安
定
を
は
か
る
こ
と
も
必

要
で
あ
る
。

更
に
ま
た
、
そ
の
弱
々
し
い
紙
の
へ
り
を
折
り
ま

げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
比
較
的
つ
よ
い
も
の
に
変
え

る
補
強
が
必
要
な
場
合
も
あ
る
。

「
切
る
≒
つ
け
る
」
と
い
う
こ
と
を
、
仮
に
第

一

の
技
法
と
考
え
る
と

「支
え
る
〓
固
定
す
る
〓
安
定

す
る
Ｌ
補
強
す
る
」な
ど
は
、第
二
の
技
法
と
い
え
る
。

従
来
は
、
そ
の
第

一
の
技
法
だ
け
を
基
礎
と
考
え

て
、
あ
と
は
一
足
飛
び
に
目
的
の
作
品
に
と
り
組
ん

だ
か
ら
、
知
ら
ず
知
ら
ず
、
第
二
の
技
法
を
工
夫
し

た
者
以
外
は
、
す
べ
て
原
因
不
明
の
失
敗
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
定
の

「
つ
く
り
方
」
に
従
い
、
形
の
模
倣
が
横

行
し
た
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
創
造
性
の
欠
如
と
い

う
よ
り
も
、
立
体
の
み
方
に
つ
い
て
、
未
分
化
で
あ

っ
た
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
み
て
、
気
楽
に
立
体
を
つ
く

る
た
め
に
は
、
立
体
の
表
面
か
ら
見
え
る
形
の

「
き

り
方
Ｌ
つ
け
方
」
の
ほ
か
に
、
そ
の
形
の
負
っ
て
い

る
機
能
面
と
し
て

「支
え
る
Ｌ
固
定
す
る
Ｌ
安
定
す

る
Ｌ
補
強
す
る
」
な
ど
に
つ
い
て
意
識
さ
せ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

３
　
ふ
く
ら
み

・
遠
近

。
か
げ

・
表
面
処
理
立
体

の
形
の
上
で
考
え
ら
れ
る
面
も
あ
る
。
ふ
く
ら
み
を

っ
け
、
遠
近
を
考
慮
し
、
か
げ
を
つ
く
り
、
単
純
な

平
面
に
変
化
を
あ
た
え
る
よ
う
な
表
面
処
理
の
方
法

が
工
夫
さ
れ
る
。

立
体
設
計
は
、
気
が
る
に
画
用
紙
か
ら
求
め
る
形

を
切
り
と
り
、
次
に
そ
れ
を
ど
の
空
間
に
位
置
づ
け

る
か
を
決
め
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

空
間
に
位
置
づ
け
る
と
き
、「支
え
る
Ｌ
固
定
す
る
」

な
ど
の
技
法
が
当
然
つ
か
わ
れ
る
が
、
そ
れ
を
よ
り

立
体
的
に
す
る
た
め
に

「
ふ
く
ら
み
」
が
あ
た
え
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。

立
体
の
ふ
く
ら
み
を
、
平
面
材
に
よ
っ
て
つ
け
る

た
め
に
は
、
従
来
展
開
図
を
必
要
と
し
、
そ
の
展
開

図
の
故
に
投
影
図
を
必
要
と
し
た
が
、
画
用
紙
に
よ

る
立
体
設
計
で
は
、
メ
ノ
コ
算
式
に
つ
ぎ
は
ぎ
覚
悟

の
試
行
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
る
。

４
　
立
体
設
計
が
終
っ
て
か
ら

立
体
設
計
が
終
っ
た
あ
と
、
セ
メ
ン
ト
の
型
わ
く

な
ど
を
除
い
て
は
殆
ん
ど
す
べ
て
、
て
い
ね
い
に
は

ぎ
と
っ
て
型
紙
と
し
て
使
う
。

紙
の
工
作
は
勿
論
板
の
工
作
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、

板
金
工
作
等
を
含
め
て
、
広
く
、
平
面
材
全
体
の
立

体
計
画
に
使
え
る
の
が
長
所
で
あ
る
。

Ⅲ
　
立
体
設
計
か
ら
投
影
図
ヘ

立
体
設
計
と
投
影
図
法
と
は
、
同

一
の
原
理
に
立

っ
て
い
る
・・…

　

（省
略
）

Ⅳ
　
平
面
材
を
紙
に
し
ぼ
る
こ
と

立
体
設
計
と
の
関
係
に
お
い
て
、
平
面
材
の
あ
つ

か
い
を
紙
に
し
ぼ
る
こ
と
は
か
え
っ
て
、
他
の
広
い

範
囲
の
材
料
の
扱
い
方
に
ま
で
発
展
さ
せ
る
上
で
効

果
的
で
あ
る
と
考
え
る
。
・
（以
下
略
）

新
し
い
空
想
画
の
指
導

空
想
画
を
、
ど
の
よ
う
に
取
扱
っ
た
ら
よ
い
か
、

と
い
う
あ
な
た
の
質
問
に
対
し
、
か
つ
て
同
じ
よ
う

な
疑
間
を
持
っ
た

一
人
と
し
て
、
最
近
の
考
え
や
実

践
の
一
部
を
ほ
ん
の
参
考
ま
で
に
述
べ
て
み
ま
す
。

二
つ
の
人
工
衛
星
が
地
球
を
め
ぐ
り
出
し
て
か
ら

多
く
の
波
紋
が
渦
を
ま
い
て
、
世
界
を
動
揺
さ
せ
て

い
る
の
で
す
が
、
そ
の
中
の
大
き
な
問
題
の
一
つ
は

教
育
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

理
工
系
教
育
の
強
化
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

反
面
、
芸
術
教
育
が
、
う
し
ろ
に
か
く
れ
て
し
ま
い

そ
う
な
、
と
い
う
あ
な
た
の
危
惰
は
、
全
く
指
摘
さ

れ
る
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。

ほ
ん
の
わ
れ
わ
れ
の
身
近
か
の
、
教
師
や
父
兄
の

間
で
、
考
え
ら
れ
、
、
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
け
で

も
、
な
か
な
か
容
易
な
ら
ぬ
問
題
の
あ
る
こ
と
が
窺

わ
れ
て
い
ま
す
。

荒
木
愛
子

（札
幌

・
桑
園
小
）

一
九
五
六

・
一
・
五

薪

し
い
児
童
画
の
指
導
」

国
際
学
童
美
術
研
究
会
編

六
、
○
○
○
字

現
に
あ
な
た
が
、Ｐ
Ｔ
Ａ
の
席
上
で
「
図
工
よ
り
も

理
科
を
…
…
」
と
い
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
全
校
生
を

宇
宙
画
と
と
り
く
ま
せ
、
絵
も
ま
た
大
い
に
科
学
的

で
あ
り
、
理
想
や
空
想
を
か
も
し
出
す
温
床
で
あ
る

こ
と
を
誇
示
し
よ
う
と
試
み
た
こ
と
。
私
は
、
若
い

あ
な
た
の
一
図
さ
を
笑
い
な
が
ら
聞
い
た
の
で
し
た

が
、
そ
の
結
果
は
全
く
同
じ
よ
う
な
作
品
ば
か
り
で

き
、
何
が
科
学
的
で
あ
り
、
ど
こ
が
空
想
的
な
の
か

わ
か
ら
な
く
な
っ
た
と
い
う
あ
な
た
の
失
望
を
き
い

て
、こ
れ
は
笑
い
ご
と
で
な
い
と
は
ご
心
っ
た
の
で
す
。

あ
な
た
が
そ
こ
で
、
失
望
し
疑
間
を
持
っ
た
こ
と

に
私
は
敬
意
を
表
し
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
試
み
だ
け

で
事
足
れ
り
と
せ
ず
、
理
論
の
上
で
は
、
創
造
性
を

培
か
う
と
か
、
空
想
を
そ
だ
て
る
と
か
い
い
な
が
ら

さ
て
実
践
の
上
で
は
、
そ
れ
が
ど
こ
で
ど
う
育

っ
て

い
く
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
、
大
問
題
を
、
自
分

の
悩
み
と
し
て
抽
出
さ
れ
た
態
度
は
、
ほ
め
ら
れ
て

い
い
も
の
で
す
。
私
が
笑
い
ご
と
で
な
い
と
い
う
の

は
、
人
工
衛
星
時
代
と
も
い
う
べ
き
、
こ
の
時
期
の

一
現
象
と
し
て
、
非
常
に
多
く
の
試
み
組
、
事
足
れ

り
組
、
そ
し
て
悩
み
組
が
、
わ
れ
わ
れ
の
仲
間
の
あ

ち
ら
こ
ち
ら
に
、
現
わ
れ
て
い
そ
う
な
気
の
す
る
こ

と
な
の
で
し
た
。

い
っ
た
い
、
科
学
推
進
の
た
め
に
、
理
工
系
の
時

間
を
増
や
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
ど
れ
ほ
ど
の
効
果

が
の
ぞ
め
る
で
し
ょ
う
か
。
日
本
の
科
学
が
振
わ
な

か
っ
た
と
す
れ
ば
、
む
つ
か
し
い
公
式
や
数
字
や
、

実
験
な
ど
を
、
記
憶
し
た
り
、
丸
暗
記
し
た
り
す
る

技
術
は
巧
み
に
さ
せ
得
て
も
、
そ
こ
か
ら
ほ
と
ば
し

り
出
る
強
い
感
動
を
得
さ
せ
ら
れ
た
か
、
ど
う
か
。

そ
の
感
動
か
ら
、
飛
躍
展
開
す
る
夢
を
生
む
素
地
―

創
造
性
を
養
い
得
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
原
因
が
あ

る
、
と
い
う
反
省
こ
そ
、
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
素
地
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
は
、
い
か
に
時
間

を
増
し
た
り
等
々
の
、
応
急
手
当
を
し
て
も
、
結
局

は
九
暗
記
の
繰
返
し
が
あ
る
ば
か
り
で
は
な
い
か
。

創
造
性
を
養
う
た
め
の
、
芸
術
教
育
の
重
要
を
、
今

こ
そ
痛
感
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
の
し
ご
と
は
、
絵
描
き
を
作
る
こ
と
で
な

い
と
同
様
、
科
学
者
だ
け
を
作
る
た
め
で
も
な
い
。

人
間
を
作
る
基
礎
教
育
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
の
で
す
か
ら
、
星
が
と
ん
だ
か
ら
と
い
っ
て
あ

わ
て
て
宇
宙
画
を
理
科
と
結
び
つ
け
よ
う
な
ど
の
、

姑
息
な
手
段
を
と
る
こ
と
な
く
、
敢
然
と
お
ち
つ
い

て
、
本
然
の
図
工
教
育
の
あ
る
べ
き
す
が
た
で
、
進

む
べ
き
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
図
工
は
不
要
の
も
の
と

い
う
観
念
が
、
ど
こ
か
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を

作
り
上
げ
た
責
任
者
で
あ
る
わ
れ
わ
れ
図
工
担
当
者

は
、
現
実
の
非
を
鳴
ら
す
前
に
、
大
い
に
反
省
し
て

過
去
の
指
導
の
あ
や
ま
り
を
補
い
、
認
識
を
あ
ら
た
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め
て
も
ら
え
る
だ

け

の
、
実
践

へ
の
努
力
が

必
要

で

す
。ま

ず

「空

想
画
を

か

い
て
ご

ら
ん
」
と

い
う
指
示

で

今

ま

で
、
子
ど
も

に
ど

の
よ
う
な
絵

を
予
想

し
た
か

を
考

え

て
み
ま
す

と
、
あ

る
指
導

書

で
は

「
未
来

の

国
Ｌ
宇
宙
旅
行
Ｌ
虫

の
国
」

は

て
は
「
子
ど
も

の
国
」

を
描

か
せ
る
と
し

て
、
あ
げ

て

い
ま
す
。
「
子
ど
も
が

子
ど
も

に
な

っ
た
と
て
、
な

ん
で
う
れ
し

い
こ
と
が

あ
ろ
」

と
藤
村

は
、
お
ま
ま
ご

と

の
詩

で

い
い
ま
し

た
が
、
子
ど
も

に
向

い
、

と
り
た

て
て
子

ど
も

の
国

を
空
想

さ

せ
る
の
は
、

ふ
し
ぎ
な
考

え
で
す
。

よ
く

絵
本

に
あ

る
、
遊
び
場

の
よ
う
な

こ
と
を
想
定

し
た

も

の
か
と
思

い
ま
す
が
、
他

の
例
題
も
同
様
な
危
険

―
大

人

の
擬
似
空
想

の
お
し

つ
け

に
な

っ
た
場
合

が

多
く
は
な

か

っ
た

で
し

ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
も

の

は
、
空
想
力
を
育

て
な

い
ば

か
り

か
、
む

し
ろ
、
概

念
画

の
練

習

に

こ
そ
役
立

っ
た

こ
と
で
し

ょ
う
。

一
斉

に
課
題

し

て
空
想
画
を

描

か

せ
る

こ
と
、
む

り

に
描

か

せ
ょ
う

と
す

る

こ
と

に
、
む
り
が
あ

る
と

は
、
思

い
ま

せ
ん
か
。

か

つ
て
、
あ
ま
り
に
も
現
実

の
模
写
を

さ

せ
す
ぎ

た
児
童

画

か
ら
、
今

日

の
児
童

画

へ
の
転
換

期

に
、

概
念
く
だ

き

の
シ

ョ
ッ
ク
療
法

と
し

て
、
役
立

て
た

こ
と
も
あ

つ
た
か
も
知
れ
な

い
が
、
す

で
に
そ

の
時

は
過
ぎ

た
よ
う

に
思

い
ま
す
。

そ
う

で
な
く

て
さ
え

こ
の
頃

は
、

ロ
ケ

ッ
ト

・
宇

宙
図

・
火
星
人
な
ど
、
絵
本

や
冒
険
小
説
、

テ
レ
ビ

な
ど

か
ら

の
う
け
う
り
そ

の
ま
ま
を
、
画
面

に
の
せ

る
だ

け
の
無
味
乾
燥

の
絵

が
出

て
き

て
、
が

つ
か
り

し
ま
す
。
そ
れ
は
殆

ん
ど
が
、
自
分

で
興
味

ふ
か
く

観
察

し
た
素

材
を
持
合

わ

さ
た

い
、
概
念
的
な
子
ど

も

で
す
。

も

っ
と
も
低
学
年

や
、

知
識

・
社
会

性

の
お
さ
な

い
子
ど
も

に
は
、
人
工
衛
星
だ

っ
て
、

お
と
な

ほ
ど

驚

く
は
ず

は
な
く
、
は

る
か

ソ
連

の
空

か
ら
、
眼

に

み
え
ぬ
高
空

を
飛
び
だ

し
た
星
よ
り
、
自
分

で
捕

え

た

一
匹

の
ト

ン
魚

や
、

き
り
ぎ

り
す

の
方

に
興
味

の

あ

る
の
が
自
然

で
し

ょ
う
。
自
然

の
状
態

か
ら
、
自

然

に
子
ど
も

の
血
肉

に
通
う
教
育

が
な

さ
れ

る
の
が

本
当

で
あ

る
は
ず

で
す
。

だ

い
た

い
、
子
ど
も

の
生
活

の

一
部
が
、
夢
や
空

想

で
あ

る

と
す
れ
ば

、
子

ど
も

の
絵

の

一
部

に
、
夢

や
空

想
が
あ

る

こ
と

で
、
十
分
な

の
で
は
あ

り
ま

せ

ん
か
。
子
ど
も

の
空

想
性

と
生
活
は
、

き
り
は
な

せ

な

い
も

の
で
あ
り
ま

し

ょ
う
。
生
活
が
素

因

で
、
そ

こ
に
空
想

が
ま

つ
わ

っ
て

い
る
、

と
考

え

て

い
い
と

思

い
ま
す
。
子
ど
も
は

「
生
活
を

語

る
お
は
な
し

の

絵
」
を
描

く

の
で
す

か
ら
、
生
活
を
語

る
素
材
が
豊

か
に
な
れ
ば
、
空

想

も
ま
た

ふ
く
ら
む

で
し

よ
う
。

「
空

想
だ

け
を

と
り
あ
げ

て
育

て
よ
う

と
せ
ず

、

生
活
を
育
て
る
」
の
が
、
根
本
だ
と
考
え
る
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
絵
を
描
か
せ
る
の
で
す
。

生
活
の
な
か
で
、
お
ど
ろ
き
を
発
見
す
る
限
、
心

を
養
う
。
真
実
を
凝
視
し
、
批
判
し
、
把
握
し
、
な

お
夢
や
空
想
へ
ま
で
発
展
す
る
限
、
心
。
私
は
こ
れ

を
詩
心
と
い
っ
て
い
ま
す
が
、
数
学
や
理
科
の
よ
う

に
、
数
字
や
法
則
で
割
切
る
学
問
の
な
か
に
も
、
神

秘
や
真
実
を
感
じ
と
り
、
情
熱
を
傾
け
る
こ
と
の
で

で
き
る
、
そ
の
詩
心
こ
そ
、
芸
術
教
育
に
よ
っ
て
、

す
べ
て
の
人
の
心
に
育
て
ら
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

さ
て
や
っ
と
、
実
際
の
指
導
に
つ
い
て
語
る
段
階

に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
く
簡
単
に
い
う
な
ら
ば
、

「概
念
的
で
な
い
絵
を
創
り
出
さ
せ
る
こ
と
で
、
生

活
を
育
て
る
。
空
想
画
は
そ
の
時
に
で
き
る
」

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
は
こ
う
と
き
め
ら
れ
た
ま
ま
を
描
く
の
で
な

く
、
自
分
の
誠
意
で
み
つ
け
た
素
材
と
と
り
く
み
、

そ
こ
か
ら
発
展
し
、
ま
た
は
こ
わ
し
て
組
み
立
て
、

新
し
く
創
り
出
し
て
い
く
絵
。
い
わ
ば
私
の
描
か
そ

う
と
す
る
絵
の
、
そ
の
す
べ
て
が
も
は
や
、
空
想
画

で
あ
る
ら
し
い
の
で
す
。
　

　

（後
略
）

私
の
ア
イ
デ
ア

◎

円
周
を

二
十

四
等

分
出

来
る

三
角

定
規

こ
れ
は
又
十
五
度
、
一二
十
度
、四
十
五
度
、エハ
十
度
、

七
十
五
度
、
九
十
度
の
三
角
規
定
と
も
言
え
ま
し
ょ

図
の
よ
う
な
形
の
も
の
で
す
。
下
の
図
は
Ｔ
定
規

も
使
っ
て
、
引
く
こ
と
の
出
来
た
線
で
す
が
、
十
五

度
づ
つ
円
周
を
二
十
四
等
分
し
て
い
ま
す
。

普
通
で
す
と
十
五
度
や
七
十
五
度
の
角
度
を
引
こ

う
と
す
れ
ば
ど
う
し
て
も
二
十
度
と
四
十
五
度
の
三

角
定
規
が
二
枚
必
要
で
す
。
そ
し
て
角
度
を
合
せ
て

七
十
五
度
に
並
べ
た
と
き
、
Ｔ
定
規
の
水
平
線
に
対

し
て
十
五
度
と
七
十
五
度
の
角
度
に
な

っ
て
い
る
で

し
よ
・り
。

し
か
し
、
い
ま
は
こ
の
定
規

一
枚
で
こ
と
す
み
ま

す
か
ら
面
白
い
の
で
す
。

私
は
あ
る
日
見
る
と
も
な
し
に
重
ね
て
壁
面
の
釘

に
掛
け
ら
れ
て
い
た
二
枚
の
三
角
定
規
を
眺
め
て
い

高
橋
良
助

ま
し
た
。

ハ
ッ
と
頭
の
中
で
ひ
ら
め
き
を
感
じ
た
の
で
す
。

そ
れ
は
四
十
五
度
と
二
十
度
の
互
の
斜
辺
を
重
ね
て

記
し
、
定
規
に
使
え
る
よ
う
な
長
い
直
線
の
穴
を
穿

っ
て
見
た
ら
と
思

っ
た
か
ら
な
の
で
す
。

思
っ
た
こ
と
が
直
ち
に
工
作
出
来
る
こ
と
は
私
共

の
第

一
に
感
謝
す
べ
き
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
も

一
つ
の
創
作
と
い
っ
て
よ
い
こ
と
で
す
。

材
料
は
セ
ル
ロ
イ
ド
で
も
タ
キ
ロ
ン
で
も
よ
ろ
し
い

の
で
す
が
、
既
に
出
来
て
い
る
三
角
定
規
を
買
つ
て

来
て
加
工
し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

そ
れ
に
は
長
さ
二
十
四
糎
位
の
も
の
が
よ
い
と
思

い
ま
す
。
二
十
四
糎
と
言
え
ば
四
十
五
度
の
三
角
定

規
で
は
斜
辺
の
長
さ
の
こ
と
で
す
し
、
二
十
度
の
三

角
定
規
で
は
直
角
に
隣
る
辺
の
長
さ
の
こ
と
で
す
。

こ
こ
で
は
四
十
五
度
の
も
の
を

一
枚
あ
れ
ば
よ
い
の

で
す
。

厚
さ
は
二
粍
の
も
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
図
の
よ
う
に
切
り
抜
き
ま
す
が
、
定
規
と

し
て
使
う
と
こ
ろ
は
正
し
く
直
線
に
な
る
よ
う
に
磨

り
均
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

図
工
の
先
生
と
も
な
れ
ば

一
枚
は
ど
う
し
て
も
机

上
に
用
意
し
て
お
い
て
ほ
し
い
も
の
の
一
つ
で
す
。

◎

四
段

に
使

い
わ

け
出
来

る

ハ
ツ
チ

ン
グ

定
規

造
形
教
育
三
号

図
の
よ
う
に
下
に
四
辺
形
の
穴
を
穿
ち
ま
す
。
た

だ
み
れ
ば
何
の
芸
も
あ
り
そ
う
に
は
見
え
ま
せ
ん
が

こ
れ
が
と
て
も
面
白
い
役
を
つ
と
め
る
こ
と
で
す
。

別
に
図
示
し
た
六
辺
形
の
小
定
規
を
造
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
て
、
こ
こ
で
要
点
を
申
し
ま
す

と
、
こ
の
小
定
規
を
上
と
下
、
左
と
右
と
穴
の
中
に

入
れ
換
え
て
使
う
と
き
に
、
そ
の
両
端
の
先
が
１

・

２

・
３
・
４
の
点
に
突
き
当
る
よ
う
に
、
う
ま
く
削

る
こ
と
で
す
。

左
右
に
摺
動
す
る
と
き
、
あ
ま
リ
ガ
タ
が
あ
っ
て

も
い
け
ま
せ
ん
が
、
何
処
か
で
渋
く
て
は
尚
更
い
け

ま
せ
ん
か
ら
念
入
り
に
仕
上
げ
て
動
か
し
て
見
る
の

が
よ
い
の
で
す
。

さ
て
ハ
ツ
チ
ン
グ
を
す
る
の
は
断
面
の
図
示
法
に

従

っ
て
各
種
の
材
質
を
線
の
種
類
で
理
解
出
来
る
よ

う
に
す
る
こ
と
で
す
が
、
図
面
が
青
写
真
と
か
ガ
リ

版
で
何
枚
も
作
ら
れ
る
と
き
に
は
、
ゆ
っ
く
り
目
分

量
で
等
距
離
に
引
け
ば
よ
い
の
で
す
。
し
か
し
目
分

量
で
は
ど
う
し
て
も
綺
麗
に
行
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

こ
の
定
規
が
必
要
に
な
る
わ
け
で
す
。

先
づ
Ｔ
定
規
の
上
に
こ
の
三
角
定
規
を
重
ね
て
上

に
並
べ
ま
す
。
四
十
五
度
の
線
は
左
に
も
右
に
も
引

け
る
位
置
に
す
る
の
が
よ
い
の
で
す
。
断
面
の
う
ち

別
の
固
体
が
入
り
混

っ
て
い
る
と
き
に
は
ハ
ツ
チ
ン

グ
の
方
向
を
取
換
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら



直
ち
に
右
の
斜
辺
を
使
え
ば
よ
い
の
で
す
。
し
か
し

能
率
の
よ
い
の
は
左
の
辺
で
す
か
ら
、
図
を
引
く
と

き
に
は
先
づ
左
の
辺
を
数
多
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

さ
て
、
ハ
ツ
チ
ン
グ
の
間
隔
で
す
が
、
縮
尺
の
大

小
に
よ
つ
て
、
や
は
り
適
当
な
間
隔
を
選
び
ま
す
。

三
角
定
規
の
左
の
斜
辺
を
使
つ
て
、
線
を

一
本
引

き
ま
し
た
ら
、
中
の
小
定
規
を
右
に
動
か
し
て
止
め

ま
す
。
こ
の
小
定
規
を
し
つ
か
り
止
め
て
お
い
て
、

こ
ん
ど
は
三
角
定
規
を
右
え
ず
ら
し
て
小
定
規
に
軽

く
当
て
て
止
め
ま
す
。
そ
し
て
は
線
を
引
く
の
で
す

こ
う
し
て
三
角
定
規
と
小
定
規
は
交
互
に
間
隔
を
規

定
す
る
定
規
の
役
割
を
し
な
が
ら
、
綺
麗
な
ハ
ツ
チ

ン
グ
を
引
い
て
行
く
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
も
し
、
も
つ
と
広
い
間
隔
に
し
た
い
と
思

つ
た
な
ら
ば
、
小
定
規
を
入
れ
換
え
る
の
で
す
。
突

端
が
２
１
３
１
４
に
当
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
だ
ん
だ

ん
に
広
い
間
隔
が
出
来
ま
す
か
ら
適
当
の
と
こ
ろ
を

選
べ
ば
よ
い
の
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、　
一
枚
の
小
定
規
で
四
段
に
間
隔

を
換
え
て
引
け
る
の
な
ど
面
白
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
、
し
か
も

一
人
三
役
を
兼
ね
さ
せ
て
こ
れ
を

一
枚

の
定
規
の
中
に
仕
掛
け
て
お
き
ま
す
と
、
な
お
便
利

で
し
ょ
う
。
（札
幌
西
高
等
学
校
）

描
画
指
導
に
想
う

私
ど
も
は
描
画
指
導
の
共
通
慨
念
と
し
て
わ
か
り

き
っ
た
ほ
ど
の
理
解
を
も
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
今
も
っ
て

「慨
念
的
」
描
画
は
依
然
と

し
て
量
、
質
と
も
改
善
の
様
相
も
な
く
、
著
し
い
数

で
搬
入
さ
れ
て
く
る
の
で
ぁ
る
。
こ
れ
は
ど
う
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
Ａ
か
ら
Ｂ
か
ら
Ｃ

へ
と
私
ど
も
の
新
し
い
発
展
と
信
ず
る
も
の
が
深
ま

り
と
拡
が
り
を
も
っ
て
い
く
も
の
と
自
負
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。
こ
の
過
程
に
誤
り
と
錯
誤
が
ぁ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
或
は
造
形
教
育
の
価
値
を
指
導

過
程
の
み
に
求
む
れ
ば
、
作
品
の
結
果
を
論
ず
る
に

は
、
な
ん
の
意
味
づ
け
も
な
く
は
な
ら
な
い
か
。
図

工
科
は
用
具
教
科
、
道
具
教
科
、
周
辺
教
科
的
存
在

に
一
般
的
に
考
え
ら
れ
勝
ち
な
も
の
を
、　
一
部
の
指

導
者
、　
一
部
の
グ
ル
ー
プ
が

一
人
よ
が
り
の
り
き
み

す
ぎ
で
戦
後
十
八
年
私
ど
も
と

一
般
教
師
と
の
格
差

は
い
っ
こ
う
に
縮
ま
っ
て
い
な
い
も
の
と
考
え
て
よ

い
の
で
あ
ろ
う
か
。
仮
に
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
児
童

の
指
導
よ
り
も
仲
間
づ
く
り
や
、
け
い
も
う
の
方
法

に
手
ぬ
か
り
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

む
ず
か
し
い
専
門
用
語
の
乱
費
に
自
己
陶
酔
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の
権
威
を
保
と
う
と
す
る
欺
臓

は
な
か
っ
た
か
。

造
形
教
育
論
に
花
を
さ
か
せ
、
児
童
の
描
画
は
旧

態
依
然
の
慨
念
画
で
は
困

っ
た
こ
と
で
は
あ
る
ま

終
戦
後
、
朝
日
国
際
学
童
美
術
展
に
初
ま
り
、
北

海
道
こ
ど
も
美
術
展
、
こ
ど
も
道
展
、
北
海
道
学
童

水
彩
、
ク
レ
パ
ス
展
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
北
海
道
予
選
展
、
私

の
お
母
さ
ん
展
、
拓
殖
銀
行
こ
ど
も
美
術
展
、
雪
ま

つ
り
児
童
画
展
等
年
中
恒
例
の
も
の
か
ら
、
臨
時
的

な
も
の
、
或
は
講
習
先
の
校
内
展
と
性
格
や
規
模
の

大
小
を
間
は
な
い
で
本
道
の
児
童
画
を
審
査
す
る
機

会
を
与
え
ら
れ
た
の
で
、
そ
の
数
か
ら
も
概
算
二
十

万
点
位
は
見
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
？
。
こ
こ
で
は

展
覧
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
の
功
罪
を
論
ず
る
意
図
で
は

な
く
て
疑
間
に
残
る
点
を
の
べ
て
み
た
い
と
思
う
。

こ
の
間
、
造
形
教
育
の
思
潮
や
方
法
も
急
速
に
進

み
、
国
と
し
て
も
内
外
の
交
流
が
さ
か
ん
で
、　
一
九

五

一
年
英
国
で
開
か
れ
た

「普
通
教
育
に
お
け
る
美

術
の
指
導

（＞
一
●
日
ｏ
・
・
〓
】口
¨
く
∽̈
‘
●
ヌ
〓
∽
コ
‐

の
８
ｑ
Ｌ
　
同
，
８
一一８

と
の
世
界
美
術
教
育
者
会
議

に
参
加
し
た
室
靖
氏
が
帰
朝
し
て
か
ら
創
美
の
考
え

方
も
国
内
に
滲
透
し
た
。
本
道
で
も
私
た
ち
造
型
連

盟
が
今
日
ま
で
、
こ
の
道
に
尽
し
た
功
績
は
大
き
か

っ
た
と
思
う
。

和
田
芳
肝

一

造一拗妹龍
一年二期∝∝掬
一

い
か
。

児
童
の
作
品
を
通
し
て
、
発
達
段
階
児
童
の
心
理

或
は
教
育
課
程
の
構
成
資
料
と
し
て
、
第

一
線
に
作

品
を
打
立
て
て
の
研
究
会
が
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
な
ら
創
美
に
出
席
す
る
が
よ
い
と
い
う
よ
う

な
答
え
も
出
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
ら
ば

一
般
の

先
生
方
を
ど
の
よ
う
に
し
て
盛
上
げ
、
情
熱
を
燃
や

さ
し
め
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

描
画
指
導
幾
多
の
疑
間
を
い
だ
い
て
い
る
う
ち
に

デ
ザ
イ
ン
教
育
の
風
が
本
道
に
も
舞
い
こ
ん
で
、
柏

々
立
ち
お
く
れ
の
感
じ
だ
と
い
う
。
基
礎
造
形
、
視

覚
伝
達
、
機
能
造
形
等
と
わ
か
る
よ
う
な
、
わ
か
ら

な
い
よ
う
な
用
語
も
ち
ら
つ
き
初
め
、
心
象
表
現
さ

え
も
、
や
っ
と
わ
か
り
か
け
た
頃
な
の
に
と
思
う
。

造
形
教
育
と
い
う
の
は
個
人
研
究
、
或
は
グ
ル
ー

プ
研
究
、
趣
味
の
会
の
性
格
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
稿
を
ご
覧
下
さ
る
皆
さ
ん
、
考
え
た
ほ
ど
に

児
童
の
絵
は
創
造
的
で
あ
る
と
か
、
子
ど
も
ら
し
い

等
こ
の
ま
し
い
指
導
が

一
般
化
さ
れ
て
は
い
な
い
よ

う
で
あ
る
。
か
ろ
う
じ
て
い
え
る
こ
と
は
絵
具
“使
用

に
な
れ
た
な
―
と
思
う
程
度
で
す
。
こ
の
こ
と
は
私

の
個
人
的
な
水
準
か
ら
現
場
に
無
理
を
求
め
て
い
る

理
想
過
剰
で
な
け
れ
ば
よ
い
と
思
う
。

（札
幌
市
立
琴
似
小
学
校
）

教
師
の
豊
か
な
発
想
か
ら

教
師
の
豊
か
な
発
想
か
ら
生
ま
れ
る
こ
と
ば
、
子

ど
も
に
と
っ
て
解
り
や
す
く
魅
力
の
あ
る
こ
と
ば
が

図
工
科
の
授
業
を
支
え
る
一
つ
の
大
き
な
要
因
で
ぁ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
と
く
に
デ
ザ
イ
ン
学
習
に

お
い
て
、
条
件
の
設
定
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ

て
い
る
こ
と
は
、
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
造

形
の
要
素

・
秩
序

・
材
料

・
用
具

・
技
法

・
機
能
な

ど
と
い
っ
た
、
条
件
の
内
容
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が

ら
を
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
ば
に
よ
っ
て
与
え
た
ら
、

よ
り
効
果
的
な
の
か
が
、
私
た
ち
の
、
も
っ
と
も
身

近
な
問
題
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
学
校

で
は
、「な
ら
べ
る
」
と
い
う
し
ご
と
に
、
大
き
な
ウ

ェ
ー
ト
を
お
い
て
、
デ
ザ
イ
ン
学
習
を
進
め
て
お
り

ま
す
が
、
い
わ
ゆ
る
感
覚
を
高
め
る
分
野
で
、
色
や

形
、
材
料
な
ど
を
な
ら
べ
る
し
ご
と
を
通
し
て
、
リ

ズ
ム
の
快
感
、
比
例
や
調
和
の
感
覚
に
つ
い
て
よ
ろ

こ
び
を
感
じ
さ
せ
る
学
習
を
通
し
て
造
形
の
秩
序
に

気
づ
か
せ
、
み
つ
け
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

池
本
良
三

一
九
六
六

・
四

「北
海
道
造
形
の
ひ
ろ
ば
」
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そ
の
こ
と
か
ら
、
全
学
年
に
わ
た
つ
て

「魚
を
た
く

さ
ん
な
ら
べ
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
同
じ
条
件
を
与
え

子
ど
も
の

「
な
ら
べ
る
感
覚
」
の
傾
向
な
ど
を
調
べ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
結
果
多
く
の
資
料
を

得
ま
し
た
。「
な
ら
べ
ま
し
ょ
う
」
と
与
え
た
だ
け
で

も
、
子
ど
も
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
生
活
の
中
の
集
団

の
場
面
を
と
ら
え
、
自
分
で
条
件
を
作
り
出
し
て
い

る
の
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
ｏ「
ぇ
さ
を
た

べ
て
い
る
Ｌ
先
生
と
生
徒
≒
駅
の
改
札
Ｌ
鼓
笛
隊
の

ド
リ
ル
演
奏
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
が
出
て
き
ま

し
た
が
、
そ
れ
ら
の
こ
と
ば
の
中
に
、
私
た
ち
が
授

業
で
ね
ら
う
要
素
が
適
確
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に

気
が
つ
き
、
子
ど
も
が
設
定
し
た
条
件
の
こ
と
ば
に

つ
い
て
選
択
吟
味
し
、
指
導
の
中
の
こ
と
ば
と
し
て

生
か
し
て
お
り
ま
す
。
ひ
ろ
が
り
の
リ
ズ
ム
を
ね
ら

う
と
き
は
、「画
面
の
外
に
え
さ
が
三
つ
あ
り
ま
す
」

と
か
、「
ぇ
さ
は
こ
こ
で
す
」
と
い
え
ば
、
集
ま
り
の

リ
ズ
ム
が
で
き
る
な
ど
で
す
。
ふ
つ
う
授
業
の
場
合

は
、
条
件
が
複
合
さ
れ
て
与
え
る
場
合
が
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
低
学
年
で
は
、
二
つ
以
上
の
条
件
を

一

度
に
与
え
る
よ
り
は
、
時
間
を
お
い
て
与
え
た
方
が

効
果
的
で
し
た
。
例
え
ば
、
大

・
小

・
集
ま
り

，
色

彩
の
リ
ズ
ム
を
ね
ら
い
と
す
れ
ば
、「
三
匹
の
魚
が
え

さ
を
た
べ
て
い
る
と
こ
ろ
」
―
―

「子
ど
も
の
魚
に

も
た
べ
さ
せ
よ
う
≒
押
し
あ
わ
な
い
で
」
―
―

「
ど

の
魚
の
子
ど
も
か
わ
か
る
よ
う
に
色
を
考
え
よ
う
」

な
ど
と
進
め
て
い
く
と
、
か
な
り
の
条
件
に
も
無
理

な
く
答
え
て
く
れ
、
最
後
ま
で
新
鮮
な
意
欲
を
も
っ

て
し
ご
と
を
し
ま
す
。
又
私
た
ち
は
、
切
る

。
は
る

と
い
う
し
ご
と
を
沢
山
と
り
入
れ
て
お
り
ま
す
。
納

得
の
い
く
ま
で
形
や
色
を
お
き
か
え
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
は
、
造
形
思
考
を
深
め
て
い
く
上
に
も
、
材
質

感
を
養
な
い
計
画
性
を
も
つ
た
し
ご
と
を
習
慣
化
さ

せ
る
上
に
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

〈勇
払
郡

・
追
分
小
学
校
〉

高
学
年
の
描
画
指
導
の
ポ
イ
ン
ト

表
面
描
写
に
お
ち
い
り
、
そ
の
パ
タ
ー
ン
か
ら
ぬ
け

出
し
た
い
き
い
き
し
た
表
現
が
困
難
に
な
っ
て
く
る

の
で
す
。

そ
こ
で
私
た
ち
は

「自
分
の
心
に
感
じ
た
こ
と
を

自
分
な
り
の
技
術
で
正
直
に
描
き
進
め
れ
ば
よ
い
。
」

事
や

「描
こ
う
と
す
る
こ
と
を
し
み
じ
み
味
わ
う
。」

場
面
や

「
最
後
ま
で
正
直
に
が
ん
ば
る
努
力
」
の
心

を
あ
ら
ゆ
る
方
向
で
与
え
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
す
。
し
か
し

「創
造
的
Ｌ
自
主
的
」
と
い
う

態
度
は
そ
う
易
々
と
身
に
つ
く
も
の
で
は
な
く
創
造

的
作
品
を
生
む
過
程
に
お
い
て
少
し
ず
つ
身
に
つ
く

も
の
な
の
で
す
。

②
与
え
方
の
工
夫

態
度
が
で
き
上
っ
て
い
な
い
子
ど
も
に
は
で
き
る

だ
け
強
烈
な
刺
激
を
あ
た
え
心
を
動
か
し
表
現
の
意

欲
を
も
り
立
て
る
に
充
分
な
題
材
を
与
え
な
く
て
は

い
け
な
い
の
で
す
。

私
た
ち
は
口
で
伝
達
す
る
だ
け
で
は
い
け
な
い
の

で
す

「́見
せ
て
≒
聞
か
せ
て
Ｌ
い
じ
ら
せ
て
」
な
ど

か
ら
だ
を
働
か
せ
る
手
段
を
選
ぶ
べ
き
な
の
で
す
。

ガ
ン
ガ
ン
う
な
る
工
場
の
音
を
聞
か
せ
そ
の
場
所
を

見
せ
、
面
白
く
て
た
ま
ら
な
い
話
を
聞
か
せ
、
強
烈

な
リ
ズ
ム
を
味
わ
せ
、
も
の
す
ご
い
量
の
物
を
見
せ

あ
か
り
を
強
烈
に
あ
て
、
な
ど
の
場
面
設
定
が
大
切

な
の
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
高
学
年
で
は
想
画
は
仲

々
自
由
に
描
け
な
い
も
の
で
す
。
そ
れ
で
心
の
中
で

ス
ケ
ッ
チ
す
る
方
法
は
あ
ら
か
じ
め
場
所
を
ス
ケ
ッ

チ
し
て
お
く
方
法
そ
し
て
製
作
の
時
は
そ
れ
を
見
な

い
で
描
く
方
法
を
と
り
あ
げ
た
ら
よ
い
の
で
は
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。

③
よ
く
観
察
し
正
し
く
描
く
と
い
う
こ
と

高
学
年
で
は
観
察
表
現
は
大
き
な
活
動
分
野
で
進

歩
も
高
度
に
な
っ
て
き
ま
す
。
し
か
し

「対
象
に
似

る
ほ
ど
よ
い
」
と
は
少
し
ち
が
う
の
で
あ
っ
て
、
見

え
る
も
の
に
支
配
さ
れ
な
い
自
由
性
、
概
念
的
画
像

を
直
接
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
わ
し
、
な
ま
な
ま
し

い
対
象
か
ら
発
見
す
る
態
度
を
養
う
こ
と
が
ね
ら
い

な
の
で
す
。
で
す
か
ら
子
ど
も
の
見
方
、
感
じ
方
を

重
視
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

④
材
料
用
具
の
与
え
方

材
料
用
具
は
出
来
る
だ
け
豊
富
に
が
モ
ッ
ト
ー
で

す
。
こ
の
こ
と
は
表
現
の
マ
ン
ネ
リ
化
、
パ
タ
ー
ン
化

を
防
ぐ
意
味
と
同
時
に
表
現
の
巾
を
ひ
ろ
げ
る
こ
と

に
も
な
る
の
で
す
。
水
彩
絵
具
、
パ
ス
、
ク
レ
ヨ
ン
、

マ
ジ
ッ
ク
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
コ
ン
テ
、
厚
紙
色
紙
、

板
な
ど
新
し
い
材
料
は
ど
ん
ど
ん
使
用
さ
せ
て
み
る

こ
と
で
す
。
そ
う
し
て
こ
の
時
期
に
は
仲
間
で
作
る

作
品
な
ど
持
■
意
欲
的
に
な
れ
る
題
材
で
あ
り
用
具

材
料
の
多
面
的
利
用
の
出
来
る
よ
い
題
材
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
ま
す
。
　

　

〈札
幌

・
幌
南
小
学
校
〉

①

素
地
を
作

っ
て
お
く

こ
と

高
学
年

に
な
る
と
物

の
見
方
が
知
的

に
な

っ
て
く

る
。

し
た
が

つ
て
大
方

の
子
ど
も
は
形

の
正

し

さ
を

客
観
的

に
見

る

こ
と
が
出
来

そ

の
よ
う

に
描

か
れ

て

い
る
作

品
を

よ
い
絵

だ

と
思

っ
て

い
る
。
よ

い
絵

、

悪

い
絵

の
区
別
が
出
来

て

い
る
の
で
す
。

し
か
し
自

分

の
表

現
技
術
が
伴

わ
な

い
の
で
劣
等
感
を
持

っ
た

り
し

て
絵

が
き
ら

い
に
な

る
の
で
す
。
他
方
上
手
だ

と

い
わ
れ

て

い
る
子
ど
も
は
や
や
も
す
れ
ば
概
念
的

佐
藤
吉
五
郎

一
九
六
八
年
七
月
／
教
室
の
窓

授
業
の
く
ふ
う

は

じ

め

が

大

切

授
業
の
成
否
は
、
ま
ず

１
　
題
材
は
子
ど
も
の
興
味
の
方
向
に
ぴ
た
っ
と
照

準
が
合
っ
て
い
る
。

２
　
教
師
が
、
つ
ま
ず
き
の
予
想
を
し
っ
か
り
と
持

っ
て
い
る
。

３
　
事
前
の
予
告
か
ら
、
発
想

・
製
作
の
段
階
へ
と

う
ま
く
意
欲
を
つ
な
げ
て
い
く
。

こ
の
三
点
に
か
か
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
子
ど
も

が
学
習
に
は
い
る
ま
え
に
持
っ
て
い
る

「小
さ
な
期

待
」
を
、
大
き
く
ふ
く
ら
ま
せ
る
か
、
潰
し
て
し
ま

う
か
は
、
教
師
の
や
り
か
た
し
だ
い
で
ど
う
に
で
も

な
る
で
し
ょ
う
。
考
え
れ
ば
、
教
師
と
い
う
職
業
は

こ
わ
い
も
の
で
す
な
あ
。

教

材

へ
ひ
き

こ
む

あ
ら
か
じ
め
、
子
告
に
よ
っ
て
、「
や
っ
て
み
た
く

早
弓
弘
行

一
九
七
五
／
東
京
書
籍

羅

画
指
導
の
実
際
」

て
た
ま
ら
な
い
。」
雰
囲
気
を
つ
く
っ
て
お
き
ま
し
ょ

う
。「意
欲
の
高
め
方
」
の
と
こ
ろ
で
く
わ
ｔ
く
述
べ

ま
す
が
、
子
ど
も
自
身
が
、
ば
く
然
と
し
た
イ
メ
ー

ジ
を
も
っ
て
学
習
に
の
ぞ
ん
で
い
る
こ
と
が
か
ぎ
と

な
り
ま
す
。
こ
の

「
小
さ
な
期
待
」
を
土
台
に
し
て

教
師
は
最
良
の
演
出
家
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
、
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
教
師
の
ひ
と
こ
と
ひ
と
こ
と
に
ど
う
反
応

し
、
教
室
の
雰
囲
気
が

「熱
く
な
っ
て
き
て
い
る
の

か
、
冷
め
て
き
て
い
る
の
か
」
を
確
的
に
判
断
し
、

場
合
に
よ
っ
て
は
や
り
方
を
変
更
し
て
す
す
め
ま
し

よ
・つ
ｏ
教
材
へ
の
ひ
き
こ
み
方
は
凧
揚
げ
と
同
じ
で
す
。

糸
の
点
検
・風
の
向
き
を
調
べ
て
、「凧
を
見
な
が
ら
」

揚
げ
る
の
で
す
。
前
を
向
い
て
や
み
く
も
に
走
っ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
あ
る
て
い
ど
揚
が
っ
た
ら
、
少
し

ず
つ
糸
を
仲
ば
し
て
い
く
の
で
す
。
途
中
で
お
っ
こ

ち
そ
う
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
チ
ョ
イ
チ
ョ
イ

と
糸
を
加
減
し
て
や
る
と
、
ま
た
元
気
よ
く
揚
が
る

で
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
教
師
の
場
合
は
、
何
十
も
の

凧
を
同
時
に
揚
げ
て
い
る
の
で
す
か
ら
本
当
に
た
い

へ
ん
ん
で
す
。

先
生
も
楽

し
ん
で
や
り
ま
し

ょ
う

子
ど
も
の
顔
を
ひ
と
り
ひ
と
り
思
い
う
か
べ
て
、



そ
の
子
に
あ
つ
た
よ
う
な
教
材
を
準
備
し
、「
こ
れ
な

ら
き
っ
と
喜
ん
で
取
り
く
む
。
」と
確
信
が
も
て
た
ら

教
師
自
身
が
楽
し
く
な
り
ま
す
。
先
生
の
不
安
や
不

き
げ
ん
は
、
お
そ
ろ
し
い
ほ
ど
に
子
ど
も
に
伝
わ
る

も
の
で
す
。
導
入
は
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
は
な
い
と
い
わ

れ
る
わ
け
は
こ
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

私
は
、
こ
れ
ま
で
、
ず
い
分
多
く
の
失
敗
を
重
ね

ま
し
た
。
そ
の
大
半
が
、
教
材
を
ろ
く
に
調
べ
も
し

な
い
で
授
業
に
の
ぞ
ん
だ
時
で
す
。「
子
ど
も
が
な
ん

と
か
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
」な
ん
で
甘
え
が
あ
っ
た

時
で
す
。
そ
ん
な
時
は
、
た
い
て
い
授
業
の
見
通
し

を
も
つ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
絵
を
か
い
て
ほ
し
い

な
あ
と
い
う
願
い
が
と
て
も
あ
い
ま
い
で
す
。

反
対
に
、
授
業
研
究
の
時
な
ど
も
や
は
り
い
け
ま

せ
ん
。
ど
う
も
私
は
意
識
過
剰
に
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
言
わ
な
い
で
い
い
こ
と
を
言
っ
て
し
ま
っ
た

り
し
ま
す
。
子
ど
も
が
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と

を
先
ど
り
し
て
い
ま
す
。
い
わ
ば
、
先
導
車
が
子
ど

も
の
列
か
ら
離
れ
て
、
エ
ッ
サ
エ
ッ
サ
ど
こ
か
へ
行

っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
も
ん
で
す
。
気
ば
っ
た
ら
だ

め
だ
し
、
怠
け
ち
ゃ
も
っ
と
だ
め
な
ん
で
す
ね
。

日

あ

て

の

き

め

か

た

何
の
た
め
に
こ
の
絵
を
か
い
て
い
る
の
か
と
い
う

目
標
は
、
教
師
も
子
ど
も
も
共
に
強
く
意
識
し
な
け

れ
ば

な
り
ま

せ
ん
。

と

こ
ろ
が
、
た

い
て

い
の
場
合

、
こ
の

「
目
あ

て
」

よ
り
も
、
「
題
材
」

を

き
め
る

こ
と

の
方
が
先

に
な

っ

て
し
ま
う

よ
う

で
す
。

「
あ

し
た

の
絵

は
、
何

か

い
た
ら

い
い
か
な
あ
。
」

「
そ
う
だ

な
あ
。

し
ば

ら
く
風
景
を

か
か

せ
て
な

い

か
ら
…
…
何
か
教
科
書

に
の

っ
て
な

い
か
な
あ
？
」

な
ん

て

い
う
教
材
研
究

？

か
ら

「
ぁ
、
ぁ

っ
た
、
あ

っ
た
。
こ
れ
、
い
き
ま
し

よ
う
。
」

「
あ
、

そ
れ
で

い
き
ま
し

ょ
う
。
と

こ
ろ

で
…
…
目

標

は
と
…
…
ピ

こ
の
や
り
方

で
す
と
、

い
か
に
も

い
き
あ

た
り
ば

っ
た
り
で
、
目
標
が
学
年
で
ダ
ブ
っ
た
り
、
ス
テ
ツ

プ
の
あ
げ
方
に
無
理
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
ｏ
や
は
り

系
統
性
を
も
た
せ
て
、
年
令
に
応
じ
た
と
り
あ
げ
方

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ほ
ん
と
う
は
、
こ
の
目

標
に

「
手
だ
て
」
を
く
つ
つ
け
て
お
き
ま
す
と
、
ス

テ
ッ
プ
の
あ
げ
方
が
よ
く
わ
か
り
、
職
員
の
意
志
統

一
も
よ
く
な
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

も
う

一
つ
大
切
な
こ
と
は
、「目
あ
て
は
思
い
き
っ

て
少
な
く
す
る
。」
こ
と
で
す
。　
一
時
間
に
一
つ
か
二

つ
と
考
え
て
も
い
い
で
し
よ
う
。
そ
の
か
わ
り
、
そ

の
目
あ
て
は
、
最
も
有
効
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

次
に
気
を
つ
け
た
い
こ
と
は
、
日
あ
て
の
具
体
性

で
す
。「伸
び
伸
び
と
か
か
せ
る
。」
「大
き
く
表
現
す

る
。」
「観
察
力
を
高
め
る
。」
な
ん
て
い
う
の
は
い
か

に
も
ば
く
然
と
し
て
、
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
も
し

そ
の
こ
と
が
目
標
な
ら
、
も
う
ひ
と
つ
枝
わ
か
れ
し

た
目
標
を
き
め
て
お
く
と
い
い
の
で
す
。
た
と
え
ば

・
用
紙
の
上
下
に
く
つ
つ
く
く
ら
い
に
思
い
き
っ

て
か
く
こ
と
が
で
き
る
。

・
器
物
を
よ
く
見
て
、
部
品
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
も

見
落
と
さ
ず
に
か
け
る
。

と
い
う
よ
う
に
。
難
し
い
こ
と
ば
で
な
く
、
自
分
の

こ
と
ば
で
記
録
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
指
導
案
と
い

う
の
は
、
自
分
の
計
画
な
の
で
す
か
ら
…
…
。

目
標
を
み
ん
な

に
分
ら

せ

る

目
あ
て
を
き
ち
ん
と
書
い
て
示
す
こ
と
は
、
実
は

教
師
自
身
の
た
め
で
も
あ
り
ま
す
。「
い
い
か
、
忘
れ

る
な
よ
。」
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
る
の
で
す
。
そ
ん

な
わ
け
で
、
板
書
に
は
ち
ょ
い
と
し
た
く
ふ
う
を
す

る
と
い
い
で
し
ょ
う
。　
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、

●
目
あ
て
は
、
黄
色
の
チ
ョ
ー
ク
で
大
き
く
か
く

●
目
あ
て
を
具
体
化
す
る
手
だ
て
は
、
自
チ
ョ
ー

ク
で

一
段
下
げ
て
小
さ
く
か
く
。

●
ク
ラ
ス
の
や
く
そ
く

（図
工
以
外
の
こ
と
で
）

が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
最
後
に
赤
チ
ョ
ー
ク
で

か
く
。

と
い
う
よ
う
に
、
い
つ
で
も

「定
型
化
」
し
て
お
く

の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド
や
模
造
紙

や
、
小
黒
板
な
ど
も
い
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
も
場
面

を
き
め
て
、
ど
ん
な
時
に
使
う
の
か
を
き
め
て
お
く

（定
型
化
）
の
で
す
。
授
業
研
究
だ
と
い
う
の
で
、

あ
ま
り
変
わ
っ
た
こ
と
を
す
る
と
、
子
ど
も
は
び
っ

く
り
し
て
注
意
が
そ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
小
さ
な
習

慣
化
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

リ

ズ

ミ

カ

ル

な

授

業

美
人
の
先
生
の
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
授
業
を
拝
見
す

る
ほ
ど
楽
し
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
教
室
全
体
が

し
っ
と
り
と
落
ち
つ
い
て
い
て
、
先
生
も
子
ど
も
も

別
に
無
理
を
し
て
い
る
よ
う
す
も
な
い
。
必
要
な
時

に
、
必
要
な
ざ
わ
め
き
が
あ
っ
て
、
子
ど
も
が
場
面

に
応
じ
て
ち
ゃ
ん
と
行
動
し
て
い
る
。
そ
ん
な
授
業

が
好
き
で
す
。
い
い
授
業
な
さ
る
先
生
は
、
み
ん
な

美
人
に
見
え
る
。
き
っ
と
、
そ
の
先
生
の
人
柄
が
、

内
か
ら
じ
わ
じ
わ
と
授
業
に
に
じ
み
出
て
い
る
か
ら

で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、
図
工
科
の
場
合
、
授
業
は
た
い
て
い

二
時
間
つ
づ
き
で
す
。
よ
ほ
ど
お
も
し
ろ
い
こ
と
で

な
い
か
ぎ
り
、
低
学
年
の
時
は
な
お
さ
ら
の
こ
と
持

続
す
る
の
は
難
し
い
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
間
に
い
く
つ
か
の
節
を
つ
く
る
こ

と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

●
教
師
の
声
の
抑
揚
で
、
こ
の
時
間
の
大
切
な
と

こ
ろ
が
わ
か
る
。

●
教
師
が
教
え
る
部
分

◎
子
ど
も
が
活
動
す
る
部
分

◎
励
ま
し
た
り
、
ほ
め
た
り
、
認
め
て
あ
げ
た
り

す
る
部
分

●
修
正
し
た
り
、
相
互
批
評
を
す
る
部
分

◎
全
神
経
を
こ
め
て
、
作
品
に
没
入
す
る
部
分

●
ま
と
め
の
部
分

●
次
時
へ
つ
な
げ
る
部
分

こ
れ
ら
が
い
い
ぐ
あ
い
か
ら
み
あ
っ
て
、
リ
ズ
ミ
カ

ル
に
運
ば

れ
る

こ
と
が
大

切
で
す
。
そ
し

で
、
◎

の
と

こ
ろ
は
リ
ズ

ム
を
作

っ
て

い
く
上

で
、
特

に
重
要
な

部
分

で
す
。
同
じ

「
疲

れ
」

で
も
、
快

い
疲

労

の
方

が
気
も
ち
が

い
い
で
す
ね
。

子
ど

も

の
理

解

―
あ

い
て
を
知
ら
な

け
れ
ば

授
業

は
成
立

し
な

い
―

一
年

生

の
教
室

で
…
…

「
き

ょ
う
は
ね
、
先
週
言

っ
て
お

い
た

『雪

は
ね
を

す

る
車
』
を

か
く
よ
。

い
い
ね
。
ど
う

で
す

か
。
車

の
よ
う
す
を
見

て
き

て
く
れ
た
？
ピ

教
室

へ
は

い
る
な
り
ど
う
も
形
勢

不
利

の
空

気
を

察

知

し
て
、

ヒ
ゲ
づ

ら

に
似
合

わ
ぬ
ネ

コ
ナ
デ
声

で

聞

い
た

の
で
す
が
…
…

「
い
や
、
見

な
か

っ
た
。
」

「
だ

っ
て
き
、
そ
ん
な
車
来

な

か

っ
た
よ
、
ゼ

ー

ン

ゼ

ン
。
」

「
だ
れ
か

一
人
く

ら

い
見
た
だ
ろ
。
だ
れ
か
…
…
」

こ
う
な
り

ゃ
、

ワ
ラ
に
も
す
が
り
た

い
想

い
で
す

な
。
「
だ

れ
か
、
だ

れ
か
？
」

の
絶
叫

に
も
ち

い
と
も

こ
た
え
て
く
れ
な

い
。
ま
、

つ
め
た

い
も
ん

で
す
。

子
ど
も
と

い
う

の
は
…
…
。

こ
れ
が
中
学
生
く
ら

い

だ

と
、
先
生

の
ピ

ン
チ
を
察

し

て

「
あ
、
見
ま
し
た

見
ま
し
た
。
」
な
ん

て
言

っ
て
く
れ

る
ん
じ

ゃ
な

い
か

―

‐

‐

‘



と
思
う

の
で
す
が
。

絵

の
病
院

と

い
う
の
を
開
設

し
ま
し
た
。
院
長
先

生

お

い
て
、
子
ど
も

の
症
状
を
診
断

し
、
親

の
話

と

総
合

し

て
、
ち

ょ

っ
と
し
た
絵

の
、病
気
を
な

お
し

て

や
り
た

い
、
そ
ん
な
気

も
ち

か
ら

で
す

。
こ
の
試

み
、

実

は
子
ど
も

の
絵

を
通
し

て
子
ど
も
を
理
解

し

て

い

き
た

い
と
思

っ
た
の
で
す

が
、
親

の
訴
え
を
聞

い
て
と

で
も
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
子
ど
も

の
絵

に

現
わ
れ
る
さ
ま
ざ

ま

の
症
状

は
、
（
た
と
え
ば
、
粗
雑

・

概
念

的

・自
信

が
な

い
箱
小
が
貧

し

い
な
ど
）
決

し

て

単
独

で
は
現
わ
れ
な

い
、
子
ど
も

の
生

活
そ

の
も

の

が
「絵

と

お
ん
な
じ
だ
。」
と

い
う

こ
と

で
す
。
（後
略

）

（
岩
見
沢

・
南
小

）

札
教
研
中
学
美
術
研
究
部
は
、
昭
和
４２
年
よ
り
、

「人
間
形
成
の
過
程
に
お
け
る
色
と
形
の
認
識
と
創

造
」
を
研
究
主
題
と
し
て
、
共
同
研
究
を
進
め
て
き

た
。
こ
れ
は
、
そ
の
後
９
ケ
年
の
長
期
に
わ
た
っ
て

継
続
さ
れ
た
が
、
そ
の
内
容
と
成
果
を
見
な
お
し
、

最
終
的
に
集
約
す
る
た
め
に
、
研
究
図
書
と
し
て
編

集
研
究
部
に
組
織
さ
れ
た
情
報
セ
ン
タ
ー
委
員
会
に

当
研
究
部
に
組
識
さ
れ
た
情
報
セ
ン
タ
ー
委
員
会
に

よ
っ
て
検
討
さ
れ
、
５０
年
秋
の
全
体
集
会
に
提
案
さ

れ
部
員
の
賛
同
が
得
ら
れ
た
。

。
５２
年
８
月
の

「全
国
造
形
教
育
研
究
大
会
」
を
、

こ
の
実
践
研
究
の
発
表
の
場
と
考
え
、
そ
こ
で
は

こ
れ
が
授
業
や
提
言
の
背
骨
と
な
る
よ
う
な

一
貫

性
を
持
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

●
そ
の
意
味
か
ら
も
、
単
に
経
過
を
追
う
だ
け
の
経

要
的
な
も
の
で
は
な
く
、
今
後
の
研
究
の
発
展
や

方
法
を
支
え
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

な
ど
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
以
来
、
組
織
の
機
能
の
全
て

を
注
い
で
、
実
質
２
ケ
月
に
及
ぶ
編
集
作
業
が
進
め

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
文
字
通
り
試
行
錯
誤
の

積
み
重
ね
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

研
究
推
進
委
員
会
で
練
ら
れ
、
提
示
さ
れ
た
方
向

や
方
法
が
、
常
任
委
員
会
の
検
討
を
経
て
地
区
研
究

会
に
お
ろ
さ
れ
、
地
区
毎
の
授
業
研
究
、
実
践
、
検

研
究
図
書
「色
と
形
の
認
識
と
創
造
」
の
発
刊

証
が
重
ね
ら
れ
た
。
そ
の
成
果
が
次
々
と
集
約
さ
れ

て
い
っ
た
が
、
編
集
構
想
作
業
の
中
で
、
研
究
の
全

体
の
流
れ
か
ら
み
つ
め
た
時
に
、
ま
た
新
た
な
疑
間

に
ぶ
つ
か
っ
た
り
、
解
決
の
手
が
か
り
が
得
ら
れ
る

こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
が
さ
ら
に
地
区
研
究
で
追
求
さ

れ
た
。
編
集
に
は
ず
さ
わ
っ
た
委
員
は
も
と
よ
り
、

原
稿
執
筆
に
あ
た
っ
た
地
区
研
究
委
員
も
合
め
て
、

そ
こ
に
注
ぎ
こ
ま
れ
た
時
間
と
労
力
、
さ
ら
に
思
考

の
集
積
は
筆
舌
に
つ
く
し
が
た
い
。

こ
う
し
て
、
１０
ケ
年
に
わ
た
っ
て
駅
り
く
ん
で
き

た
、
長
期
継
続
研
究
の
最
終
的
な
集
約
と
し
て
、

研
究
図
書

「色
と
形
の
認
識
と
創
造
」

―

―
美
術
科
の
教
科
性
の
確
立
と

「ゅ
と
り
」
へ
の
志
向

―
―

が
、
５２
年
７
月
、
明
治
図
書
出
版
株
式
会
社
よ
り
発

刊
さ
れ
た
。
（初
版
千
五
百
部
、
Ａ
５
版
、
蘭
頁
）

内
容
と
し
て
盛
ら
れ
た
項
目
は
、

◎
庁
論
、美
術
科
に
お
け
る
今
日
的
課
題

◎
人
間
形
成
の
過
程
に
お
け
る
色
と
形

の
認
識
と
創
造

◎
実
践
的
学
力
と
し
て
の

「高
め
た
い

力
」
と
そ
れ
を
仲
ば
す
授
業
の
展
開
。

◎
美
術
科
の
学
習
と
施
設
設
備

◎
教
育
課
程
の
改
訂
と
美
術
科
と
論
じ

ら
れ
て
い
る
。
（文
責
　
佐
野
千
尋
）
・
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